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日 本建 築 協 会

& 畠

宮田

三重県桑名の名家、諸戸家の邸宅建築

を訪ねます。

当家は幕末・明治期に回漕築、 山林絃営

て怪盛を極め、諸戸; 青六初代及びニ.1-t

によって揖斐川沿い太一丸に広大な二

棟の御屋敷が築かれました。

その一つ、初代清六の御屋敷を継ぐ諸

戸糟文邸は、一角に古典様式の洋室を

もっ本臥明治中期の壮大な御殿の他

県指定文化財の庭園など、よくその構

えを留めています。

そして二代J青六が明治末より大正 2 年

にかけて宗家の北辺に築L 、た新邸は、

鹿嶋館のE宣言十て・著名な建築家コンドル

による 4 層の望楼をもっ西洋館とそれ

に連なる和館部からなる当時屈指の和

近代建築見学会( 第4回)

諸戸精文邸と

六華苑を訪ねる

諸戸精文邸正面( 下) と御殿( 上) 六華苑( 旧諸戸i膏六邸)

ゲて.

j羊並設型邸宅であり、庭園も和風の;也

泉回遊式σト 角 lこノ Tラ圏を配すという

特色あるものでした。

この旧諸戸清六邸は平成 2 年に桑名市

に 寄 贈 さ 札 以 来修復整備工事力進め

られ平成 5年に完工し、市指定文化財

六撃苑として公開されています。

今回はとくに、その整備事業に係わら

れた大塚由良美氏にご同行いただき説

明を伺います。

なお諸戸精文邸の建築は通常非公開で

す民諸戸林業側のこ宮子意で見学が許

される予定です。

新春の一日L 東海屈指の近代邸宅建築

の見学会にこ参却下さい。

(山形政昭)

大阪港の美しい日没で有名な天保山ハ

ーパーピレッジに、海遊館、サントリー

ミュージアム、ホテルシーガルてん( ; f

ーぎん大阪の三つの建物が、海に向か

つて並んて・います。

ホテルシーガルてんぽーぎん大阪は、

親水性のある段状のテラス広場を前庭

とし、海・鉛 ・港をテーマにしたリゾー

卜性のある、明るく楽しい雰囲気を持

ったホテルを 目指して計画しました。

海からの外観は、低層部の茶色いタイ

ル、高層部の白いタイルの 2色を基調

とし、チャペルを含む他のエレメン卜

に原色を使って、明るい表情を海に向
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かつてつくっています。外壁は、 4 種

の面状の違うモザイクタイルを、一部

ラスター仕様にすることによって、太

陽光の変化を刻々と受け止め、生き生

きした衰情が感じられるように工夫し

ました。一方、インテリアは、前庭の

テラスが内部まで連続する形で、ロビ

ー ・レストランを配置し、宴会場のロ

ビーも同様、広いテラスの一部に居る

感覚を出すように計画しました。

各階からの海の見え方、楽しみ方に変

化を持たせ、ホテルらしくきめ細かく

デザインしたり、仕掛をしたり、いろ

いろ楽しんでもらえるような工夫をし

ています。 この地域に少ない緑をたっ

ぷり植え、めずらしいハンギングガー

デンも有ります。百聞は一見にしかず、

ぜひ見学にお越し下さい。

( 梅原良矢)

. 建築概要

所 在 地 大 阪 市 港 区 海 岸 通1-5-15

感 築 主 大 阪 ワ ォ ーターフ ロント附発附

設 計 監 理 板 倉 建 築研究所大阪事務所

結 工 竹 中 工 務 底

敷地面積 Ｑ Ｓ ， Ｔ ＲＹＮＴ Ｑ 耐 Ｈｾ ， サ ント トミュイ Ｗ ム Ｉ

建築面積 2，682.90耐

延床面積 13，669.68耐

構造規採 SRC・5、81・14F

工 期 1994年 3 月- 1996年 l 月

オープン 4 月15日( 予定)

日 時 1996年1月20日出

13:00ー 17:00

講 師 山 形 政 昭/ 大阪芸術大学助教授

大塚由良美/ 桑名市教育委員会

見学先 q潜戸構文邸

②六牽苑 (1日諸戸清六邸)

集 合 六 華 苑 入口

三重県桑名市大字桑名字鷹場663-5

* 近鉄「桑名」駅よりパスで約

5分「田町」停下車| 日分

定 員 30人* 申込多数の場合は; 由民墾

朝 日 費 会 員 3，000円、→宣 4，000円

学生は 1，000円引

* 含、六華苑入苑料

申 込 |月 11 日附までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込みください。

①催し名( 近代建築見学会)

②氏名

③個人・団体会員、→宣の別

任織場・学校名

告渉抱日証郵送先

@覇各先電話番号

をお知らせ願います。

* 参カ時正を l 月12日程討に発送

します。

申込先 (紛日本建築協会事業課

大阪市北区梅田( - 1 -3-21∞

大F既 R前第3ピル21階 干530

FAX 348- 0634 TEL 348-0633 

日 時 1996年 3月15日悩

13:30 - 16:00 

講 師 権 原 良 矢/ 坂倉建築研究所

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地

* 地下鉄中央線「大阪港」駅

から徒歩約 5 介

参 加 費 会 員 1，000円、ー骨宣2，000円

申 込 3 月 8 日悩までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名 ( ホテルシーガJレ見学会)

②氏名

③個人・団体会員、→2の別

@職 場 ・学校名

信惨禍 E 隙 銑

@ 鞠 先 噂 措 号

をお知らせ願います

* 参カ信正を 3 月11日(月)に発送

します。

申込先 鮒 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田| ー| ー 3 - 2100 

大阪駅前第 3 ピル21階 〒530

F似 348- 0634 TEL348- 0633 

建築と社会 ・1996.1 1  
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テーマはジオグラフイカルな建築を創

ること。 キーワードはキャニオンとフ

リツジです。勝也は大阪の南の郊外、羽

曳野の丘陵地で、雑木の繁る谷状地形

でした。この地形を最大限に生かし、魅

力的て暗転車なキャンパスを創り出すこ

とが、私i童の課題でした。

また大阪の医ネ看護学の伝統を表現

すること、これも大きなテーマです。緒

方洪庵の適塾からは優れた医学者、看

護学者が輩出されました。その伝統を

ふまえると共に、未来への発展を見す

えてデザインに取りl ' J l . みました。

また看護婦さんのやさしさ、清純なイ

メージを表現すること、看護学の根幹 があふ札せせらぎの水面が光の波紋

である博愛精神を育てる場をつくるこ をきらめかせ、命が与えられたのは平

と、このことも大きなテーマとして取 成 7年の 3 月となりました。天気の良

り組みました。 い秋の日に 2 日がかりて最新の状態を

建物は平成 6 年の 3 月に竣工、使用開 スライドに撮りました。5宣言情寺に考え

始されていましたが、外構工事がさら ていたことなど、合わせてこ惚介いた

に| 年かかり、キャニオンに木々の緑 します。 こ切羽寺下さい。 ( 山下弘)

スライド・レクチャー

ぶらり海外建築見て歩き

第4回

西地中海の建築

モ口ツコ、スペインを訪ねて

2  

このスライド ・レクチャーシリーズで

は、スライドを使って、; 毎夕十の建築及び

その周辺の風物をご紹介したいと思っ

ています。大学の授業のような堅苦し

い話ではなく、建築に関係のない方に

も楽しんでいただけるような内容です

ので、気経なあ安t持ちて鷲きに来てい

ただければ幸いです。

さて、皆さんはイスラムの文化がアラ

ブ人によって、アフリカの北岸を東の

エジプトから西のモロ ッコへ、更にジ

ブラルタル海峡を渡りスペインへもた

らされたことをこ零じでしょうれ今

. 建築概要

所 在 地 大阪府羽曳野市はびきの3-7-30

設 計 大 阪府建築部営繕釜

板 倉建築研究所大阪事務所

施 工 フジタ ・鉄雄・騰水・井上] V

敷地面積 43. 133.39m'  

建築面積 12.415.63m'  

延床面積 36. 870. 28耐

t葺造線様 SRC・S'RC、 B2・6F

工 期 1991年 12月- 1995年 3 月

回は、アルハ ンプラ宮殿をはじめとす

る西地中海のイスラム建築や町並み等

の紹介をいたします。 加 本真一)

- 次回の予定

1996年 2 月27日ω 18:30- 20:30 

西欧の修道院往築を訪ねて

一 中世ーから現代までー

Jν ・トロネ( 中世) 、アッシジ( 中1止} 、ラ・ト

ヮーレツト{ コル ヒ' ジェ) 、 7 7 ーノレ{ ファン

デル・ラーン) 等

フェ ズのメディ ナ(モロ ッコ) アルハンブラ(; スペイン)

日 時 1996年1月22日伺)

18:30 - 20:30 

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第3ピJレ21階

講 師 山 下 弘/ 坂倉建築研究所

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 2，000円、ー骨宣 3，000円

* 含、飲物、消費持見

申 込 l 月12日悩までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込みください。

① 催し名( 話題建築を聞く)

②氏名

③ 個人・団体会員、一般の男IJ

@瀧 場・学校名

告渉窃「証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 朝日証を l 月16日ωに発送

します。

申込先 (初日本建築協会事業課

大阪市北区梅田トト3-2100

大阪駅前第3ピル21階 干530

FAX 348-0634 TEL 348- 0633 

山 下 弘(や ました ひろし)

1946年愛媛県生まれ

71  京都大学大学院建策修士課程修了

坂倉建築研究所入社

90 坂倉建築研究所取締役

主な担 当作品

南海電鉄高野線林nu回I盟都 市駅 舎

神 戸 市 博 物 館

岐阜市文化セ ンター

伊丹市サンシティ ーホール

箕面市教学の森野外活動センタ 一、ほか

日 時 1996年1月23 日凶

18: 30-20: 30 

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第3ピル21階

講 師 杉 本 真 一/ 大阪芸郁7大学講師

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

( 学生は半額、飲物付、税込)

申 込 |月 16日ωまでに、ハガキ、

FA X . . 曹言でお申込みください。

①催し名( スライド・レクチャー)

②氏名

③個人・団体会員、一般の5) IJ

e職場・学校名

⑤ 豹 属 国 送 先

信連絡先篭話番号

をお知らせ願います。

* 割 曜 を l 月17日制に発送

します。

申 込 先 制日本建築協会事業課

大阪市北区宇毎回トト3-2100

大阪駅前第3ピル21階 干530

FAX 348-0634 TEL 348- 0633 
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却' sEYE21也制玖キス

第16回

井野瀬久美悪

甲南大学助教授

田園都市神話

「イギリス的なるもの」の握造と

都市復権への道程

r30'5 E Y E - 21世紀へ のエスキ スJ を

テーマ に、30代を中心に様々な分野でご

活蹴 の方々を ゲスト 講師に迎 え、従来の

瞬i夜会形式< 11違う r諮 り合い、 情 報交換

を行う場J をつ〈 りたい t 考 えてい ます.

気優 にご参加下さい.
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結斉成長率L ならびに国際競争力の大

幅な落ち込みはもちろん、それ以y ' j - q ) さ

まざまな但l屈でも、 20世紀末の日本社

会は、 19世紀末のイギリス社会を追体

験しつつあるように患のれる。しかも、

2 つの島国の類似性は、従来よくいわ

れるように、繁栄のなかて号府Eした消

費・娯楽文化などの潮市の光' ではな

く、むしろ、その影で進行した科学技術

精神への蔑視傾向、若者・こどもたちの

モラルの低下、出生率の低下など清日市

生活の間' において顕著に認められる。

19世紀末のイギリス社会は、都市て発

見された数々の悪しき現象に、「国民の

退化」との名を与えた。ri l ! ' 化」ーそれ

は、それまでひたすら進歩を信じ、がん

ばってきたヴィクトリア朝の人々にと

って、実にショッキングな、しかも怖ろ

しい言葉であった。

「このままではイギリスはだめになる

かもしれない」ー奇昆の予感に脅えな

がら、百年前のイギリスは何を思い、

日 時 1996年2月27 日ω

18:30 - 20:30 

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ピル21階

講 師 杉 本 真 一/ 大阪芸符工大学講師

定 員 30人

※ 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，∞0円、ー骨宣2，000円

( 学生は半額、飲物イ寸、干応込)

申 込 2 月20日ωまでに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名( スライ ド・レ クチャー)

②氏名

③個人・団体会員、一「般の別

任澱湯・学校名

傍 拍日a H除銑

笹漣絡先欝吉番号

をお知らせ願います。

* 参金属正を 2 月21 日制に発送

します。

申込先制日本建築協会事業課

大阪市北区梅田トト3-2100

大阪駅前第 3 ピル21階 〒530

FAX. 348- 0634 TEL.348- 0633 

井野瀬 久美恵( いのせ くみえ)

1958年愛知県生 まれ。京都大学文学部{ 英文

学科・西洋史学科) 卒業。 岡大学院文学研究

科( 西洋史学専攻) 惇士課程修T.

現在、甲南大学文学部助教授。

専門は、 イギリス近代史、大英帝国史.

歴史学の立場から、百年前のイギリスを追体験

しつつある現代日 本の都市計画や河川行政、

情報・メディア、観光コンペンション!剥速の委員

会にも多数参加。 現在、朝日鉄送情報番組「ワ

イドABCDE- すJ 月陥日にレギュラー出演中.

主な箸容

r大英帝国はミュージツク・ホ- }ν から.J(.制 日選管)

r干E もたちの大英帝国J (中公新帯)

rr受験世界史J の忘れものJ ( PHP文雌}

『イギリス文化史入I"I J (編者、 昭和堂)

r観 光のニO世紀 J (共響、 ドメス書房、近刊)

r入門現代地峡研究J (共著、 昭和堂)

『祝祭 がv ジャー に変わるときJ (共事守、1，1!. 忠社)

rr非労働時nnJ の生活史J (共響、 リプロポー ト)

何をしたのか。

ここでは、「遼化」への恐怖のなかで高

まったイギリスの田園神話をとりあげ

ながら、都市復権への溜呈を考えてみた

い。 ( 井野瀬久美恵)

日 時 1996年 1月26臼ω

18:30-20:30 

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ピJ レ21階

講 師 井 野 瀬 久 美 恵

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽i塁

参加費 会員 1，000円、ーー骨宣1，5∞円

* 学生は500円51

* 団体会員扱いは l 社 1名

* 含、飲物・消費干見

申 込 |月 19日ωまでに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名 (30' sEYE)

②氏名

③個人・団体会員、→宣σ渇IJ

e職場・学校名

信期 成 西 陣 挽

e漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 朝日誌を| 月 22日伺)に発送

します。

申込先 (初日本建築協会事業銀

大阪市北区栂図 1- 1- 3  - 21∞ 

大阪駅前第 3 ビル21階 〒530

FAX.348-0634 TEL.348- 0633 

主 催 紛 日 本 建 築 協 会

若い会員の集いIJ 、委員会

主 担 松 隈 意/竹中工務庖

J レ・ トロネ修道院( フラ ンス)

ヨーロ ツノTへ旅行されるほとんどの方

は、古い教会堂を見学される機会があ

ると思います。 しかし、修道院はどう

でしょうか。修道院は、世俗から隔離

された不便な所にある事が多いので、

普通の旅ではなかなかこ笈 になる機会

はないと思います。今回は、コルピジ

エの有名なラ ・卜 ゥーレ ッ トをはじめ、

彼が参考にしたと伝えられる中世の

ル・トロネ、コルピジェと同世代のファ

- 次回の予定

1996年 3 月26日ω 18:30- 20:30

rちょっと変わった教会堂J

スタープ式教会( ノルウェー) 、アーネムの同形教会

( オランダ) 、岩の教会( フィンランド) 等ヨー ロッパに点

在する面白い教会堂を紹介

ンデル ・ラーン設計のフ ァール修造銀完

等を紹介する予定です。

このスライド・レクチャーシリーズで

は、スライドを使って、 ;敏抑〉建築及び

その周辺の風物を紹介しています。

大学の授業のような堅苦しい話ではな

く、建築に関係のない方にも楽しんで

いただけるような内容ですので、気軽

に聴きに来ていただければ幸いです。

( 杉本真一)
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定時評議員会

書面表決報告

'95--'96年版日本建

築協会会員名簿

頒布お知らせ

( 初日本建築協会編

『建築設計者のため

の設備知識』

第2刷を刊行

割引価格で頒布

創立80周年に向けて

会員増強について

お願い

4  

平成 7 年 11 月の、平成 7 年度第 2 回定

時評議員会は書面表決により行い、次

のことが議決されましたので、お知ら

せいたします。

ＧＹＵｾＧＹＶ 年版会員名簿が昨年 Ｑ Ｑ 月末に

出来上がりました。この名簿は、建築界

に活躍される会員の現況( 出身校・現住

所・勤務先・所在地) を紹介するばかり

でなく、官公庁・学校・関係諸団体のほ

か、建築事務所、建設、崩オ、設備その

他日本建築協会の編著、側オーム社の

出版で r建 築 諒博のための設イ献日識」

の第 2刷を、より新しい情報に差しか

えて刊行いたしました。

この著書は、本会機関誌「建築と社会」

ＱＹＹＰ 年 ｾ Ｑ ＹＹＲ 年に Ｓ 回にわたり特 ｒ 集し

た内容をベースに、環境問題にゆれる

社会状況を織り込み、融庁の情報を盛

り込むべく新たに書き起こしたもので、

執筆には、東畑建築事務所、日建議十、

安井建築設計事務所、大阪ガス、関西電

力の設備言語十者が当たり、本会の編集

委員会で推鼓を重ねたものです。

第一線てづ舌躍する設備設計者が、実務

において、建築と設備のかかわりあう

場で直面した問題を掘り起こし、その

解決を歯尺肢て示した本容は、意匠設

計者のみならず、初歩の設備E宣言十者に

も好イ聞の資料になるものと思います。

本会は建設省所管の最古の公益法人と

しての歴史を有し、創立は実に大正 6

年 ( 1917年) 3 月に遡り、平成 9 年

( 1997年) には車IJ 立. 80周年を迎えるこ

とになります。

本会は建築関f系のあらゆる部門を結ん

だユニークな会員構成と、全会員にお

1. 平成 8 年度評議員選出数について

平 成 8 年度評議員選出数を60名とす

る。

( 内訳: 本嗣4名、京都支部 4 名、中国

他関係業者の主要なものを業種別に収

録しており、日常業務に大いに役立つ

ものとおもわれます。何卒お買い求め

下さるようお願い致します。

なお、すでにお申し込みの方、営業案内

柵易裁の各社へは、発行と同時に一部

本容は、昨年 7 月から全国の害応庖頭

に出ていますカ仁本会でも図書の販売

をいたします。本会では特別価格て頒

布しますので、お買い求め下さるよう

お願い申し上げます。

詳細お問い合わせ、およひ購入申込は、

(池田本建築協会へお願いします。

編 著 者 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

( 東畑建築事務所/ 坂田進・

城下善雄・弓崎幸治・中野格、

自信録十/ 藤岡茂・瀬戸良昭

・押田忠明、安井建築設計事

務 所/ 白根東治・水谷広治 ・

支部 4 名、東海支部 6 名、和歌山支部

2 名)

こ王監付申し上げておりますので、申し

添えます。

1. 体裁

B5判 280頁 本 文k 質紙

1.定価

3，000円( 消費税含む) 干310円

山根敏私大阪ガス/ 中村秀行 発 行 所 拙 オ ー ム 社

・佐々木明美、関西電力/ 中 干 101 東京都千代田区神田

村秀夫・大木俊郎) 錦町" 3-1 TEL03- 3233- 0641 

干530 大阪市北区梅田トト3 体 裁 B5判、 220頁、上製本

2100 TEL06- 348- 0635 定価 5，∞D円

届けする月刊の会誌「建築と社会J (大

正 6年 9 月創干1]) 、見学会、講習会その

他の事業を通じて、会員となられる

方寸には、建築界封主にわたる情報の

早期入手と、幅広い人脈を築くことが

できる等の、他の団体では得難いメリ

ットを提供できます。

この際、会員の皆様におかれましては

なにとぞお知り合いの方に、本会のこ

うした特長をこ沼介、入会をお勧め賜

り、一人あるいは一社でも多〈会員を

増やしていただきますよう、お願い申

し上げる次第でございます。

(紛日 本 建 築 協 会 会 長 市 川 宏



1996年を迎えて

全l団法人日本建築協会会長 市 川 宏

あけましておめでとうございます。会員の皆さ まにはお健やかに新春を迎えら

れた こととお慶び申 しあげます。

戦後50年の節目であった咋年をふ りかえ ってみますと、 93年以降緩やかながら

回復局面に入っていたパフツレ崩壊後の平成不況は、阪神 ・淡路大震災の追い打

ちもあって再び下降局面に転じましたが、幸い 8 月初旬以降、通貨当局の円高

是正策が功 を奏 し、公定歩合の引き下げか ら秋口以降円安 に転じ、 景気の先行

きに l曙光がみえてきたところで迎えた新春かと思います。金融不安の露呈も、

政治の不安定も 差 し当たって景気の動向にあまり 影響がないらい、のは不気味

ですが、日銀短観の「緩やかな回復方向に向かっている 」との見通しが正しい

ことをl顧ってやみません。

昨年の大震災は誰もが予想、もしなかった大災害でした。建築に関係するすべて

の者が国際都市神戸の崩壊を目の あたりにして、人命を奪い住居を奪い、その

歴史 ・文化 ・経済を一瞬のうち に壊滅さ せた自然の力に対する驚|等とともに、

技柿靖としての責任を痛感したはずでした。人間にやさしい建築も、環境にや

さしい建築も、そんな耳に心地よい言葉 など 一瞬のうちに吹き飛ばされて、 6 千

人に近い人々の尊い命が失われたのです。

あれからそろそろ一年になり ます。傾き、傷つ いた建物は姿を消し、いたずら

に更地が目につくばかりで、あの時の瓦礁のなかで辛酸をなめた者でなければ、

多分もうあの痛ま しさ 、凄惨さは想像もできないでしょう 。 しかし本格的な復

興はよ うや くその緒につ いたばかりです。

本会では、会誌の 9 月号以降で阪神大震災特集を連載、まちづくりから構造 ・

設備まで、直後の対策から将来への教訓まで、それぞれの専門分野で関与され

た方々に執筆 をお願いしております。震災当初か ら、建築協会 としての直接の

対応や会誌による情報伝達の必要性な E も検討ーされましたが、震災の状況はマ

スコミによ って逐一詳細に報道され、 出版もされていましたし、技術上の問題

がまだ結論の確定していない段階での報告は危険との判断もあり、約半年の経

過を待った次第です。震災の年の締めくく りとして皆さまにご満足いただけれ

ば幸 いです。

本会てのはただいま 平成 9年 3 月の創立80周年 に向けて会員増強に取り組んでお

ります。 これまで関係役員の精力的な活動、また多 くの全員の ご協力のお蔭を

もちまして好成績を収めております。 これか らも ヲ|き続き目標完遂へ努力いた

しま すととも に、 会員の皆さま にさ らに役立つ事業の充実を図っ て参りたいと

存 じます。何卒本年も よろしくご支援賜 りますようお願い申しあげます。

終わ りに 、皆さまのます ますのご健勝と 事業の ご隆昌を心か ら祈念申しあげま

して、年頭のご挨拶といたします。

5  



編集委員会

楽しんで、見る会誌に

編集委只長

荒 井 清

事業委員会

会員と共に前進する事業を

Ａ ｊ ｾ ｾ 定委只長

多井幸男

教育委員会

会員による会員のための事業

教育委只長

片倉健雄

出版委員会

委員は、すべてが委員長です

出版委員長

山 田 修

建材委員会

日本建築協会

常設委員会・本年の抱負

阪神大2む災による突発した繁忙のなかで、少々時 に検討し ｩ￯￯ す必ｾがある ｬ 時代にな っ てきたよう

II¥J がかかりましたが、長災関連の記事も盛り込ん です。

で、ｾｾＡロ｝Ｚｾｊ，寸を編集てきましたのも、制集委員や 今年も微力で‘ はありますが、会1-1. の背さまに楽し

Ｇ ｊｾ 務局の皆さまの挽々ならぬとー協力のたまもの んで凡ていただ‘ ける会日ふ会u .f l凹: の交流メディ

と、改めてお礼申 し上け、ます。 アとしての会誌であるよう、努力していきたいと

なかなか回復の兆しが見えて こない状況のなか 考 λ ます。* 11三ら、 l対係各位の 従前にJl 怒るご支援

で、「姥Z誌と社会」のありかたについても、抜本的 とご協力を、 mねてお願い ，+，し」二げます。

戦 後50年、 i堂々 として築きあげてきた都市も、安 ｴｾｴｾＧ ， 、ておりますが、参加者も年々噌加し、いか

心しき って いた正:，辺ぷ立i偽や橋梁も、 ー11瞬にして破 にｉｴｩ ， 会の ｚ ｊ なｾに ｊ ｴｊ ｈｎ しておられるか、泌＼ @<; 説付ー

撲され、いま ｔ ごに多数の中創生者を ｉ ｾ ｉ ｾｉ し、数万人の るところでござL、ます。

被災者が後逃症に苦しんでいると L 、う、このたび l刈西で一帯伝統のある協会が、創立801庁l年を 1 年

の阪神大浜災でありました。 後にひかえ、今までの こ Ｇｊｙ￭ ｾｬｴ と経験を坐かし、なお

われわれ関係者は、その使命感にあふれ、防災| 坊 - )(1有. ' u! ，、殺な企画と ' A践に各委f . l. は労) J ' 、たし

辺、強靭にしてより美い、IO"Jづくりに、全力そあ ますので、従米より ιU: . のご支援とご折導をJ! 易り

げて復興に滋逃している現状でございます。 ますよう、お願L 叫、たしまして、年以のご挨拶と

日々新しく開発されて L 、〈建物の凡学や講演会、 いたします。

谷邸の催しに会以各位から絶大なるご協力をい

II P I二は長ヲ 1< 不似のrl' て二そのスター トに阪中l' ・ の ｾ ｊ ｾ 染色会 ￼ の手によって生かしていただくの

淡路大足ζ i いこ兄舛われるい、う酷し L 、年でした。 が、協会の活動として一帯ふさわし L 、も のと考え

被災された会u の方々には、新しし、年が少しでも ます。

lリj るい方向へ陥lかうことを祈念L 、たします。 r工 l;71生デザイ ンコンク ーノレ」は、そ の稀空会や

当委員会が4iJi l三品|品t して行って い る「処築工事実 ゐｊ［Ｇｾの 席 上て二 Ｑ ｵ ［Ｑ Ｍ 同Ｇ ， Ｚｌ 、工高伎の。 ｬｩＧ ￭ 非Ａ｜をＡＺ｜Ｎｉ＼［じます

ｊ 先制恰」の昨年の 二 地批、やはりＦｾ災の ｩｊ 斜 ｅ そ が、 ＱＱ Ｑ 年も正月 ｌ 、 ν べ、ノレの応」主主力引きまし ｴｾ 。

受けたのではないかと思いますが、本質的には的 協会の長い時火の tj ，て脊まれたこのような事業

紛があふれでいる 中て¥ このような卒業主ナ、潜在 が会勢のJ広大にもつながるものと考えておりま

しているニー ズーと結びつける鮒しさがあ ります。 すので、各位の- )(1のご支援をおi釘i，' ，、た しま

会 以 の IZI，1J を件j てft: i ! ! I 1し準備したすぐれた内特 す。

lドt版委員会の委f l . は、すべての人が育委只長て、す。 を会場とし、職場見学ぞかねる、 ③ 会; 厳冬了後は、

I 1!'-に 1 - 2 1百!のmw; をされる方、何月 ，，"，-'，席 さ れ いっぱい会制作す、を実行してきました。新しい

る) 1などいろいろおられますが、平均すれば委n ，'I "7eですから、急がずゆっくりと歩んてお りま

会 のi丙重!JI ;J:r，T j発です。さらに活況を昆する会にす す。

るべく、次の 3.' 訟を訂正吉忍しあいました。

① ，'-1' ，版と L 、うボランティア活動に徹する。

②お互いの附報交換の場とする 。

委l - l . 長 . ｾ ｉ ｊ 委 ￼ 長は、会のまとめ役に ＱＢＱ るように

しなければ、楽しい合同はできません。新 し い 人

. 半年い人をチc切にしなければ発炭はありません。

:ID"，zt安〈訴しあ いのでき る楽し L 、会にする 。 出版委以会の来Ir しいイメージをお伝えしました。

これ らを具体化するため、 ①毎月の議長は全員の それと、各委u 会 の般 の込訴告が欲しい、と願って

持ち阿りとする、但〉場合によっては各委員の戦場 おります。 いままで、それがt，刊!I.f : でしたからー 。

平 成 7 年 l f l l坂村・淡路大震災の発生から、はや かったことも印象に伐りました。

1"1三が過さ、ようとしております。 この地波は、被 H似 |三は、当委_ L - I . 会でも今まで色l 七般的関心の百年かつ

も: の代償 として主I!. 築全般にわたって数々の教司11 た免ｚ｟Ｇｻ｟Ｂ［ｦ ［ｪ 、 判ｉｬ Ｇ［ｲｲｬ 材 が ｾＱ ｲＮ ＮＱ ｗ に のぼりま した 。

を残しました。而) ( 1 建築物の大規棋な被害( l ，政段) 必剃委員会では、 「弘I!. g誕と相会」の芯耐 を通じて新

震 災を 契 機 に 、 よ り 広 い 視 点 に立 つ 状 仙・ら、建築物の構 造設計 ( 地卸J に対する 設 しい似枕紹介していますが、長年似い続けてき

建材委只長

和田克朗
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計込図的に l刻心が集まりがちですが、 地主主、 桃 造 ｴｾ ｴｩｙ ｴ 造材料Ｈ欽 ・ コ ンクリー ト 等 Ｉに つ いても、

材料 、施 工、工ZJq: 定型についても兄直す良い機会 また京材Tごけて‘ はなく而: 問主' 性、耐久性、総工性に

だと，巴、います。 も配慮した建材 ・資材のありかたを検討するな

一方、地震災官の主因になるとも 言 われていた外 ど、より広 L 、批点に立って相会に役:lLつ情報の挫

装( カ ー テンウオーノレ等) 落下被害がJ J : 7 ' いこ少な ｩｾｾＨ こ努めたいと思います 。



今月の表紙〈車錨瞳三氏蔵書より〉

表紙デザイ ン. 立川 l悦夫

Paul  Letaroui l l y著

『ヴァチカ ン宮殿およびサン ・

建築と社会 1蜘圃圃圃1叩9引…1

ピエトロ大聖品

ARCHI TECTURE A ND  SOCI ETY 

J OURNAL  O F  THE ARCHI TECTURAL  A $ S OCl A Tl Q N  Of  J AP AN 

ローマ教皇ニコラウスl i. 1止の

残したゥγ チカン宮殿は、幾

多の妥支Eを経て、クレメンス

八|止の11寺代に: I Q; ( f の青列犬で完

成した。 その後ベノレニーニに

よる大防段スカラ ・レジアの

完成により、サン ・ヒ。エト ロ

メ嘩ｾと扱私されたのである 。

このスカラ ・レシアは、バロ

ック建築の幻視3脳ミを示す好

仰! として{ - ¥' ; ; 去される。

本::; 1:;は、ヴァチカン宮殿とサ

ン ・ ピ エトロ チミ聖堂を Ｓ 司 ｾｴ .  

報告した凶版集である。 l } -J

号の凶は、 このサン ・ピエト

ロチ嘩: J l i : の図版てある 。

・特集予告

2 月号/ 大阪府住宅供給公社

30周年

3 月号/ 東海支部( 仮称)

C臨

特集・ 阪神大震災から学ぶ- 21世紀へのメッセージ
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とおして ・雀 孝行 54 

1刻求人ー長災 、片時の「娃築 t1J 会」か ら
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3  1則米大災 災 吋11.] の rill 築と社会」折〉t んで 60 
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諸戸精文邸と六華苑を訪ねる. ホテルシーガルてんtI' ーざん大阪見学会.

話題建築を聞く24・大阪府立看護大学 山下弘氏に聞く.

スライド・レクチャー4・西地中海の建築.

30's E Y E  16・弁野瀬久美恵「回図書日市神話 J .

スライド ・レクチャー5・西欧の修道院建築

定時評議員会書面表決報告

'95- ' 96年版日本建築協会会員名簿頒布お知らせ

『建築設計者のための設備知識』第2刷を刊行.
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新建材紹介 コーナー ス ー パ ー グラサポＨ樹木地下型 ＱＱ 設 ｾ ｉ 支柱Ｉ ・ 松本章

33 
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作1 M

E ヨ風

設 計 監王里 ・

北 九 州 市建 築 局 ・安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・

熊 谷 ・太 平 ・大 商 ・石 迫 共 同 企 業 体

北九州市大手町ピル

l刻門討手山火を抜けると風景は一転して、玄界lllt にLl J が迫りウォーター

フロントの街並が自に飛び込んでやくる 。小倉駅に| 吟り立っと k:永の "1-'

の小企城が印象的である 。かつ ては重厚長大の鉄都も新たな文化行

政への転換を区内、都心部 l.:J: iiiJ J 11や親水空間の盤側)t l'; :業が進んて¥、

る。] R西小倉駅から 小倉城、勝山公闘を経て全長1. 5kmの大手111] 通 り

も、整備制 Ｑ ｊＺ ｾｴ の Ｂ ＱＧ て Ｇ＾ ｊ 、か ｬ 成へのビスタとして、将来様々な施設が怨

ち-' 11>: び、ヰヒゴL'l +l lli のWJr しいメインストリー卜となることカワ例代1二され

る、広い歩道と俸放木の美 しい者|行1，的仕活各である 。 この沿道に立地

する大手川 ヒツレ I. : J : 、通りの発展モデノレを示すノ吋ロット的主t物とし

て、迷対に於ては都市的景観に弘前I し、近景に於てはアクセスし易

〈人と建物との親密な限日系を目指してし、る 。

b包設はニIt :MI ' 1市卒女性センタ ーを. <1'1釦こ附アジア女性交流・研究フ

ォー ラム、止明主|際束アジア研 究センタ一、附北九州市都市協会、音

楽 ・I) iU主11. 郷 踏等 の練 習場である大手 IIIT練 習 場 の 多 機 能 被 合 施 設 で

ある 。 この機古ι との特性と、公共建築の重厚さよりも殺しみ易さを

ｭ っ て、 ｾ Ｈｩ ￫ もが ｴ ｬＧｴ れ殺しんだシンフ 。 ノレて Ｂｴｲ ｩ ｦＮｽ ｪｅ な幾 何 学 的形態に非限

定rU] 線をフ。ラスしてW elcomeのイメ ー ジを表現して L 、る 。建物前市1

4二演出 された r7 k とモニュメン卜のノト広 場J I. : J : ポケットノ f ークとし

てそのまま内部に述絞してソフ卜なインタ ー フェイスを形成して

いる 。大 手111] ヒツレは老若男女、 立三婦から研究者、 ロックンローラ ー

までl陥広い市民の活弱胤4点として、今後大手川通りのホットなスポ

ットとなるであろ う。

( 松i J J 新 ・佐 伯由紀子/ 安井建築前汁事務所)

所在地一一一一北九州市小倉北区大手町 11 番

敷地面積一一一- 5，279. 00m'  

建 築 面 積 2 ，348. 83m'  

延 床 面 積 16 ，456. 24肘

構造規模一一一 RC( 地階) 、 S RC( 1・2階)、 S( 3' 皆~塔屋) 、 B2 F、 I OF， PI  

工 期 ＱＹＹＳ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｓ 月

最寄駅一一一一 J R鹿児島本線西小倉駅

撮 影 湯 川 盛 昭

「 木 と モ ニ ュ メ ン ト の 小 広 場J

モ ニ ュ メ ン ト Ettore Sottsass .... 



西 側 夜 景

10 

l ホワイエ

Foyer  

2 ロビ

Lobby 

3 メ イ ン ホ ル

MQVE' Hal l  

2 階 平 面 図

4 フイントネスルーム

Fl l ness St udl o 

5 料 理 工 芸 室

Cooki ng '  Craft  St udi o 

6 立 札 席

Tea Cer emony Ro o m 

7 グルプ，舌軌宝

Gr oop Ro o m 

8. ; 人制習室

RehearsaJ  Ro o m 

9 中蹄習室 l

Rehearsal  R o o m 1  

10 中練習室 2

Rchearsal  R o o m 2  

4 F  北九州市立女性センタ

3F 北九州市立女性センター

同 ア ジ ア 女 性 主 流 研 究 フ n ラム

2F 北九州市立女性センタ

1F 北九州市立女性センター

B1F 駐車場

B2F 駐軍場

lOF  北九州市立大手町蹄習場

9F  北九州市立大手町制習場

8F 岡北九州市都市協会

断 面 図

7F 開 国 際 斑 ア ジ ア 研 究 セ ン タ -

6F 同国際買アジア研究センター

北九州市立女性セノター

5F 北九州市立女性センタ



〆 イ ン ホ ー ル

ホ ワ イ エ モニュメン ト 酒 井 勝 久 特 別 会 械 室

交 流 広 場 モニュメント 盛 在 銀 立 札 席
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作置司・

E 彊 風

設 計 監理 ・

エス・パイ ・エ ル 本 社設 計部

方包コニ ・

エス・パイ ・エ ル 注 文 住 宅 部

仁 川 の 家西宮、

処 築地 は、内山市の刊行: 峻にあり、 J，'; .Jl JJI は111、川 、総に包まれた市

〈カ・らのふ以下な住宅地 の- 1' 1である 。1十一Hj!J JI It i而 道路を隔てた向う{ j ! J J

には、六 Ｑ Ｑ Ｑ ＱＱＱ 系に ｩｊｪｾ Ｇ￩予をした Ｑ Ｍ ＩＱＱ い、う 師 ｬｏｭｔ￬￭￮ 後の河 川敷 があり、

f本H にはその」ニiJTUこあるピクニックセンタ ーへ向かうハイカ ーの

タlがあ:e< 。人過りに対する考ほと、以質な.&i J-Jl の保 全、共生が全体

レイアウトの Ｇ ｉ ｾ ｬＮ 絡を決定 づけた 。

この臼τ宅は 21立，iiF住居であり、 ν イアウト lj， j丞 「コ 」の字型を形成

しており、 ｉ Ｊｈ ｬｉｾ i:. ｾｴ ｴ ｊｬ ｕｸ びジョイント古 ｉｓ の Ｓ tJ l ( より 村長成されてい

る 。 ｉ 有ｴｊｉＨは ｾ Ａｬ￻ｌした向車ＱｉＮ似て、外部へ の縫い巡断と、 ｅ ［ｴ 筑に優い、

ド ー ム ｬ 長根の平屋主ｬＡとし、 」ヒ株 は犬 ｾ， ￥ と子イ ＳｾＳ 人の領域て ＮＭｴ［ｊ ｊ 妻、瓦

ｔｾ ｚｳ，＠ Ｒ ＡＱＧ ｩｲ 処てで、南 北 十点を ｒＺ ｯＧｩ，，ｾ R  C 梢 iti のダイ ニ ングは、 3 W北

の火飲と H' r 突の坊であると "'1とに、キ8t !iJ..，'Xて・あり分節点でもあるの

て、 R C fJ放しフラットノレーフとし、特にアイデンティティ ー を持

たせた 。 結 米 ーとして、 Ｓ 似 の ＧｉＧ ＮＡ￀Ａ［ にスタティックな ｲ ｬＧ 庭が ｉ ｾ ｉ 然発ノ ｼ 三

し、閉じつつ l)f.J <  l]i }' 快な宅r: ¥J とした L 、。 内部は、 1:1 21立のj草の文化に

対し、ヨーロヅノ ぞ の広場の文 化 の 担叱ｾｻｲ人 Ｉｊ し、広場として のリピ

ンクーをｾ ＢＧ ＮＡ￀Ａ［に配する Ｇ ｊＧ［ により、全ての流れをリピンク守に集 ｲ ｬ ｟ Ｇｾ せ、

ヴォリュー ムのあるセI/¥J の共有により、各々の 11そ代の芯、志と思想の

11j . ( l れ也と相 l1L忠商平の場としてありた L、。

(i 支局利1秀 / エス ・パイ ・エノレ部計官li)

」

- 句 『

配 置 図

l

l

A

 

所 在 地 一 一 一 一 西 宮 市 仁 川 町

敷地面積一一一一- 946 ，60m'  

建築面積一一一一 224 ，62m'

延床面積一一一一 285 ，08m'

櫛 i宣規模一一一一木造 2 階 、 一 部RC

工 期一一一 ＱＹＹＴ 年 Ｒ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｒ 月

最 寄 駅 一 一 一 一 阪 急 電 鉄 今 津 線 仁 川 駅

撮 影 一 一 一 一 喜 多 章
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2 階 平 面 図 1: 300 

l'皆 平 面 図 1: 3∞ 

⑥ 

l  ポーチ

2  玄 関 ホ ル

3  リヒング

4  ダイニングキ γ チン

5  茶室

6  相 宜 8 帖

7  理主

8  サニタリ

9  中庭

10 明 弘 け

15  
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. 1書 風

設 計 施工 ・

竹 中 工務 j苫

松蔭中学校・高等学校体育館

松 必'1' 学 ・lf J mザニ校は、学校法人松政次子学院として、士I到B淵別大: 学半学: 及

ぴ大大，γ，を剖f仰側J ! せ持つミツシヨン系のLムk正ζぐρ7、γl'校校てあるι 。1ω99幻2ゴ年1'-主に

ｬωＰ ∞ Ｐωｪ ，町下石を「泊迎 ｬ え、その記念 Ｚ ｾ ｊ ｯ［［長ーとして ζ 朽化した体育館を解体し、跡

地に新し t 、体 有fflWI: LI: f ; 走の疋lL 、の広場を務11l 1 i するために計画され

たものである 。

ノト1"1の体 frfl I( の計画にあたり 11立も i t なぞ払ったのは、光と J!R¥につい

てである 。照内の巡重1JJJ包設として、いかに 1'1然光を取 り込み、 j盈j瓜

を込くするかい、う ｬ ｾ ｲＺて、ある 。 光に ｬ 民 ｬ しては、 ｊｉｾ 村 長造の係 ｊ ｉｉ と ト ッ

プライトの' ! - J f 川、風に|到しては、 J也窓型式のノ叶、ノレIml l とトップラ

イトてu-_ り昔日のガラリ及びJI 英rSI 古11のモ ニ ター による ICI然換気とヵー

ラリ音 ＱＱ の ｬ 凡 ｉｾ￟ｬ に設けた機械換気設 備 の Ｎ ｍ￬ｊｊｨ によ っ た 。

日英を泊した光 I; J : やわらかく、 トァプライトの光は壁面に反射してア

リー ナにふりそそぐよう断而iにて犬ぞこらした。 こ うすることによ

って、直十五光はいっさい臼には L 、らない限必(1句な是l却 11M設とする こ

とができた 。 さらに、 ｷＡ 到 ｬ ｩＧｩＧや夕暮れ ＱＱ 寺にキ Ｑ Ｑ￬ Ｑｬｽｊ Ｈｉ ｾ ｊ に ｊ ｉｉ ｌ 、る人工! ! 削 i

は、必本!!(¥II Jj 制限I面の反射による li:Hll: ! 照明 とし、 内然光による配光

にできるだけ近いものとした 。 その ｾ［ ｩｬｩ 栄夜 間 には ｊｉ 英面は光る ｬ 思様と

なり、 J 也城のランドマー クとしての似J身去をもたらすことになった。

肢を文える '1'1品II は大凶而i集 成材 による木造とした。木のもつあたた

かちゃ柔らかさを ｲＺ ｻ ＱｾＺＷ ζ 限にノヒかしながら肢の軽やかなイメ ー シを

ＱＱＱ なわない 桝 造形式を桜京した 。 Ｈ林達純 Ｏ 竹 ＭＧｾｬ 工務 ｊ 苫設計官 ＱＱＩ

④ 

l  ダ ン ス ル ム

Ｒ 全Ａｾ宜

3  体 育 組 員 宝

4 ア リ ブ

5  ランニングトラ y ク

所 在 地 一一一一 神 戸 市 灘 区 青 谷 町3- 4- 47

敷地面積一ー一一 16 ，448 . 83m'

建 築 面 積 一 一 一 1，739. 48m'

延床面積一一一一一 3 ，835 . 7 6 m'

構 造 規 模 一一一- RC、集成材骨量且脱抑' l i 室屋根、 B IF 、 3 F

工 期一一一一 一 ＱＹＹＳ 年 ＱＰ 月 ｾ Ｑ Ｙ ＹＵ 年 Ｔ 月

最 寄 駅 一 一 一 一 阪 急 神 戸 線 王 子 公 園 駅

撮 影 一 一 一 大 島 勝 寛

2 階 平 面 図 1:8∞ 

断 面 図 1  :8∞ 

力 ン ア ベ リ ー ガ ー デ ン 彫 刻 ・西野康造「風になるとき J

ア リー ナ
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作 . .  

Eヨ風

設 計 監 理 ・

兵 庫 県 都市 住 宅 部営 繕 諜

施 工 園

東 海 興 業 ・王 子 建 設 特 別 共 同 企 業 体

兵庫県立夢野台高等学校

校 舎 第 l 期

1えFF!Ui' ( g; e野台高等学校 lj : 、チにJ E14i lムに! ¥! 立第 2 高等女乙j乞校として

設立され、昭和23年 に 共学 となり、川和27
i
l二に現花の校名とな った

イぷ緋校である 。 |日校合は、 JI?{平112 ｩｆ Ｎ にＺｫｬＡＮ ｾ 認された近世ゴ シック 本印、

の立l ! : 築物て、 学校|民l係者及び近隣住民にと っ て 愛 新 あ る 施設で あ

る。主l ! : て待えにあたり、川校合の而 i; 診を伐し つつ、そ の イメー ジ? を

'; Iき制主ぐよう J li到し t.:: 。

校 ＷＧｲ ｾＱ 幻也 ｉ ｪＺ、 ｲｬ￯ ￼ Ｚｲ ｊ 也 ｬ こ有り ｦ 幻也ＱＧ Ｑ ＱＴＧに余怖がないので、校合川辺 の

ツ ｾ ｉｉ｜ｉ を布効利川 ｴ ｬ ｾ Ｑ 米るように日 ｊＨ づ化 し、 ｪ ｬ， ｮ Ｎ 初の ｉ 也 ＱＺ ＮＶ 附主主ての［ｦｾ

ｾ ｬＧ＿Ｇ＿オ Ｇ Ｚｫ ｾ 校 ＱＷ とな っ た 。 去、 ｼ 民 ｉｴ￬￭ｪ にアプローチする南 側 ｉ 沼田道路と校合

との川 には、道路と ーイ. 4 ' ! ぷがある村地スペ ースを設け、 I1別いとゆと

りのある宅1mを自11け汁 る よ う 強fIiI j した。外飢は、 |日校 合の特徴的な

デザインである Ｉ ｊ ｾｾｬｬ 、母ￏￎＡ孤 ｬ Ｇｃ ｌ ｫ かしたも の とし、低 ｍ 苦 Ｑｉ は処築物

ｉＧ ｬ ￭ Ｔ＾Ｚに刊平 ｬ 川えを持たせるため ｩ［［ｾｌ 、色調とした 。 平 ｉ 商古ｉＱ ｔＱ￭ ｬ は ＧｬＧ ｬｬｩ ｬ ｮＧ Ｎ ｬＮ｜ｾ

'Cl宋川する こ とにより、車幻也の最大限平11111と余剰n面積によるコモン

スペー スの設fu: ぞ|ヌ|り、 11併に は作旦J! 古111"1、 2 - 5 附の雨前には普

油彩〈車、 611
げには眼中H勾同c' C 利川した多 Id(1勺ホーノレを設置した。

ノト11.1 1の校 合 第 1 !tJ 1以降、1 4 ' ffflfi . 校子刈i 2  ｊｕ ｉ と ｬ 順次建て替えるｾｾ i う

;n111i lをしてし、る 。 (閃 洋一 / 兵F! "l jJ.!-t 11市住宅如何柑i¥*)

多目町布、J レ

6'皆平面図 1  :  800 

1  ，百平面図 1  :  8∞ 

所 在 地 一一一一神戸市長田区房王寺町 2 丁目

敷地面積一一一- 6，537. l m'

l1ll 築面積一一一一 918. 7m'

延床面積 一一一- 6，068. 2m'  

例造規模 一一一一 S R C、B I F、6 F、P 2

工 期 ＱＹＹＳ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＵ 年 ＱＰ 月

最 寄 駅 一一一 神戸市営地下鉄上沢駅

撮 影 一一一一 ナカッカ

ｾ ｊ＠ I  I  
11 

④ 

... エントランスオ、 - ) レ

マ 多 目的 ホ ー ル
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.1書 風

設 計 監 理 ・

大 林 組 本m一 級 建 築 士 事 務 所

施 工 ・

大 林 組 ・清 水 建 設 ・松 村 組 共 同 企 業 体

松下電器産業株式会社

九州マルチメディアセンター

的多的のウォ ーター フロン卜、シーサイド百道地区の 『ソフ トリサ

ーチパ ー ク』地 区では、 i侍ならぬ建設ラッシュである 。 その中でこ

の たび、 『 松下 Ｇ｡ｾ 器産業側 ｪ ω ト Ｑ ＧＢ ノレチメディア セ ンタ ー 』 が完成し

fこ。

松下クツレ ー フ 。 の ｊ ｌ ｾＧｉ 、ｼ地区における研究 ・ ｧ ｦＮ Ｑ 発拠点に相応しい、現代

(I(J でi l l : J以な外観デザ、インと省エオ、ノレギー を考慮した独創l的 て 先 進

的 な 制JWシステムが設計のテー? であ った。

外 観は、ヨ必Cf L の上に直方体を釆せたシンプノレな構成とし、淡色 のタ

イノレ打 込PCJ 坂とミラ ーガラスのカーテンウオ ーノレで重症改J誌を強制

し、上芥 ・発展する企業イメ ー ジを表現した。

恭準 ｾｾ ｴ ｗ ｦＺ 若室は、多機な ｏａ 機器の熱負荷を処理し、フレキシビリテ

ィを石間呆す るため、床l次出生] J li)) ) 式 ・エアフ ローウ インドウシステ

ム ・統合的朝組閣l システムを開 口した。

問何時のガラスC W苦1Iは、 !挑望のひらけたアメ ニ ティスペー スとし、最

J て階の社員食堂は、博多湾を一望できる定.!l 、のフ ロアとな ってい

る。

外耕計 11 ! l i は、南側のパー クストリ ート 沿いに高木を配して歩道並木

とーイ. 4' 化したこ こちよい緑陰空11:1を作り、また可知也内に遊歩道を設

けて ili 民に 開放するなど 、周辺:&1!1lの li TJ上 に 配J.¥!!. した。

また、ハートヒソレ法に基 づ き バ リアフリ ーテ、、ザインと し、祈I 1j t! こも

円以&: した。 ( 自公附lH三 ・広閃和正 ・中村維友/ お 林正ω

• -・ • 

事務 室

• 
基 準 階 平 面 図 1  :5∞ 

所 在 地 一 一 一 一 福 岡 市 早 良 区 百 道浜 2- 4- 16

敷地面積一一一一一 9，735 . 5m'

建築面積一一一一一 857. 5m'  

延床面積一一一一一 9 ，034. 1 m官

構 造規模ーー一一一 B 1  F - 2 F :  S RC、 2 F - P : S  

工 期一一一ー 1994年 4 月 - 1995年 9 月

最 寄 駅 一 一 一 一 福 岡 市 営 地 下鉄 西 新 駅

撮 影 一 一 一 神 史

• 

• 

④ 

基 準 階 事 務 室 コ ー ナ 一部

21  



北 東 面 外 観

シースル エレベ - 7 ー
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.1書 風

設 計 監 理 ・

瀬 戸 本 淳 建 築 研 究 室

施 工 ・

竹 中 工 務j 苫

月 光 園 鴻 躍 館

ｼ 民 ｬ ￏＧ首の奥ｊｬｬｾ歎 ｴ して ， Ｏ ， くから Ｓ 官栄してきたや ｉ Ｇ ｆ の平Ｇ￯ ＮＡＡ訂正、今回の渓

災にもめけーず、その賑わいをかなり 1[ J I . り反してきました。 月光協|の

鴻縦断は、来凶の 11 1にはさまれて北流する irlV l付合いに位置し、素H青

らしい渓谷美がli!:，めるロケー ションにあります。川 の対岸には以前

からの月光| 詞 . i}}f) J 山荘の瓦J量級のO J l なりも美し仁 川季 絢側 の 風

怖がｾしめます 。

「平II J のもてなしをベースにした 日本の旅釘f は、世界に発信で、きる

独村の文化です。 リ〆ートと Lづ 云1定が本来怠l床している、人IIl J 仁

と っ ての披後のよりどころ、つまり ￭ ｬ 己を手目 ｺ できるＮｴｾとして、や

さしくあたたかくくi みこむ空間1をめざしました。

平而 ｊｦｾＱ ま鴻ＨおおとりＩ (朱後〕力主羽ばたくさま、屋中良1i.，'J-i j包ヵワ 11を7

ＭＧ｜ｊｾ っ てゆくように、人 Ｑ Ｍ Ｑ まわりは ｼ コ虎の姿、 中央音 Ｑ Ｑ のシンボノレは玄

武というように、ヰ7.! むの1' 4やl' UliiT] ' c) をMl みこんで言1i幽しました。

両端の燃は宇宙との交信装i在をイメージしています。

ロビーか ら一歩 '1' に入ると大きな l次抜の窓がpq季折々の渓谷を l映

し、まるで'1:: きた1I卵管l' IiJ のように凡えます。

lリl るくやわらか L 、パロァク的なうねる乍I i r J が、目や心に多様なシー

クエンスのJEI J f . J を可能にしています。

美味しい )j-C料坦JI 、美ii 崎、それぞれの忠栄、話らいなど、まるで自然

のi裂にJもlかれているようなタ匂〉て、ゆ ったりとした、心J也よい、ヲ子

仰なH、Yを過ごしていただけるよう明んて1 、ます。 (ifi P 本 淳)

{  

で¥ふんf J d

明、、、

. .  川

一 一

/  ，皆平面図 /: /4∞ 

所 在 地 一 一 一 一 神 戸 市 北 区 有 馬 町3/ 8

敷地面積一一一一- 3，908. / 2m'

建 築 面 積 一 一 - 2，444 . 51 m'  

延床面積一一一一- 9 ，684 . 18m'

術進規模一一一一 S R C一 部R C、 日 I F、 8 F

工 期一一一一 ＱＹＹＴ 年 Ｓ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｙ 月

憲 寄 駅 一 一 一 一 神 戸 電 鉄 ・有 馬 温 泉 駅

渇 影一一一一高橋裕嗣

調 月 山 荘(2 )

91 

/メク

句9

Xシ

d  

会

調 月 山 窓( ，/

A 主 主 要L @  

••• ••• 







第41田¥工高生デザインコンクール

設計課題/ 公園に隣接して建つ 公 民 館

入選・最優秀賞 諸 岡 友 理

(三重県立四日市工業高等学校 3 年)

26 建 築 と 社 会 ・1996. 1

公民館を設計するにあた って第一 に考えたことは、いかに

IIIT t . 公民館とを密着させられるかということでした。 そこ

で、 IIITの半数を 占める j品業に目を付け、それを中心にコ ン

セプトを考えて いくことにしました。

公 民 館には、 111] でとれた良作物J を集める こと ので量る地下

倉庫などを設けるほか、茶室のまわり には薬草を槌えるな

E 災害時に備え、平常H寺については、 IIIT民と の関 わりを深

めるために利用時聞を拡大して、朝市が始まる午前 711寺か

ら夕涼みの終 わ る 午 後101侍までにし、 『行けばいつでも| 矧

いている 』 というイメージ‘ にしました。

審査総評 審査委員長 北 浦 か ほ る

この課題は、昨年 |月 に起きた阪神淡路大震災の孝長川を

どう生かすかを考えるよい機会であるということで、公

民館という地区の最小コミュ ニティ施設のあり方を、平

時だけではなく災害時の役割も含めて問うたものです。

まず、 I世話或の人々にとって魅力的て旬11染みやすい公民館

の機能として何を提案するのかという問題にどのよう

にすれば災害時にそれらの空間が柔軟に変化し、適切に

使われ得るのカ¥のニつの解答が求められています。入選

作品はいずれもこの難問に見事に答えています。

作品には 3 つの傾向がみられ、環境との関係を重視した

もの、建築単体を中心に計画したもの、公民館としてのソ

フトに重点をおいて計画したものに介けることができま

す。

最優秀賞の諸問さんの作品は、公民館における人の交流

に朝市を導入した点やタイムスケジュールによる空間利

用の提案、災害時平常時ともに有効に機能する中庭など、

計画のソフト面、ハード面ともに新鮮で魅力にあふれて

います。欲をい幻措諜空間としてのリアリティが欲し

かったと言えますが、建築空間のイメージの弱さがこの

作品の面白さを強調しているとも言えます。その点では、

優秀賞の稲葉くんの作品はランドマークとして公民館の

形態を主張したもので、対照的です。公民館の機能を、子

供を中心にとらえて建築計画を行っています。災害時の

避難の問題も、立地条件をうまく利用して屋上庭園から

公園へアプロ ーチする ことて解決しています。

それに対して、同じく優秀賞の中西さんの作品は、建物を

環境にとけ込ませている点に特徴があります。建物を半

地F皆に埋め込み、中央広場を織り込むことによって、建物

の庄ie惑をなくし景観に馴染ませ、災害時の安全性を配

慮しています。入選の住固くん、高田さんの作品も環境を

意識したもので干、おのおの違った魅力をもっています。

いずれも蜘也や簡素境の扱い方次第で、さらにその魅力

を倍増させることができる柔軟性のある作品です。

高橋くん、向井さんの作品は、計画のソフ卜函の提案の面

白さやフレゼンテーションに力が入っている意欲的で楽

しい作品て・す。三浦くんの作品は、建築の郷土性を強調し

たものとしてひとつの方向を示しています。大久保 ・大

井さんの屋外のイベントホールは、災害時には平常時に

も増して効果を発揮してくれるものになるでしょう 。金

原さんの作品は用紙や表現方法て審査員問で論議を呼び

ましたが、工高生らしく意欲の見られるレベルの高い作

品と言刊面されました。

最後に、これらの工高生を指導されている先生方の熱意

とご努力には、心から頭が下がる思いがしました。また、

工業高校てすて生徒が少ないにもかかわらず、入選者の半

数ι人上を女生徒が占め、その活躍がめさ.ましいのは頼も

しく将来が楽しみです。男子生徒も良きライノてルを得て、

ともに頑張ってください。



第羽田工高生デザインコンクール

『人と自然の中の公民館J
A  

f  

- 審査記録

9 月29日 応 募作品部里

10月12日 予備審査一応募作品について応募羽定の点

検( 工高生教育小委員会)

事前審査一審査会欠席の審査員 |名と審査

会遅刻出席の審査員 |名による。

事前審査一審査会遅刻出席の審査員 l 名に

よる。

審査会一一審査員 14名

( 審査時間 Ｑ Ｓ Ｚ ＴＰ ｾ＠ 17:50)  

10月18日

10月20日

|日月 21日

この公民館を計画するにあたり、 子 供から老人まで、あらゆる

人たちが、 気軽 に楽しく利用できるようなものにしようと考

えました。そこで、地面を掘り下げ、建物を埋め込むように建

てることにより圧迫感を押さえ、公民館の前に広がる広場に

人が自然と集まれるように配慮しました。また、建物の中は、

やさしさを感じる空間になっていて災害時でも人に安らぎを

与える ことができ、常に、人と→本となった公民館です。

自分の考えたものが入選して、大変うれ しく思います。選んで‘

くださ った皆繰に感謝の気持ちでしっぱL 、です。

入選 ・優秀賞 中 西 と も

( 大阪市立工芸高等学校 3 年)

- 審査紐晶

審査を開始するにあたり、応募条件を大きく逸脱した作

品がないとの予備審査の報告があり、審査方法 ・条件の

内容を確認したうえて審査にはいる。

. 1 次( 審査員 12名、事前審査 3 名)

全応募作品について審査員 1名が 10点を選ぴ投票する。

当日欠席および遅刻の審査員の事前投票 (26点) を加え

る。

得 票

作品数

* 得票 l 以上の作品 (34点) を一次審葺あ品作品とする。

Ｈ 審査時間 ＱＳＺＴ Ｐ ｾ 14:40) 

・2 次( 審査員 13名)

* 得票 1 ｾＲ の作品 ＨＱＳ 点Ｉについて、審査員が推薦する

作品の意見を中心に議論を行う 。その結果、得票 3以上の

作品 (21点) が 2 次審査を通過したものとする。

Ｈ 審査時間 ｼ止 Ｔ Ｐｾ Ｑ ＵＺＳＰＩ

・3 次( 審査員 13名、事前審査 l 名)

21作品について審査員| 名が 5 点を選ぴ投票する。

得 票 112 10  6  4  3  2  1 。

作品数 12 1  2  3  2  4  4  3  

* 得票 1 ｾＲ の作 品 について、審査員が推薦 す る 作 話め

意見を求め、川点を 3次審査を通過したものとする。

Ｈ審査 時 間 Ｑ Ｕ ＺＳＰｾ ＱＶ ＺＳＰＩ

. 4次( 審査員 14名)

11作品について議論を行い、その結果10点を選出し、入選

とする 。 Ｈ審査時間 Ｑ Ｖ ・ ＳＰｾＱ Ｗ Ｚ Ｑ ＵＩ

・5次( 審査員 14名)

最優秀 ・優秀作品を選出するため、審査員 |名が 3 点を

選ぴ投票する。

得 票 114 11 6  4  3  

作品数 い 1  1  1  2  1  

* 投票の結果、得票 14を最優秀、得票11を優秀作品 とし、

残り |点を詩私有の結果選出し、審査会を終了する。

Ｈ審査 時間 ＱＷ Ｚ ＱＵ ｾＱ Ｗ ・ Ｕ Ｐ Ｉ
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初、の思い摘し、た公民館は、まず、全体の構成として知也から未

来に向かつて飛び立つ 『鳥』をイメ ージ し、 この公民館を囲む

地峡全体の これからの発展を表しました。また、失われかけた

相互理解と世代交流を回復することを目的とした 『ふれあい

工 房』、公園て‘ 遊ぶ子供たちの身近な遊び場の延長としての

『子 E もの塔』、災害時にも気軽に利用て3 る調理実習室 ・浴

室 ・平日室 ・大広間等を提案しました。

今回、この全国樹莫の コンペで栄誉ある貨を受賞でき、今まで

の地道な努力が認められたことに深い感動を覚えました。

入選 ・優秀賞 稲 葉 茂

( 岡山県立水μJ 工業日等学校 3 年)



.... 鋭1・の森

住 田 辰 則 ( 大阪市立都tb工業日等学校 3 年)

今回の課題の公民館は、普段あまり利用していないだ、け に、 『どうしてあま

り利用しないのか、どうしたらたくさんの人々に利用してもらえるように

なるのか』というところから始めました。公固と隣接しているい、うことか

ら、公固との景観をくずきないことを一番に考え、さらに平常時、災害時と

も人々が集まる場 t して考えました。高校に入って、建築を学 び 3年目、こ

の コンク ールに入選し、とてもうれしかったし、自信にもつながりました。

しかし これに満足せず、 これからも 一生懸命勉強し続けたい t 思います。

入選高 田 有 美 ( 大阪市立工芸高等学校 3 年)

『雄物全体てそのP 1Tに住む人々を受け入れる 』から鎮守の森をイメージし、

この公民館が住民の生活の一部となるよう考えました。災害1時には、緑の多

い鎮守の森I; J : 人々を守り、平常時には、人々にゆ t りを与えます。ひっそり

と111] の中にたたずむ公民館は、いつもみんな の心のよりど ころとなり、そ っ

と鋲守してくれるように t 設計しました。 まさか私の作品を選んでもらえ

るなんて夢にも考えていなかったので、入選通知を受けたときは、本当にう

れしくて喜びました。審査員の先生方と指導 していたfごし、た先生に感謝い

たします。

入選

叫』

. 41図工高生デザインコンクール 衡の活性化への鎚点 . 公民館

大 久 保 友 美 ・ 大 井 久 美 子 ( 共同制作) ( 群馬県立高崎工業高等学校 3!fo)

tf1 

入選

『災害時においてi眼 1炉れこなる公民館がどうあるべきか』を考えるとき、 実

際に私たちの目で、見た平成 7年 1月の阪神大震災の教訓を生かし、その解

決策としてソ ー ラー システムと屋外イベントホーノレの仮設利用を設定しま

した。こんな対応は最イ):i; の こと かもしれませんが、避難してくる人の こ とを

考え、また地域 t の密着という点も考え、公民館を中心 とした公共施設を街

のー闘に集め、幅広い世代の人々の交流やPITの活性化 に役立つ公民館[ のプ

ランを考えました。本コンクーノレ入賞は、高杉治ヨ舌の良い思い出になりました。

現代社会て¥人と人と

の コ ミュ ニケーション

や相互扶助の犬切さが

薄れつつある中で、生

涯教育や地区の コミュ

ニテ ィづくりに役: 立つ

施設づくりし 1995年

1 月の阪神大震災によ

って、被災された方々

や遊要i伊斤て苦労されて

いる姿を見て、 地震や

その他の災害 にできる

だけ対処できるような

公民館を設計してみた

いと思い、 この コンク

ーノレに 出しました。

入選の通知をもら った

ときは、正直なところ

うれい、と，思う前に驚

きました。でも、瓦休み

返上で害いたので、今

までの努力が報われた

なあと，思いました。

わがまち の公民館公刷に隣傍して縫 っ

一一山

ー副
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入選 三 浦 健 悟

( 大分県立産自崎工業高等学校 2年)

所要 図面

1 . 配 置 図: 縮尺自由( 公園 t の関係を示す)

2. 各階平面図. 縮尺1 : 100

3. 立 面 図 : 縮 尺1: 100 (2面wニ)

4. 断面図. 縮尺1 : 100 ( 1面以上)

5. 透視図: 設計意図を表すところ( アイソメも

可) 。着色自由。模型写共に替 λ ても

よL、。

6. 設計説明: 設計遊旨( 担也についての説明を合

む ) お よ び 建 締 肱 伽也副賞、建築

物の構造 ・階数および床商秘な! : . ) を

示す。

他: 平面図 ・断面図には室名 ・主要寸法を

記入する。 その{ 也必要と思われる図

面をす菌いてもよい。

の7. そ

設計 条件

1. 敷 地果知也の大きさ、形状は自由とするが、公

図に附妾し、 防災倉庫なども近くにあ

るも の とする。

物 延 べ 面l f1400m常 技。構造 ・階数l. i 自由

とする。

3. 所 要 室 集 会 室 ・初刊妻室・和室 ・実習室 ・事務室 ・

便所 ・倉庫 ・機械室などを適宜設ける。

4. 配置計画 公園 t の| 刻係を示し、キ直主主や道路な Eの

計画制子う。

5. そ の他課題の趣旨に沿って、新しい提案のため

のスペース を適宜考えてもよ L 、。

2. 建

課 題の 趣 旨

1995年 l 月17日に発生した阪中| 吠震災は、近隣におけ

るコミュニティの相互扶助の犬切さを我々に教 λ てい

る。

公民館( は、平u寺l立地区の コミュニティ づくりの中心的

役割を果たす施設で、生涯学習の重要な拠点である力士

災害時には、遊望甑庁などの役割を担う ことも犬切であ

ろう。

本課題は、公図 t →本として利用できる魅力あるコ ミ

ュニティ施設のあり方を、平時 ・災害時の両面から 問

うものである。

今回の渓災の見附lや体験を自 らの ものとした、ユニー

クな空間の提案を期待する。



入 選 向 井 幸 子

(三重県立四日市工業 高等 学校 2年)

私は、テレビや新聞な E で災害

によって被災された人たちが、

t ても不便な生活をしている t

見聞きして いました。そこで、日

ごろからの コ ミュ ニティづくり

にアウトドアブームを利用しよ

うと思い、アウトドア実習ので

きる実習テントの設置を考えま

した。雑木林の公園は、自然に

触れる機会を増やすfごけでなく、

災害時には、雑オ寸本の公園でキ

ャンフ。生活をし、さらに情報不

足による不安そなくすための情

報収集センタ ーを設けま した。

このような公民館と公園がある

こt で安心感が生まれ、いって

も楽しく安心して過ごせると 考

えまし t:. 。

入 選 金 原 幸 子

( 静岡県立静岡工業高等学校定時制 4 年)

阪ヰf!f大震災より半年、続暑の中の

被災者の生活を思いながらこの設

計を行いました。中心の五角形の

事務室に向かつて走る 5本の中庭

や玄関、通路は、移動式の浴室車、

厨房率、診療車や物資 トラックが

入るようにしました。 そして、避

安住 地Ｈ 公園ｾｪＯ､ 也Ｉ は、大きな空間

になるよう考え、仮設住宅は一人

一畳 胞 き てー畳寝て半畳) 大の

ま且立式として、配置は自由としま

した。 この設計は、被災者の苦痛

を→者に l味わうことだと思いまし

た。

受賞の経験を今後の学習 に生かし

て頑張りたいと思います。

裂しみ E
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入選 高 橋 康 正 ( 三重県立四日市工業高等学校 3年)

はじめ、公園に隣接して建つ公民館い、う謝還をも らっ

たとき、公民館は何ぞするところかわかりませんでした

が、自分なりに考える公民館[ を設計するために、地域の文

化を調べ、市 御rrへ行 き地層を調べ、災害による被災者の

仮設住宅と公園の利用方法を考えました。

貨に入れる t は思っていなかったので大変党きました。

先生方、先輩、友人、父母、市役所の入、その他たくさん

の皆さんのおかけてザ入選できたと忠、います。 これからも

一生懸命努力して、今回の作品よりも っ と良い作品を設

計できるように頑張っていきたいて、す。

入選賞牌

賞牌の原l ! >(草、サモト

ラケて手毛見された rニ

ケの像」をモチ 7 と

したものて旬~

「i

鈴鹿市災害情報センター

: 上記の入選者の感想文は、紙面の関係よ、委員会にて要約の:

・ 上 ｊ 制改しました 。 Ｈ文 ｪ ｾ ・ 山岡徹 Ｏ 教育委員会Ｉ

審査員 (50音訓 ・敬榊品)

委員長 北 浦 かほる / 大阪市立大学生活科学部生活環境学科教授

委 員

奥 俊 信/ 大阪大学工学部建築工学科助教授

川上 公 子/ 大阪府建築部営繕室参事

佐 々 木 恵 子/ アトリエリアオイル室内建築設刑事務所

谷 口 美 樹子 / あるくオ、ットワ キング谷口建築設計筆

中井 五J V側日建設計設計部長

花 田 イ圭H月/ 神戸山手女子短期大学生活学科専任説師

藤山奇 安 弘/ 側奥村組長I! 築設計部長

本 多 友 常/ 鮒竹中工務/;5大阪本l占設計苦f! 設計課長

本 間 不IJ!i色/ 附大林組本庄建築設計第 3 部部長

松 本 博 俊/ 側束却l処策本務所設計部設問部長

森 田 孝 夫/ 京都工芸畿維大学工芸学部造形工学科教授

八 木 俊 樹/ 附制| 建築役刑事務所設別部耳! I- /"J部長

吉羽 逸 郎/ 附アイ ・エフ建築設計研究所所長

若才本 広 幸/ 若林広幸建築研究所主宰

応募学校

北海道立名寄工業高等学校 大阪市立工芸高等学校

Ｑ 体 ＡＡｾｭ 立桐 生工 業高 等学 校 大阪rlj"立都島工業高等学校

II午、潟県立館林商工高等学校 堺市立工業高等生f牧

総馬県立高崎工業高等学校 京都市立伏見工業高等学校

総馬県立藤岡工業高等学校 兵庫県立刺品工業日 Ｑｾ さ ず校

lTt ; ! ! ' j 県立耐舟工業高等三撤 兵庫県立兵庫工業高等年枝

的玉l県立熊谷工業高等学校 財即県立出答工業高等竿牧

東 京 布 阻 酬 口 来 高等学校 岡山m立水向工業高等さず校

千11療川m立判月五刃 |圧業医兵卒学校 高知県立高知工業高等学校

静岡県立静岡工業高等竿校( 定時制) 愛媛県立必山工業高等竿牧

三 重県 立 作 ｾ［ｉ 業高 等生￬Ｇ ｾ校 福岡県立戸畑旺業高等学校

三重県立四日市エ: 業高等学校 熊本県立熊木工業高等'学校

大阪府立西野田工業高等学校 大分県立御崎工業高等竿校



岡 山県 工 業 技術 セ ン タ ー

テ ク ノ サ ポー ト 岡 山

設 計 : 日 本 設 計 関 西 支 社

施 工 鹿 島 他JV、まつもと他JV

吉本組他JV

岡山市芳賀5301番 地 ( 岡山リサーチ

ノマーク内)

42 ，000. Om'  

9，419. 7m'  

20 ，026. 4m'  

RC、BI F、4F、PI

平 成 4 年 12月~平成 7 年 3 月

岡山県の研究関係の拠点作りとして位

置付られた本施設は、県立の研究機関

と研修交流施設より成り立っている 。

設計のメインテーマは「最先端技術と

地域性の融合」である 。特に正面外観は

このテ ー マにそって、普遍的な 工業生

産品である曲面状のガラス面と地元産

の石材万成石の石塀とを組み合わせ、

建物の奥行き f惑を演出するとともに、

曲線の組み合わせによる流麗さと意外

性の創出を意図した 。

a  

b

c

，

d

e

f
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c )  

横 浜市 都 筑 区 総 合庁 舎

設 計 : 岡 田 新 設 計 事 務 所

施 工 戸田 ・安藤・浅沼 ・奈良・山岸

建設共同企業体

a 横浜市者11筑区芽ヶ崎中央32- 1

b.  18，896.  63m'  

c  9，154. 64m'  

d.  30 ，764 . 19m冨

e 庁 舎 棟 S、一昔IISRC、BI F、6F

会館事I ! R C、一昔日SR C、S

f. 平 成 4 年 9 月~平成 7 年 3 月

都筑区の核となる区役所他 6 施設をも

っ総合庁舎は、区のンンボルとしてい

つまでも新鮮なデザインである ことを

意図しています。建物の構成は、低層棟

と高層棟に分け中央にアトリウムを設

けゆとりある空間としています。

外観は、最下部に苦手IJ IlILの花岡岩を用い

て建物をしっかりと支え上部にいくに

したがい 2 丁掛けタイルから小ロタイ

ルへとスケ ールを小さくすることで軽

快 で シ ン ボ リ ッ ク な も の と し て い ま

す。

2526 

2525 

2526 
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1517 新 潟 市 立 明 銭 高 等 学 校

設 計 : 新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合
IUyl ] 

施 工 加賀田 ・王野・堀・細川特定共同企業体

a  新 潟 市 沼 乗* 6- 1502- 14

b .  30 ，OOOm'  
a  .  FJi : {EJ 也

c  4，601m'  

c1 .  '11 ，070m'  

｢Ｎ 敷地而ヰ ｪｾ
e  R C、4F

f  平 成 5 年 12月 ~ 平 成 7年 2 月

茨 木市 立 水尾 図書 館

ｃ Ｎ ｾ 築 ｔ 耐ｦＱ
1518 

設 計 小 河 建 築設 計 事 務 所

d 延床I ( I ! ;!'l '(

施 工 秋 田 工務 后

2527  2528 
a  2定木市水尾3-3- 17

b.  2，426. 70m'  
e  .  tNijil 鋭 悦

c  944. 19m'  

c1 .  1，289.  54m'  

e  R C、2F
r  .  J ': JUJ 

f . 平 成 6 年 7 月 一 平 成 7 年 3 月

1519 大 阪厚 生 年 金 看 護 専門 学 校 宿 舎

設 計 大 阪 山田 守 建 築 事 務 所

施 工 戸 閏 建 設 大 阪 支 庖

a  西 宮 市 甲 子 図 町13- 14

b .  862. 86m'  

c  422 .90m'  

d .  1，715. 70m'  

e  RC、 B1F、 4F

f  平 成 5 年 11月 ~ 平 成 7 年 3 T1

1530  青葉区総合庁舎( 区庁舎、公会堂、スポーツセンヲー)

設 計 . 相 和 技 術 研 究 所

施 工。 大成・飛鳥 ・三木・和同建設共同企業体

2530 

東急・富士工・ 工蔵建設共同企業体

2529 
a  機浜市ヲ! ? 染区市ヶ尾 JI可3] -4

b.  18，550m'  

c  8， 559n1 ' { 而棟合計 )

d .  22 ，591n1' { 両事R合計 )

e  SRC、5、RC、B1F，4F(区庁舎)

SRC、5、RC、B1F、2F(公金主λ ポーツセンター)

f  平 成 5 .
i
f- 3 月 ~平 成 7年 3 月

1531  ヱ ス パイ 工 ル長 浜 マ ン シ ョ ン

設 計 赤 松 菅 野 建 築 事 務 所

施 工 熊 谷 組 大 阪 支 庖

a 長浜市平方J l r[ 字 宮 / 束 868- 1

b.  10，626.85m'  

c  3，206. 31 m'  

d.  23 ，184 .32m'  

e  SRC、 14F、 P2

f . 平 成 5年 6 月 ~ 平 成 7 年 3 月

1531 シ ナ ノ ビ駒 形 ビ ル

設 計 : 大 末 建 設一 級 建 築士事 務 所

施 工 大 末 建 設 東京本 庖

a 東 京 都 台 東 区 駒 形1- 10-4

b.  120. 14m'  

c 目 92. 18m'

cl. 695 .  05m'  

2531  2532  e  SRC (5F以上RC) 、8F

f  平 成 6 年 4 月 ~ 平 成 7 年 5 月

1533  木 之 本中 学 校改 築 工 事

設 計 量 建 築 設 計 事 務 所

施 工 鉄 建 建 設大 阪支 庖

a  滋賀県伊香郡木之本町大字木之本字応寺675

b  

c  3，858m'  

d .  8，395m'  

e 校 舎 棟RC、 4F 、体育館事u 株

f  平 成 5 年 7 月 ~ 平 成 7 年 5 月

1534  新 潟 市 庭 球 場

設 計 : 新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

施 工 . 加 賀 田 ・石 井 特定 共同企 業 体

2533 2534  
a 新潟市江仁1114- 1

b.  33 ，479m'  

c  7ラブハウλ 陳609.26m' 中央スタンド1，831.62耐

d.  7ラプハウス棟657.65m' 中9<λ タンド1. 923.68耐

e  RC、2F

f . 平 成 5 年 10月 ~ 平 成 7 年 5 月

31  
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アダムの家

建築の原型とその展開

ジョセフ ・リ ク ワ ー ト 著

黒 石 い ず み 訳

鹿島出版会

1995 .3. 30干IJ

A5平IJ 284頁 4，120円
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原題は r On Adam' s House in Paradi sej  

(r天国のアダムの家 j) である 。

「アダムの家とは世界の畠I j 成期に神が

最初の人間であるアダムに与えたはず

の原始の住居であり、著者はこの原始

の住居に対するイメ ー ジが建築の原型

としてあらゆる時代・地域において建

築家の想像力を刺激し続け、建築の本

質に関わる考察の原点となり続けてき

た事を論証しようとしている J という

訳者の説明がある 。一見難解そうにみ

えるテーマも著者の巾広くまた奥深い

知識とわかりやすい訳により、読むほ

どに興味深〈想像力をわかせる 。著 者

と 旧 知 の 友 人 と い わ れ る 磯 崎 新 氏 の

「近代建築の初源( ピギ ニ ング) はく建

築〉の起源( オリジン) の探索であった、

ということができる」にはじまる「近代

建築の初，原 J と題された序文がこの害

の位置づけをより高め、その内容のよ

り深い理解を可能にしている 。 (1. 1)
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BOOK 

STATI ON 

ブック ・ステーション

話話協搬紙幣繰縛総務総 勝 機 総 燃 機 議 開J繰嬢欝襲撃

西岡常一 宮大工の仕事を語る 住まい学大系/ 070

法隆寺棟梁の家に生まれてト) 新編・谷根千路地事典

西岡常一 話 江 戸 の あ る 町 上 野 ・谷 根 千 研 究 会 著

青山 茂 聞 き 手 ・解説
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吉 田 桂 ニ 編

吉田桂ニ ・小林一 元・

松本昌義 ・長 谷 川 順 持 著

草恩社

1995 .6. 20干IJ 住まいの図害館出版局

CD半I j 及びカセットテープ半IJ 1995. 7. 25刊

2，200円 ( CD) 、1，900円( カセントテープ) B6判 240頁 2，400円

今回紹介する内容は、このコーナーで

は初めての紹介となる CDフ' ックである 。

法隆寺の宮大工棟梁である、西岡常一

氏へのインタヒ. ユーを 10巻にまとめて

あるその| 巻目である 。 聞き手は美術

史家の青山茂氏である 。 西岡氏と旧知

の間柄のため、西岡氏が冗談を所 4 交

えながら非常にリラックスして話され

ているのが印象的である 。CDブックの

形態は、映像が伴わないのでともする

と聞き流してしまったり、難しい言葉

が わ か ら な か っ た り ( 一応解説警はつ

いているが) するため、はじめ は活字の

形にしたほうがわかりやすいのではな

いかと思った 。しかし、聞き慣れると話

の中の力の入れ具合や、お茶をすする

音がわかって、その臨場感も含めて楽

しめる 。( 西岡氏の話っぷりがおもしろ

いこともあるが) 4 才のころから祖父

に現場に連れられて英才教育を受けた

こと、農学校に入れられたのは、工業学

校に入れてしまうとサラリーマンにな

ってしまうことを家族が心配したから

とか、棟梁としての仕事ぷりの話もお

もしろいが、そうした周辺の話もそれ

を盛り上げているのが楽しい CDブック

である 。 (Y. I)

彰 国 社

1995 .9.20 

B5半J 203頁 2，575円

谷根千とは東京の上野台地から本郷台 本警は副題として「暮らしから摘しと

へとつながる界限、谷中 ・根津・千駄木 ついているだけに、住宅の間取りが家

を合わせた地域の愛称である 。近年の 族 の 生 活 パ タ ー ン か ら 考 え ら れ て い

急速な再開発や都市化で、そこに長 く る。基本的な間取りの考え方は、プラン

住み着いた人々が営々と作り上げてき によ って家族のコミュニケ ー ションが

たコミュニケーション空間である「路 分離したりしないということである 。

1也」がどんどんと失われてきた。 そこ そ の 考 え を 備 え た 間 取 り が 120 プラン

で、東京の中でも震災 ・戦災での焼失が 掲載されているのが特徴である 。 専門

少なく今では下町の面影を残す数少な 家向きというよりも、住宅を建てたい

い地域のひとつとなったこの地域をフ というユーザ向け。屋根のかけ方や、初

ィールドとして、「路地 J が織りなす特 歩からのプランの考え方、そして各用

徴のある都市空間、その「親しまれる J 途別にさまさ' まなパタ ー ンが掲載され

環境を調査 ・研究し、歴史に根ざした将 ていて、住宅間取りの教科書のようで

来の街づくりの方向を探ろうと、多犠 ある 。逆にそれが新鮮で、ついプランゃ

な人達が集まって 1986年に「江戸のあ 本文に見入ってしまう 。住宅設計の上

る 町 上 野 ・谷根千研究会J が結成され、 での、基本をもう 一 度振り返させてく

活動を始めた。本警はその調査の報告 れる本である 。 (Y. I)

書であり、 1987年に出版され絶版とな

っていたもの を内容を充実させ「新編」

として発行されたものであるが、ひと

つの都市論として都市の豊かさとは何

か を 改 め て 考 え さ せ ら れ る 内 容 で あ

る。 (1. 1)

担当. 会員企画小委員会/ 伊藤節郎・稲木俗子



財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

干565 吹田市藤白台5-8-1

T EL  06-872-0391 FAX.06-872-0784 

業務時間 9・00- 17: 15

ノ ー ス リ ッ ジ の 孝文言川一 一 一 米 国 鋼 構 造 地 震 後 対 策 調 査 報 告 一 一 一

1995年 8 月 6 日から 13 日に、藤本調査団に加わ って米国カリフォ

ノレニア州を訪れ、 1994年 l 月17 日に発生したノ ースリッジ地震の後

の諸声拶夜の実情を調べてきた。調査団の構成は次のとおり 。

藤 本 盛 久 東 京 工 業 大 学 名 誉 教 授 ( 団 長 )

北 後 寿 日 本 工 業 大学教 授

松 下冨士 雄 巴 コ ー ポ レー ション会長

和田 章 東 京 工 業 大 学 教 授

緑川 光正建設省建築研ヲ閉庁室長

俣 野 善 治 日本建築総合試.J.l.Jffi周IJ 所長

訪問先はロサンセツレス、 サ クラメン ト、サンフラン シス コなど

にある次の詫滋矧刻である 。

• Feder al  E mergency Management  Agency ( F EMA)  

・St at e of  Cali f omi a ， Goveme r's Of fice  of  Emer gency  

Servi c白 ( OES)

・A meri can Iron and St eel  Insti  tute ( AISI )  

・St ruct ural Engi neers Associ at i on of  Cal i f omi a ( SEAOC)  

・S A C J  oi nt Vent ur e 

. E QE  I nt emat ional  Inc.  

. Myers  Nelson  Hought on Inc.  

• Uni versity of Cal i f omi a at Berkel ey 

. Cal i f omi a St at e Uruversi t y ， Nort hr i dge 

・Uruversi t y of Sout hem Cali f omi a 

調査団報告は i NI KKEI A R C HI T E C T UR EJ  1995年10月 9 日号、

「鉄構技術J 1995 .11、同1995 .12及び iGB R CJ 誌 1996年 l 月に詳し

い。 ここでは、 筆者凶カ汚郎、印象を受けたカリフオノレニア大学υ f ー ク

レイ校地震工学t1i J f究セ ンタ ー ( Ri chmond) のVi t elmo V .  Bertero 

教授の話、Nort hr i dge Lesson" の概略を紹介する 。

地震の 7 EIあとに、始めて柱深接合部の亀裂を見つけた。1971年

の地震でも見つけたし、 他に、加藤勉博士の実易実報告でも見た。

今回の破壊の主なものは、次のとお りである 。

・ブレース型の集中弘司祥で、のベー スプレートの破壊

・モーメントほ抗集期iでの亀裂

・非モーメント抵抗架構での亀裂

これらは、大きな地震カによるもので、地動はや11戸 と同様に非; 常

に激しかった。周期0.5 - l. 5secてや、強さだけでなくエオ、ノレギーも大

きヵ、った。ただ、継続時間 ( durat i on) が短かったのが幸 いであった。

大きな地 動の地域では、われわれの鉄骨構造物は試されたのであ

る。損傷 ( damage) の型については、破壊 ( fracture) てあ って、崩壊

( col l apse) ではなかった。

プレースの破財員による建物の倒壊はなヵ、った。f也の破壊は、接合

音ｾ !:.ti = J 聞の破壊で、接合部の破壊が主 な問題とな った。特 別モーメ

ン ト抵抗袈手持の性能は最も普遍的なもので、問題は1960年代のもの

より現在のものの方が弱 L 、ことである 。

危険な建物は 3 棟だけあった( 取り壊したものとその予定のも

の) 。コードに適合していたものがやられたのは問題である 。多くの

角1 f . ; t 斤の結果、塑性回転量の推定値がl . 5 - 3  % であり、累積塑性回転

孟の推定値は12%位である 。

j割安費用を最小限にするために、1980年頃か ら、モー メン 卜抵抗

架構の数は最小限に抑えられてきた。 また、回転角( 性能) が小さ

くなっていた。

費用を節約するために、非常に経済的に、余裕のないものになっ

てしまってし 4 。余裕がないから、 i創妾のミスが重なるとどうしよ

うもなくなる。最も多い破壊は梁の下フランジの破壊であった。

鋼材の品質については、地震がj ; t i 岡業界の iヨを党ましてくれた。

彼らは「自分達はいいものを供給しており、どこか問題があるの

か ? J と言 ってきたが、 断層の近くではそうも 言 っていられなくな

った。

1970王手代には、すべて モーメント抵抗接合と思っていたが、いつ

のまにか、 こんなにな って しま った。

( 糊日本建築総合試l換所副所長/ 俣野善治)

神 戸 出 張 所 ( 仮 称 ・仮 設 ) の 開 設 計 画 に つ い て お 知 ら せ

平成 7 年 1 月17 日に発生した「阪神 ・淡路大震災」によって、 計画の概要

神戸地区を中心に多くの建築物に被害が生じま した。 この被害 認沼会戸円三定地 神戸市東灘区御影浜 3 丁目

の実態から、建築工事に伴うコンクリ ー トの品質( 強度) や鉄 業 務 開 始 予 定 平 成 8 年 4 月

筋の溶接強度の重要性が再認識されたことと思し、ます。 主要業務内容 コンクリ ー ト邸宿強度試験

被災地域では既に復旧工事が始まっておりますが、この地域 鉄筋引張 ・曲げ強度劃験

では一定の工事品質管理主? 保障するための 「適切な試験の実施」 骨材試験

体制の整備が要望されています。今後本格的な復興事業が一層

進むことを? 考えると試島知泡設の整備が必要でありますので、当

試持炉斤ではヰrll 戸市内への試験室の開設( 当面は仮設施設) に向

けて準備を進めております。
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樹木地下支持システム

- 施工法の1例

①アンカー( 抵抗板) 計直穴側壁に打ち込む。

②保護ノ f ット・ 保護マットで樹木をサポート。

自然災害にも対応出来る安全設計です。

- 建設コンサルタン卜登録( 造園部門) ・建設大臣許可( 般3-1531号)

〈東日本プロック〉東京都豊島区高松1- 11- 16 西池袋フジタピル8F(干171) f i (03) 3530-1141附

く西日本ブロック〉大阪市中央区上田Tトト28( 干540) f i  (06) 767-1 11 0(11] 

〈名古屋営業所〉名古屋市西区幅下ト 10- 10( 干451) 公 (052)581-6911附

〈福岡事務所〉福岡市中央区草香江ト7- 18大濠セントラルノ、ウス( 干810) f i  (092) 722-161 1  (11] 

〈営 業 所〉金沢 ・広島・高松

Q 制耐え哲14



新建材紹介コーナー

計器

日本建築協会建材委員会

。 ーーはじめに

樹木の移植は主 として線系と枚幹の先端が切

断され、その後に新たな新織の再生を図らねばな

らない。従って活着は新しい多量の制緩が発生す

るかどうかにかかっている 。根がf申び出す前、あ

るいは伸び始めに、: t t f 1. . . 上部分力市B到jすると、根鉢

と周囲の土カ帯雨離し さを隙を生じ、草色燥する 。そ

して付近の綴カf枯死し、発根不fiE となる 。又、新た

に生じた制I眼力苛岳f f i 1Jを受けるとf J 創析、切断され、

活着しなくなり樹木力守的Eする 。つまり活着促進

の為には支柱による支持 ・保護が必要となる 。

一
一

一

一
一

一

一

一
一

一

ス 一 八 一

グ ラ サ ポ

現したい」とし、 った希望封筒たすには、前記の各

支柱力中革審 となる 。

樹木地下支持システム スーノ f
ーグランドサ

ポー トはこういった問題点を全てクリア ーする

地下式支柱である 。

@ 一 一 ス - / ' ¥ーグランドサポートの特長

・強度の風荷量に耐え られる安全第一設計

建7雌 iの協力毒事で、知祭に樹木を移植の上、引

き倒し実験を行ない風速50- 60m/sに耐えう

る設計。

・埋設管や改良材があ っても施工可能

三三 東邦レオ抹式会社 緑化関連事業部

三三三 大阪市務所 干540 大阪市中央区上回f l T E! 1番28' .}

三三三 宮 (06) Ｗ Ｖ Ｗ ー ｉｬｬｏ ｉ Ｈ ｾ F AX (06)767- 1263  

主主主 東京4i 務所 干171 東京畠E 品区高松 l 丁目1l {;16号西地自7ジタピル

三三 宮 Ｈ Ｐ ＳＩＳ Ｕ Ｓ Ｐ Ｍ ＱＱＴｉ ｦｦｾ F AX  (03)3530- 1146 

主主主 名古崩事務所 干451 名古屋市西区幅下 l 丁目10番10号

三三 宮 ＨＰＵＲＩ Ｕ Ｘ Ｑ Ｍ Ｖ Ｙ ＱＱ ＼＼ｾ FAX  (052) 561-6621  

樹市 ・目通り及び中路本の高さ、直径等から強度

計算を行ない、あらゆる樹木に対応が可能。ノレ

ーズフィット工法て幹元を締めつけず狼鉢を

固定。 ( 形成層保護)

・省力イヒ .1I J : コストで主主済的

アンカ ーの打ち込みが経減 ・作業能率が大幅ア

ップの為、歩掛りを含めたトータノレコストの大

IP80ダウン。手直しも簡単。

。 一一人工地盤への適用

従来、植栽後の樹木の転倒を防止する為、鳥居

型 ・八ツ掛けい、った木支柱 ・ワイヤー支柱 ・金

属支柱等の方法が利用されてきた。 しかし木支

柱、ワイヤー支柱の使用できる空間がなかった

り、又、「広々 t した空間J rより自然なI鈴ドを表

アンカーを壁而に打ち込む為、埋設管を壊した

り、地下ケーフツレを破ったりせず、都市型対応、

の幅広い遊山芯が可能。

人工地盤では積載荷重が大きな問題となる 。そ

の為、土擦は生存できる最小j写に抑えられ、その

分樹木支持カも小さくなる 。更に自然土壌で‘ はな

く、経111・人工土嬢を使用すると樹木支柱はます

ます必要なものとなる 。低木の場合はス ーパーグ

ランドサポー ト、 SGS ミニを連結し、モーメン

卜抵抗を大きくする 。 もしくは、ステンレスワイ

ヤー との結束等 を行ない商で持たせる 。高木の場

合は、 SGS- 0- 3タイプのJほおひ反を全開、又 l.i:t ll
l

えコンクリート ・外壁等にコンクリ ー トアンカ ー

を用い抵抗阪に留め付ける 。前述の例のように人

工地盤での使用においても問題はな L、。

・幼木から大径木まで幅広い対応、

@ 一 一従来の工法との比較

種 !j;j[ 

木

鳥居型

支

柱 八つ控トけ

ワイヤ ー支 柱

金属支柱

地下支柱

スーノf ーグランド

サポート

鳥居型

特 長

街樹齢灯、樹高4 - 5 m程度のものが戸跡、簡易な施工可払但し、

劣化が激しく朽ちた様子は景観を損ねる 。側格は割前

4 - 5 m以上の樹木に適用、道路園地、環樹Jを設帯樽の敷地て迎行

の妨げにならない戸斤で使用。

三脚 ・四脚がる 鳥居型同株劣化が目立つ。

木支柱の八つ掛けと施工は類似、ステンレス 、鉄製 ビニール被

覆 t 程! J j [ により価格差が大きし、。細かなパーツが有り高戸別乍業も

必要で、ワイヤーの掛け回しに難がある 。

外観的なデザインは優れているが、樹木の成長に対応、できず、幹

部分( 形成層) を傷め、強度的にもあまり強くない。

価格は最も高い。

I也上部分には何も見えず、スッキリ t 自然のままの美観が楽しめ

る。現存する苅生の中て強度は最も強い。幼木か ら高木まで幅広

〈対応、できる 。

コスト比較

( 材工共)

10 

25 

ステンレス 160 

鉄製 25 

ヒザニーノν被覆 40 

200 

100 

@ ー ー まとめ

以上のように植栽樹木には支柱が必要と理解

は項けても、いざ布醜比は完成したが、目立つのは

支柱、だけでは全〈道理にかな っていなし、。又、

狭隆なス ペース ・街路樹等、限られた場所を広〈

有効に使える地下支柱はこれから主主々、ニーズ、に

応えていけるであろう 。更にキャブシステムが木

格的に事業化され、地上には屯柱の姿も消えつつ

ある 今 日、結同三支柱仁おいても、その流れは時イ七

の要請といえよう 。その{ 也、あらゆる特例とな条件

下においても、独自の強度計算の上、併用裂やオ

リジナノレ支柱も含め、安心して使用でき、幅広い

ニーズに対応できる材料である 。

※ スーノマーグランドサポートを 100 とす る

( 松 本 章/ 建材委員)

八 ツ 掛 ワイヤー支柱 金属支柱 地下支柱
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フィレンツェにて- 1 鈴 木 良 介

昨年の瓦、ドイツ、イタリア、そしてアメリカを廻る旅行をし

た。これまでの旅行では、あの建物もこの建物もというように夢

中で見て廻り、フラフラにな って ホテルにたどりつくという事

が多かった。建築を講じる立場の者 として本物を是非見ておき

たし、いづ気持がそのようにさせた こ とと，思う。今回の旅行は、

全くのプライベート なものであったので、見t:. ， 、と思う限 られ

たものだけを見、街をぶらついて気に L 、ったと ころでスケッチ

をし、あとはホテルて、休養、 という過ごしかたができた。

フィレンツェでは、 ドゥオモの裳側にあるレストランを毎回

利用した。ブノけ、レス キの手になる縁と白と茶色の大理石て、仕

上げられた外壁をもっドワオ モ。路上のテラスてやは、石去のすぐ

先に立ち上るその外壁を手でさわれるような近くで、また庖内

からは、大きな窓を毎統象として 全 面 に占める圧倒的な迫力をも

っ この美 しい壁を自の前に して食事をとりながら、ゆっく りと

動く至福の時を過ごすことができた。

あれもこれもというのではなく、本当に良いと思うものをゆ

っくりと、十分に味わう こと の楽しき、犬切さを改めて思い知っ

た経験であ った。

福井工業大学教授

持続と崩壊 瀬戸本 ;享

震災後の煩わ しさか らちょ っ とだけ逃れたくて 、 エ ジプ ト

ートルコに行った。 アンカラのアナ トリ ア文明博物館に立ち寄

った時、美 しL 、モテツレ住宅が展示されているのを見た。 トル コの

コンヤか ら南東52kmのと ころ、チャタノレフ ユ ツクて次々と発見

されたこの家は、紀元前6800年頃から 900年にわたって、すべて

同じように継承さ れた同ーの家型というのに驚いた。

中庭を囲んで、1尼レンガの四角 い家が並ぶ。どの家も大きな居

間、貯蔵庫、台所というっく りで、かまどやベンチカ守備えられて

いる 。際立っ た特徴は幾何学院僚や、生活シーンなどを描いた壁

画と、壁に飾られた牛頭のシンボル。まさに宗教が 「家」に なっ

ている 。儀式の; 場所にある多産豊穣のシンボ、ノレとしてのかわい

らしし 、三段腹女神像力主、 ムラの事すべてを抱 いてしまうイ メー

ジ、を持っていて ユニ ー クだった。

今、世界 中 の住宅 は、そこに 住む 人々カ 主 ｾ ＢＧ ｩ 別に理想的な人種で

あるというわけでもないので、 ユート ピアはこの世に存在しな

いのでは、 という恐れを抱きながら泥まみれで設計をしている

わけだが、この8000年 前の住宅を見て、私達のD N Aにもきっと

インプ ッ トされている 筈 の 記憶ー持続そして崩壊 ーをもう 一 度

しっか りと呼び起こさなければと感じた。

建築家 ・瀬戸本淳建築研究室代表

36 建築と社全 ・1996. 1

震前震後 垂水 英司

時代には変り目というものがある。それまでの価値観がある

時日明から通用しなくなり、極端な場合、良い とされていたも の

が、逆に惑くなったりする、戦前、戦後がまさにそうだったし、

その後も高度成長以前以後、オイルショック以前以後、さらにパ

フツレ以前以後といくつかの時代の変り目があった。

ところで咋斧 1 月17 日のあの阪神大震災は、被災地にとって

一 瞬にして時代を区分するものにな った。 これま で‘ 送ってきた

生活を失い、温めてきた計画を陸 ｲｾ し、物の考え方すら変えなけ

ればならない事態に直商した多くの被災者にとって、 「震 前J r震

後J い、う H寺代区分がし、わ l幻 封湘勺 に突きつ け られた感がある。

そして私達、建築や街づくりに携わるものにとっても、震災 と

いう時可ての変り目に多くの重ｴＮＧ｜ｾ尉題が突きつけられた形だ、そ

れは建築構造の弱点、マ ンシ ョン再建、密集市各社也の再生、 公 的

住宅のあり方など枚挙に 11段がな し、。しか し、よく考えれば これ ら

は決して目新し し、ものでなく震前から蓄積されてきた謀題ばか

りである 。歴史は時に とんでもない捌凶訟をする 。しかし、その跳

臨は総て過去に源泉が有る、 とL 、ったことをどこかで読んだ気

がする 。 今回のH制七の変り目もやはり同じではないかと思う 。

神戸市住宅局参与

品質管理から信頼性管理への展開 田 中 正 司

私 の業務の一つに、建物竣工後の供用段階て¥客先のニーズへ

の対応、があり、主として各庖茄文防や、 斜ぽ奇管理についての相談である。

この業務針通して感じることは、建物の企画・設 計、施工 管 理 の 段 階

で、信蛸性管理につしそ兵剣に取組んで、きたかとL 、う反省である。信頼

性管理は、初期に目標とした各平重機能、性能力 f 時間とL 、うスケーノレて、、

言↑った場合どのように変化してし 、くかを把えて設計・施工管理に 当ること

であろう。従来の品質管理は、ともすれば怒とl二時に焦点を置き品質水

準を確保することに丞点が置かれているように思う。信頼性と保守管理

性とがノザンスのとれた総合信頼性の高い建物とするためには、まず企

画 ・設 計 段 階て二社会的、経済的要因や、老朽化要因から建物の目

標 耐 用寿命を設定することから始まる。このことにより、 信頼性設計、メン

テサイクノレ、ライフサイクノレコストなど、について識話諮れるからである。施

工段階では、材料や工法の逃走に当って、信頼性と保守管理性のバ

ランスについて議論される。最近の]I S の改訂て1立、性能の明確化 や

耐久性にl刻する規格値も取入れられてきてL 、る。供用段階で重要なこと

は、故障台特斤技術 のレベノレアッフ。を図り、リフォーム等針通じて得られる

各種故障や劣化情報を、要因別に定 量化して把握しへ設計・施 工 段

階へフィ ードパックすることて‘ ある。 このような活動が進めば、竣工時

にメンテナンス計画が策定でき、私の棋記業務も不要になるものと考え

ている。 鹿島建設関西支庖建築部専門部長

建築の眼



阪神大震災から学ぶ

• 
21世紀へのメッセージ

阪神大震災は、効率を最優先し、安全性を軽んじてきた者11市構造やライフ

スタイルに潜んで‘ いた問題点や矛盾を一挙にさらけだしました。今回の地

渓の経験をもとに都市計画 ・建築計画 ・構造 ・ライフラインなどについて

実に多くの提言が発表されてきましたが、過去を冷静に振り返りますと、

提言内容の多くは、過去の災害経験から先人が後世のためにすでに警告し

ていたことに気づきます。例 λ ば、関東大震災直後の大正12、13年頃の 「建

築と社会J 誌 を 読 み 返 し ま す し そ の 内容はあたかも今年舎かれたのでは

ないかと思うほど、今回の震災に通じる t ころが多いのに驚かされます。

本特集では、そうした先人の言葉を再掲載するとともに、今回の渓災の体

験を通してわれわれの今まで‘ 持っていた価値観がどのように変わったか、

渓災の現場で人は何 を考え、 E のように動き、生きてきたのか、こうした

われわれの学んだものを 21世紀の人々に伝えて いきたいと存じます。

( 合同分科会 ・吉村英祐)

合 同 分 科 会 ( 順 不 同 )

田 村 英 祐 問 中 直 人 締 村 宏 尚 山 本 匡 小梶 吉 隆 長 瀬 正 閏 / 畑 好 幸 西 岡 道 雄 有 光 利 治 入 江 田 吉 仁



阪神大震災か ら学ぶべ きこと

阪神聞の新しい都市文化への期待

京都大学名誉教 授 ・武庫川女子大学生 活美 学研究所所長

多 国 道 太 郎

外国人とも仲良く暮らす雰囲気

73年前の関東大箆 足 伏 正12年) も、今回の阪村大震災と閉じ亥年に起こりました。僕は、翌年の大正

13年、神戸の岡本、現在の J Rでいう、摂津本山で生 まれました。 その頃、谷崎潤一郎氏が関東大震災で

東京を離れて関西に移り住まわれ、たまたま、僕の生家の隣に越して来られた。 そうした車家で、谷崎さん

から誕生祝いに産者をいただきました。谷崎さんは初め、関西になじめなヵ、ったのか、かなり関西のこと

を批判的に書かれていたが、住まれて 4、 5年もたつと関西を見る眼が変わってくるのです。 ここは住み

やすい「良いJ ところだしこの「良い」というのが「民度」なんですね。荒々しくないところが関西の

良さです。優しき みたいなものです。近頃は、人にかまわないことが「優しき J だという傾向があるが、

今回の震災を通して、いざという時には率先して助け合ういづ気持ちが若い人たちにあることを知って、

古喜しいんで、す。

助け合いの精神は、日本人と神戸に居住する外国人との聞にもあったと聞きます。神戸は横浜などと 比

べて、敵対ミ系のピジオ、スマ ンよりも、例えば船員さんとか、インドの人、韓国の入、朝鮮の人などが多し

そうした人たち t 仲良く暮らしてきた伝統があります。「民度j とは、さまざまな人と楽しく暮らしていく

t いう 雰囲気の問題、いいかえれば文化的な尺度ですね。 それが阪神聞では高いように思われます。

阪神間の成り立ち

阪神間の成り立ちを考えますと、大阪の船場あたりの裕福な商人の一家が多く移り住まれたように思い

ます。文化的には西国街道、出 11の水運などを通して、京都との交流が密接にあ ったと思われます。耕寸

のように阪判1聞で生 まれて、京都、大阪で活躍した人もいます。 もうひとつは、阪神聞が灘五郷の銘酒で

知られるように酒造りの技術を通して、京都の造り酒屋 とのつながりも強かったのではないでしょうか。

池田の「呉春J のような京都から来た造り酒屋で、文化活動にも繋叫、な方もおられます。 しかし、阪神聞

と京都との文化交流も元禄時代には衰えをみせます。経済の中心が大阪に移り、京都の「都市J としての

衰退がはじまり、あわせて文化の中心も大阪へと移ったのです。町人文化の撃として弁原西鶴が出て、人

形j朝節商の近松門佐衛門が京都から大阪へ移っていくわけです。

明治以降は、阪神、阪急の二つの平地失が阪神聞を並んで、走るということで、阪神聞は住宅地として急激

に発展していきます。明治期は阪神電鉄の沿線の発展が著しく、住宅地の開発をはじめ、大正13年に甲子

園のような遊園地をつくり、昭和初め( 昭和 5年) にはライトが作風を受けた甲子園ホテルをつくりまし

た。 これに大柑t して阪急電鉄てやは、小林一三が大正 3年に宝塚に奇欠劇団をつくり人気 を集め、大阪と宝塚

の二つのターミナノレをつく ったのが成功して、阪急沿線が活性化したのです。阪急、はその成功を機に芦屋、

岡本、御影と阪神の開発 した地域の山手を住宅地としていきました。

山手開発地の中のひと つが僕の生まれた岡本です。生まれた頃は、まだ農漁村の雰囲気があり、高台か

らは海が見えて浜辺には蛸査が干しであるい、 った牧歌的なものの名残りがありました。 そこが住宅地と
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して開発されていき、昭和初期に 「黒船堂J という衿喋子屋が出来て評判を呼び、岡本の街のシンボ、ノレに

なりました。現在、岡本がケ ーキの街といわれる由縁をつくったわけです。 こうした大都市とブミ都市の中

間に位置する街カ ｦｾ ＡｬＮ ｜自の個性をもつのは興味深いことです。ところが今回の大震災でそうした阪神文 化 圏

が総なめにされたわけです。淡路島は、この文化閣に入っていませんでしたが、逆に考えると将来は阪神

聞と淡路島をつないだ噺たな文化圏をつくっていけい、う村様の啓示かも知れません。

新しいライフスタイルへの期待

関西での大地震の記録 としては、 1830年に京都の伏見を中心とした相当大きな地震があったようです。

たまたま、高野長英が長崎からの遊学の帰りに京都に立ち寄り遭遇しました。 そこまで我が国には震災に

関する記録はあっても、地震学い、うものはありませんでした。 それで長英は天保元年、地震学の テキス

トをつく ったわけです。阪神間では、以来とくに大きな地震はなかったと思います。自然災害では地震よ

りむしろ風水害の影響が大きく、ことに谷崎が「細雪J の中で描いている昭和13年の室戸台風の被害が大

きカ 3 ったようです。日本の住居は南商を開口部にしている闘係で、南から来る台風の影響が顕著に出るの

ではないでしょうか。阪神間てやは風水害への対応、だけを考えていたのではないかと思います。

これか らは地震に対しての犬、探ももっと考えるべきでしょう。ことに今回の場合、二次的な火災の被害

が大きく、狭い道に消防車が入っても、消火活動に使う水がないい、うケースが多々ありました。昔はど

こにでも井戸があって、 いざという時に役立ちました。こうした効用を現庄は忘れています。

阪神聞の住宅については、現在、盛んに建て直されるようになって来ましたが、あまり今までと違った

新しいイメ ージのものは出てきていないように思われます。以前、上田篤さんと「新住宅」誌でも話をし

たのですが、戸建住宅、集合住宅などのリピンク、、、テラスなどを靴のまま入れる農家の土間風の空間にし

て、近隣との交際空間にすれば、地域の交流は高まると思います。また、昔の住宅には収納スペースとし

ての納戸がありました。しか し、現在の住宅には納戸は少ない。今回の震災ていタンスの下敷きになって、

ようやく救い出された人が多いわけですから、なるぺく結十な「ものJ は持たないようなライフスタイノレ

に変わっていくことを期待しています。

心の記憶は残しておく

これだけの大きな被害を出し た大震災だけに被害を受けた人々の中には、精神的なダメ ージを受けた方

も多いと思われます。神戸大学で精神医学をやっておられる 中井久夫先生を提唱する、長期にわたるメン

タノレケアのボ、ランティアが是非、必要と思います。作家て精神医学もやっておられる加賀乙彦氏もこれに

賛同し ておられますが、 「心の傷は早〈治して、心の記憶は残しておく 」こ とが大事だと考えます。 ( 談)

(た fごみちたろう)
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阪神聞の高級住宅地としての成り立ち

神戸芸術工科大学教授 ・工博

坂 本 勝 比 古

序

l荻村l聞の住宅地カ毛布級感のあるイメージでとらえられていること

に、異議を挟むものは少ないであろう 。誰 しもが阪神間の恵まれた

住環境のなかに住まうことは、一つの理想てあり、今でもその認識は

失なわれていない。しかし今年の 1 月に突如として発生した大地震

は、まさに神戸並び阪キrll 聞の住宅地を直撃する大災害をもたらした。

おびただしい数にのぼる倒壊住宅のなかで、戦首謀月の和風住宅、

西洋館の破損の姿は、我々に地震の恐ろしさを? 体験させるものであ

った。また同時にこのような災害をもたらした地域を、果して高級

住宅地として評価して良いものであろうかと言うことも、疑念とし

て湧いてくる。しかしもう一度この地域の住宅地としての割咽iを聞

い直すとき、その地形、気候、大阪、や1
1戸という こ大都市聞の恵ま

れた立地条件、一世紀以上にわたって蓄積された膨大な社会的資本

の充足を考えるとき、この地域の優れた特性は、なお十分蒋喜利回に

耐えるものと言わざるを得ない。そして 21世紀を目前として、災害

に強い、市様性の高い、この地域の歴史的風土を受け継いだ都市住

宅を如何に倉IJ り出すかによって、多くの中尉生を伴なった今回の災害

を教訓として、新らしさと古き良さが混在する優れた住宅地を再生

することは決して不可能で、はないと考えたい。 そのために、阪神間

の魅力ある郊外住宅地がE のように形成されてきたかについて、 と

くに昭和戦前期までに焦点を当て、その歴史的過程しこの地に住

まった人々、また今も住まい続けている人々の生きざまの一端ぞ取

りあげてみたいと思う 。

日本の資本主義発展と郊外居住のすすめ

世界の先進諸国の近代化の動きは、 18世紀後半のイギリスにおけ

る産業革命にあり、それは19世紀において飛躍的な成長を遂げた。

我が国の開国 (1859年) もそのような世界のi輔7t にのるものである

が、関西てやは神戸の開港 (1868年) がその端緒となった。

我が国の産業革命はイギリスの例にならい、紡績業から始められ、

その中心は大阪にあった。大阪は近世以来商業の一大中心地として

栄えており、封建制度から資本主義に転換する基盤は整えられつつ

あったと言ってもよい。第 l 次企業弱興期である明治15年 (1882)

に創業を開始した大阪紡縮会社は、民間資本による日本最初の大規

模紡績工場であった。以来大阪はイギリスに因んで東洋のマンチェ

スターと称、せられるほどとなり、紡績業をはじめとする商工業の進
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展は、大阪商人の富の蓄積をうながした。

また明治 7 年( 1874) 阪神間の鉄道開通は、関西における大都市

問、郊外交通網発展の発端となるが、両都市の聞を 70分で結ぶ画羽

的な出来事であり、これは後に阪神間郊外住宅地形成の大きな要因

となった。その後、大阪は紡績を中心とした繊粧工業から、重工業、

化学工業その他カf相ついてや起り、商業中心から工業都市へと発展を

続げ、空気の汚染、水質の汚濁、疫病の流行など、県煙が大阪の空

を汚し、居住環境を汚していった。 このような現象を、当時郊外へ

の鉄路建設に取り組んでいた私鉄関係者は、市外居住のすすめ、、( 阪

神 電 鉄 明 治41柄、山容水態、( 箕面有馬電軌明治45年) などを

発行して郊外生活への夢を誘うこととなった。

富商の郊外転居

大阪の富商、 豪商 と呼ばれる船場、島之内の財力のある商人達は、

このような都市環境のなかで、郊外の優れた住宅地に目を向ける段

階を迎えていた。豪商のひとりで、あった住友家が、蝦谷の本邸から

転居を図ったのは、最初、大阪商の茶臼 山で、これを手に入れたの

は明治28年 (1895) であ った。 この地は後に鹿沢固と呼ばれ、住友

吉左衛門の本邸となる。またその隣りに染料問屋山田市郎兵衛も地

所を得ている 。大阪南の住宅地は、市街地に近いこともあって、天

下茶屋、北畠、帝塚山などに住宅地の展開があった。後に住友の総

理事となる小倉正恒、大阪合同紡績専務だった谷口房蔵らがそれぞ

れ豪邸主? 構えている。

これに対して阪神間てやは、その地の利を早くから着目していた実

業家たちカf いた。とくに住吉村、御矧IJ ( 明111戸 市 刺lE区) 周辺てや

は、六甲山系から流れる住吉川の清流の西岸に位置し、山麓から海

岸線に至る緩やかな南斜面と、盟かな緑をもち、海岸に近い地域は

酒蔵のある古い町並み集落があった。 そのうち山手方面は土地高燥、

水質が良〈、知 ｬ 封昆暖て Ｂｾｴ 風を六甲山てやｼ坊ぎ、 ｉｾ 留に恵まれ、交通

も便利で¥優れた住宅地のひとつであった。 もちろん、このように

優れた住宅地は、阪村1聞では他にも存在するが、住吉、御影; 地区が

とくに注目されるのは、この地域に関西経済界の大御所と呼ばれた

有力な実業家らが数多く邸宅を構え、スケーノレの大きい住宅地形成

がなされていたからである 。

この地域にいち早〈土地を購入したのは、朝日新聞社を創立した

村山竜平であった。彼は明治33年に現在の阪急電鉄御影駅に近〈、

数千坪にのぼる広大な土地を取得し、同35年に自正|町、紳士茶会を催



してし、る。この明治30年代は大阪の富裕な事業家が灘ってこの地域

に地所のn詩人を進める動きが出はじめていた。( 図ー 1 )  

例え民久原鉱業社主で政友会奇織にもなった久原房之助は、明

治38年、住吉川の東岸本山村野寄の地に一万坪を超える地所を取得

し、宏荘な和洋の邸宅を建て、久原御殿 U呼ばれた。さらに明治37

年住友銀行本庖支配人田辺貞吉は、住宵村反高林に地所を購入し、

住友本庄 ｉ ｾ［ 宮崎建築部を率いた建築家野口孫市の設計ーピ、和洋の邸宅

を建てている。 この邸宅は、大正14年に大阪茶臼山の本邸を大阪市

に寄贈した住友吉左衛門が、本邸をこの地に移した際、洋館のみが

残り度沢固で使用していた手Il Jft'ttの待11，殿が移築された。

住友関係では総理事を勤めた鈴木馬左也が鮮民側I郡家に和風の邸

宅を建てたのは明治42年であった。このように住吉、各j I 影では、大

阪の有力者が、 地主から直按地所を購入する例が見られたが、明治

38年頃、のちに日本住宅材ミ式会社の社長となる阿部元太郎が、住吉

)11沿いの反高才永観音キ村也区に住宅地の分譲を始めた t 言われ、こ

れを契機として、大阪の有力商人が一層この地に住いを構えるよう

になった。

そのなかには、品輸方l掬係者の名前が目立つが、 当時の綿紡界がい

かに財力があったかを見ると、昭和初期の我が国の輸出入貿易の主

力は織協定業界であり、昭和 2年の貿易統計によると輸出では、総

額に対する紡績品の割合が、 63. 2%、輸入品では36. 0%い づ 高 率

で、あった。その紡績業界の大手のうち、大日本紡績. EEI代重右衛門、

鐘ケ測紡績 ・武藤山治、東洋紡績 ・阿 部 房 妙1) 、倉敷紡績 ・大原孫

三郎とい ったオ ーナー社長が住まっていた。

近代の名園を作庭するうえで活躍した京都の小川治兵衛が、この

住吉地区のみで作庭した庭闘は、住友の住吉本邸のほか、安宅産業

の安宅弥吉邸、大原孫三郎邸が分っており、それぞ、れの邸宅の質の

高さカf伺われる。

図 一 l 住 吉 ・御 影 地 域 の 地 図 ( 大 正 12
1
1三測図 ・昭和 7 年修正 ・大 Ir 本帝1! i I 陸地測説部)

さらに彼等は子弟の教育に熱心で¥公立の小学校でなく、私立の

EP南幼稚園を明治43年、甲南小学校を同45年に設立した。これはや

がて ILI 制甲南高等学校となり、のちに文部大臣を勤めた平生鉄三郎

がこの学園を育て、彼の社会奉仕の栴仲11は、甲南病院の設立にまで

及んで、いふさらに地域のコミュニティの結び付きを深めるため観

樹 木 働 時Hが設けられ、強E人に阿部元太郎、田辺貞吉、野村元五

郎、静TtY.i t欠郎らが名を連ね、地域住民の交遊の場とされた。

いずれにしても、この地域の住宅地としての発展は昭和初期に最

も充実したものとなり、固有鉄道の住吉駅伝毎朝発車するこ等専は、

住育、御影から乗る大阪財界人のさながら社交の場であったと言う。

因みに 2等のキップが最も売れるのは、全国的に東京の大森駅に次

いで、多かった t 言われた。

このように多くの話題を秘めた住宅地て、あったが、明治30年代か

ら数えて今日まで約一世紀のIl r J に、幾つかの大きな災害や人為的な

環境破壊カf行われた。例えは1昭和13年の阪神大水害、昭和20年の空

襲による戦災、戦後の山手幹線開通のための区画整理事業今回の

大浪災である。これらの災害( 人災を含め) によって、少なからね

被害を蒙るのであるが、今なお高級住宅地 としての雰囲気をよく残

している。

郊外住宅地の開発

阪神間の住宅地は、基本的に大阪、神戸いづ二大都市に集中し

た人口の住宅難の解消し既存の都市芦屋、西宮、尼崎、伊丹、宝

塚 い 、った衛星都市が、積極的な耕地整理法などによる住宅地造成

不 ｾｊ 失の沿線開発と言う手法などを通して生み出された。そのために

行われた住宅地形成の主な手段は、次のようなものであった。

1) 土地会社による宅地分譲

2) 電鉄会社による宅地分譲

3) 耕地整理d且合による宅地分譲

4) 個人地主による土地分譲

などである。

1  ) については、その土地会社の経営方針によ って分譲後の住宅

地の質(:I '̂"J評価にかなりの違いが生まれて いる 。ここでは阪神間でも

っ とも良好な住宅地環境を生み出した例のーっとして、阪急電鉄の

沿線夙) 11駅周辺の一帯を対象とした。( 図- 2)

この地域は夙川の西岸、南は J R東海道線から北へ阪急電鉄を越

えて大出川周辺まで、当初約10万坪から後に増えて 15万坪を開発し

たものである。この会社は、対11"1 I央土地移転式会担てや明 11香炉園

経営地、と呼ばれ、大正 7 年に設立された。この住宅地では、起伏

のある地形を生かし、宅地割りも |宵|ー化を避け、変化に富んだ景観

カ汚専られるようにな っていた。また外国系企業の誘致にも関心をも

ち、社宅や娼t J : J滞在型のアパートメン卜として、パイン ・クレス 卜

を地区内に建て、一区画の分譲宅地面積を大きくして中流以上の顧

客のニーズに応えるよう酒己慮、された。このような例は芦屋でもい

麓荘住宅地、があり、独特な住宅地景観が生まれている。

2) 私鉄による宅地分譲

41 



和歌の住宅地経営の先駆附鑓Ij りを果したのは阪急電鉄であった。

最初「箕面有，馬電気軌道J として出発し、池田室町( 明治43年) 、桜

井経営地( 明治44年) を始めとし、大正 9年開通した神戸 ・大阪間

のを対草沿線に、つぎつぎと住宅地が開設されていった。

阪神聞の住宅経営地として名高いものは、東から園田、塚口、武

庫之荘、西宮北口、岡本、伊丹線稲野、新伊丹、今津線、甲東園、

仁川な E がそれで、あふたいていは駅前の交通至便なところに設定

なかには計画的園時; のない住宅地もあったが、もっとも整っ

た住宅地計画が進められたのは、新伊丹( 昭和10年) 、武庫之荘( 昭

和 12年) の住宅地であった。何れも駅前にロ ータリーをもち、放射

状に放たれた軸線と小公閣が要所に配されている。この二つの経営

地計画を上凶交すると、非常に似ているが、新伊丹の方が地価が少し

され、

安いせいか、一戸当りの宅地面積が広くなっている。 t くに新伊丹

の四間道路に面する住宅地景観は見事な和風の町並みであったが、

今それが崩れつつある。( 図一 3)

阪急電鉄の住宅地経営は、この| 刷羽池田室町から数えて約25年を

経過して、漸くその項点に達した。阪急の住宅地経営は早くから実

その言情 |に見るべきものが少なかったのは惜ま

この二つの経営地がそれなりに見るべき成果をあげたのは、

西山知三の学友であり夫折した賞宝院隆( 京大、昭和 8年卒) 中) 11 

武二( 神戸高工、昭和 6 年卒) 、下村喜三郎( 東京美校、大正11年卒)

ら建築技符摘が地所' WI t ! こ入って、計画に参加したこ t が大きな理由

施に移されながら、

れる 。
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であったと考えられる 。
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阪神電鉄は明治38年程4失として初めて阪神聞に鉄路を聞くが、住

宅地経営についてはやや遅れをとったきらいがあ った。電鉄として

は、明治41年に 、市外居住のすすめ、、 を刊行して沿線への移住を呼

びかけるが、本格的な沿線住宅地経営は大正末期から昭和初期まで

待たなげればならなかった。また阪神電鉄の集客方針は、沿線に遊

園地、連部り易、 リクリエーション、スポーツ施設の建設が主で、大

正13年完成した高校野味でおなじみの甲子園野球場が、その最大の

ものて、あった。阪神電鉄が甲子園で本格的な土地経営を行うのは、

武庫川の改修工事 にからんで、支流である初 11、申) 1暁) 11敷の払い

下げを受けたことによる 。 したがってこの経営地は、上甲子園から

浜甲子園に至る南北に細長い宅地分譲で、旧国道から浜申子園にか

けて国道電車の開設が図られた。とくに「浜甲子園健康住宅地j で

は、約400戸の住宅地が阪利1電鉄の委託によって、ブ寸木組住宅部の手

て進められた。対本組住宅昔日は副社長だった対木賢四郎の提案で、

住宅部門の充実が必要として設けられた。 この経営地では、武田五

ーの助言を受け、日本建築協会主催の 「夏の家」コンペを行うなど、

積極的な取り組みが行われた。(図- 4)

また上甲子園には甲子園ホテル( 昭和 5年遠藤新) を建設し、こ

の地域の住宅地経営に少なからず貢献をしている 。

3) 耕地草野且合による宅地介譲

明治の末年から昭和初期にかけて、最大の宅地供給者は、地主 ら

がつくった耕地整砥組合による土地区画整理事業であった。

昭和] 8年「建築と社会J 4月号は住宅持集で、あったが、そのなか

で、関西土地会社の今井英雄は、「土地経営に於げる分譲住宅地のー

現勢J い、う小論のなかで、阪神聞がもっとも住宅地経営が盛んで、

あるとするが、民間の土地経営のうえで二いちばん5舟拘f大きいの

は、都子情十画区域内での土地区画整理事業で、昭和 2年以降のみで

400万坪が造成され、現在工事中または計画中のものを合わせるとそ

の耐貨は1250万坪に及ぶとし、これによって→位地会社の業績は

少なからず圧迫されていると述ぺている 。 この手法は現在でも各地

で進められているが、阪神間住宅地で碁盤白状の街路割りのある住

宅地は、この手法によって造り出されたものが多い。(図- 5)

むすび

阪神間の高級住宅地の成り立ちは、このように明治、大正、昭和

戦前期にわたる日本の近代化のなかで、関西では最高に富の銅賞が

なされたところであり、そこに我が国を代表すると 言っ てよい優れ

た住宅地形成がなされた。今回この地域に建てられた近代の和風

洋風の住宅について詳しく述べる余裕はないが、魅力的な建物が多

数存在していたことは申すまでもない。

昭和戦前期までの阪神聞の住宅地の特徴については、次のように

要約することができる 。

1 . ほとんどが大阪に職をもっ人々のべ、ッ ド・タウンて、あった。

2. その住いは、和風数寄屋造り、 書院造りが主流であ った。

3. 中流以上の住宅の塀は、生垣、玉石積みが主であ った。

4. 昭和初期にな っても 、様式を重んじた町並みが存在していた。

5. 神戸港と 言 う海外への門戸が近〈舶来文化が早〈伝わっていた。

また、阪神聞の住文化の向上に、日本建築協会やその会員が、さ

まざまなかたちで関与していたことは、例えば住宅改造博覧会、小

住宅コンペ、「建築と社会」の住宅特輯などを通して明らかである 。

今回の大震災は、我々に居住環境の重要性と住宅の安全性につい

て極めて厳しい課題を突き付けてきた。我々はこのような事態を踏

まえ、また新しい世代を迎えるに 当っ て、この地域の住宅地形成の

功罪を問うと同時に、これからの住宅地のあり方について、安全で、

人間味豊かなまち造りの理想実現のため、いかなる工夫、努力を重

ねるべきかを兵に議論するこ t がいま求められている。

(さ かもと かつひこ)
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阪神大震災後「住まい選び」はどう変わったか

週刊住宅情報編集部

森 下 佳 子

マグニチュード7.2。直下型。予E者5000人超。横倒しにな った高速

道路。 ヒツレやマンションがまるで芳t具の家のようにつぶれてしま っ

ている 。密集した木造家屋は火の海にのみこまれ、倒れた柱の下か

らは手を伸ばして助けを求める人がいる 。 「これは日本で起こ った

話 ? J T Vから流れてくる映像を見なが らそう思ったことを覚 えてい

る。だってコンクリ ー 卜の建物が壊れるなんてh虚みたいだったから 。

あの阪神大震災からはや l 年が過ぎようとしている 。戦後最大と

いわれる末曾有の災害は私たちの 「住まい義則にど のような影響を

与 えたのだろうか。 l 年を機に今一度整理しなおしてみたいと思う 。

一戸建て希望者が急増

「マン ションだと古くな ったとき建て替 えがたいへんですよね。

一戸建てだと自分の力でどーにでもなるじゃないです かJ

現在、埼玉県浦和市周辺で住まいを探している S さんは言 う。 H

さんの予算は約4000万円。新築マン ションだと駅に近い便利でそこ

そこ広いマンションが購入可能だ。 それでも今とな っては駅から遠

く、 しかも中古でマンショ ンと同じく らいの建物面積の ものでやも一

戸建てを買おうと 言 う気持ちが強くな ったい、う 。理由は将来の不

安か ら。 コンクリ ート の建物といえどやはり 寿命はあるし、となる

と+鋭普管理の問題やひいては建て替 えも 考 えなければいけない。 そ

うな った場合の大変さは阪神間の遅々として進まぬマ ンシ ョンの建

て替 えの現状をみて いるとよくわかるか ら、 それな らば自力てや建て

替 えや補修ができる 一戸建てのほうがよいい、う 考 え方だ。

%  女性 男性
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76.4 I 恒 一戸建等
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。

6 年度女性 7 年度女性 6 年度男性 7 年度男性

図ー l 一 戸建 の 希望 者 は 、こ ん な に 増 え て い る
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の建築工法 '  

震災前の希望

震災後の希望 34. 3 
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1. 3  

ロ 在来木造 ロ プレハプ木造 図 ツーパイフ η ー壇口融骨盤筋コンクリ ート 遁口融筋コ ンクリート遁

回融骨造 . その地 . わから信い 口明図書

図 - 2 工 法 は 2 x  4 が 人 気

44 建築と社会 ・l蜘 l

地震ばかりが原因ではないと思うが首都圏では一戸建て希望者が

急増している 。公庫の平成 7年度における 「住宅債券積み立て募集

者の意向調査J によると男女とも 一戸建て希望者が大幅に増加し て

いる( 図一 1参照) 。 さらに、さくら総合研究所の資料をひいてみる

と、在来工法より鉄骨造りや 2 x  4工法の一戸建てが人気があるこ

とが読み取れる( 図- 2 参照) 。

もちろん、一戸建て人気の裏には地価の下落により 1次所得者で

も一戸建てが手に入るようにな ってきていることや買 い換えが困難

とな っている現在の状況も ー殺 かっているだろう 。「どうせなら最初

か ら一戸建てを買 えばいい」 という発想である 。 とはいえ、マ ンシ

ヨンと同等の価格、閉じ立地で一戸建てを求めようとすれば、 実際

の生活問 Ｑ ｾ や収納スペ ー スから見た居住性の高さや耐久性能はマン

ションの方カ苛復実に上。つま り質のよいものが手に入りやすいとい

うこ t にもかかわ らず、 一戸建てを欲しがる 人が多い。 そこには、

やはり 震災の影 を感じざるを得 ないのだ。

マンション選びの目が鋭くなってきた

一方、 こんな人もいるから面白い。

「地震の とき、生団地区で一戸建てがい っぱいつぶれたでし ょう。

あれみた ら恐くて一戸建てはいやだな ってJ

という M さんは独身女性。朝刊、てや中古マンションを探 している 。新

築の価格が下がっている今、震災が恐いな らなぜ中古なのだろうか。

「立地の問題もありますけ E、新築だと 管理に関 しで海のものとも

山のもの とも つかないところがあるじゃないですか。 その点中古は

組合がきちんと しているか、管理が行き届いているかわかり ますよ

ね。建て替 えが進まないのだって要は住民の意識が統一されてない

からでし ょう」

と非常に手厳しい。実際このM さん。物件選びの目も細かい。

「目にみえないところが大切ですよね。配管が傷んで、な いかとか伊

厚がどれくらいあるのか t か。 それに住んで、からしかわからな いと

ころ ってい っぱいありますよね。雨が玄関に吹き込んで、くる t か、

音がうるさくないかとか、風通しが悪いといやだ し結露もおこりや

すいし…・・。体験入居させてほしいですよ J

M さんほど厳 しくはないにしても、マンションの基本性能や構造、

管理 。 槻 棋 倒善) などに関する関心は高 まっているようだ。

モデノレノレームて、マンショ ンの躯体内部の構造を見せる手法は、昨

年の11月に長谷工がけ、イ キッドルームJ で好評 を博 して以来、今

や数多 くのモデルルームで行われて いるが、献立ではさら に進んだ

ものがでてきた。「杭を見せる J のである 。三井不動産のモデルノレー



ムを兼ねた ショーノレー ムには杭の模型が飾 られていて「地下0 メー

トノレまで打ち込んで、あります」と明記されている 。客から尋ねられ

ることが多い、い、うのが設置の理由であ る。 何 い づ 変化だろう 、

と思う 。依然ならマン ションが杭によ って支えられているという事

実を知っていた人はーイ本E のくらいいたのだろうか。 いまやそれが

あたりまえにな ってきているのTご。

さらにこんなデータもでている 。 これは今年某大手不動産会社が

移場合した免震マンショ ンのモデルルームでのアンケー ト結果( 表ー

1  )。もとも t このマン ションを見学にくる人は防災意識も高いのだ

ろうが、なんと 98%ι Uニの人が「価格が上がっても心要J 1: 答えて

いる 。消費者の防災に対する意識は私たちが考 える以上に高 くな っ

てきているとい って良いのではないだろうか。

購入の決め手は不動産会社の信頼度

最丘、神奈川県にマ ンシ ョンを購入したN さん。やはり地震のこ

とは気にかかっていたい、う 。

「地盤のことがやっぱりね。三浦半島の下に何でした っけ、亀裂が

あるらしいじゃないですか( 活断層のことと思われる) 。神奈川で探

していただけに気になりましたね。 υまいえ、 くよくよ悩んでも仕

方が無いので、買 ってしまいました」

決め手にな ったのは不動産会社の信頼性だい、う 。

「し っかりした会社な ら大丈夫だろうと 。アフターサービスとか管

表 ー l お 金 を払 って も 「安 全J は 買 いたい. /

池袋に対する克なる安全策 (免俊柿造) は?

あまり 必要

絶対に必要 必 要 L 思わない

合 計

価格が上がるなら 0人 4人 2入 6人

導入しな〈て良い 0. 00% 2.08% l. 0 4 % 3. 13 % 

Z櫛免建 {のE  町
100万円以内

19人 39人 0人 58人

9.90%  20. 31%  0.00%  30.21%  

造 格

の ア

17人 12人 0人 29人

場合プッ
150万円以内

8. 85% 6.25% 0 00%  15. 10%  

L3  でま

24人 13人 0人 27人

D な 200万問以内

7. 29% 6. 77% 0. 00 % 14. 06%  
K ら

のJ tlll

マ 入

300万 円以内

12人 8人 0人 20人

ン き

6. 25% 4.17 % 000%  10 .42 % 

シ れ

ヨま

ンす

300万円以上

3人 1人 0人 4人

t:. 力、

1. 56%  0. 52% 0. 00%  2.0 8 % 

1: ?  

無回答

19人 28人 1人 48人

9. 90%  14.58% 0.5 2 % 25 .0 0 % 

メロ弘、
官十

84人 105人 3人 192人

43.75% 54. 69%  l. 56%  100 .00%  

| ロ量恒先した ・恒先した ロどもらでむ伝かった 口あまり気にしなか勺た 園全然気にしf. かった|

100% 

90%  

80% 

70% 

60% 

50%  

40 % 

30% 

理とかもし っかりしてそうだし、所設、素人なんですから小難しい 四%

こと考えても限界がある 。逆にいうと信用しないと買えないですよ」

前出のMさんに比べると非常に豪快に見えるが、実はこういう購

入者が一番多し、。

本誌「週刊住宅情報」では、今年 4 月から 6 月にマンションを購

入した121人に対してアンケー トを実施した。内容的には、「住宅購

入の際の重視ポイン卜 j をまず6傾目に分類し、その上で⑩邸機

件Ｈ住宅購入の前提として、Ｊｾすにはずせない条件Ｉ、 ②重 視項目Ｈ物

何珪別の段階で、重要視する比較検討の項目) 、 ③決定要因(最縦装

別の時点での決断ポイント) にわけてヒアリングする形式をと った。

こう 書 くとなんだか難しいが、つまりは家探しの 3つの段階におい

て、それぞ、れなにが重要視されるかを調ぺたのである 。その中の「売

り主の会社の信頼度」という項目をみてゆくと、住宅購入の初期段

階 や (①) や比絞検討の最中(②) にはあまり 重視されず10位以下

だが、 最終選別を行う段階(③) にな って突如 2位にランクイン。

上凶交検討を経て生き 残っ てきた何件かの候補馴牛のうちからどれを

返弘、かは、この項目に左右されることが大きいということだ。

さらにこの項目の経年変化を追ってみよう( 図- 3 )。 これは本誌

の「購入おめでとうハガキ」によるアンケー卜結果である 。地震前

の'94年10月- 12月の集計結果では「優先したJ ，1制夏先した」人の割

合は全体の2l . 2 %に過ぎなかったが、地震後の '95年 1月- 3 月での

集言付、は48. 4%にまで増加し以後は同じく らいの比率引呆ってい

る。意外なようだが、 実は地震が購入者に与 えた最大のt憐撃はこれ

なのかもしれない。

10% 

。%

9. / 10- 12 95/ 1 - 3  95/ ' - 6  95/ 7- 9 

図 - 3 不 動 産 会 社 は ど の く ら い 重視 し た ?

( N = I ，813)  0  10 20 30 ' 0 50 60 70 

震災前の希望 | 持議 80. 3 

震災後の希望 | 拘置 85. 6 

賃貸住宅

図 - 4 購 入力、賃貸 か、 そ れ が問 題だ

いまだ健在な持家志向

輔 自 菩

もう 一つ気になる点としてあげられるのは「購入か賃貸か」とい

う問題である 。前出のさくら総合研ヲE所の調査 (図- 4 ) によると、

賃貸希望者も増えている力士持ち家希望者はそれ以上に増えている 。

ちなみに、この調査では震災前に持ち家希望であ った人のうち震災

後に賃貸希望に変更した人はl . 4%、逆に賃貸希望であ ったのに持

ち家希望に変わ った人は7. 8%い づ 結果も出ている 。持家希望者

の増加は金利の低下や物T牛価格の下落な E様々な他の要因も 考 えら

れ、またこの調査はもとも t 持ち家の人もサンプルに含まれている

ので市雀としたデータとはいえないカえ 日本人にお ける「持ち 家志向」

は大きな影響ぞ受けなかったと考えてよいのではないだろうか。前

述した一戸建て希望者の増加を考えると地震によ ってさらに「土地」

に対する彰l着 は強くな ったと の見方もできそ うだ。

(も りした よし こ)
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震災医療活動の現場からの報告

一 一病院機能復旧への努力と地域医療の課題一 一

村 戸 朝 日 病 院 院 長

守 良金

神戸朝日病院震災時即死者症例表 - 1

はじめに

発 見 場 所

家 屋 の 下 敷

母 子 寮 の 1 階

家 屋 の 下 敷

搬 送 者

警 察

家族 ・ 近 所

救忽、111

家族 ・近 所

l濁

皇室息、

11 Ｈ胸 Ｇｾ ｬＧ ・肋骨々折Ｉ

11 (nJ)'l' l. 々折)

死性

女

女

男

男

女

男

67 

33 

11ヶ月

75 

44 

19 

年 齢

1 月17日午前 5 時46分に発生した| 倒11' ・淡路大震災( 兵庫県南部

地震) により、神戸 ・阪神 ・淡路地方においては情報、交通、物流

は遮断され、病院診療所等の医療機関は地域の中で孤立した医療活

動を展開せざるを得なかった。震災後10ヶ月を過ぎた今、当院の経

験を振り返り、震災による病院機能への百組! とそれがどのように回

復していったかについて、また今後災害医療を含む地域医療を守る

ために医療機関及び行政がどのように対応すぺきかについて述べた

入院に| 測して

入 院 総 数 75名 ( う ち 避 雌 所 か ら の 入 院44名 )

避 難 所 か らより 入 院 の 病 名

肺 炎 24  

Ｑ ｾ Ｑ Ｇ ＱＮ斤 Ｑ Ｓ

II見7)< 3  

即Ii nIlj 1  

肺 硬変 1  

過労 1  

高 血 圧 I  

;ye亡 者 に l測して

死 亡者 数 17名

当 日 死 亡 確認 6名 ( うち乳児 1 名 )

当 日置症 転院 後 死 亡 l 名

反 災 関 連 疾 必 死 亡 5 名

86 女 肺 炎 1/20 - 2/ 25 

90 女 肺 炎 1/23 - 1/24 

83 女 肺 炎 1/23- 1/24 

69 女 肺 炎 1/ 24- 1/28  

77  -，;g  肺 炎 2/ 3- 2/ 6  

当院のある神戸市長田区( 人口 13万人) は大きく分けて、海岸市

当院は千象者の地

域にある 。死者760名を数えた長田区にあって死者の集中したのは

海岸市街部であった。震災当日の即死者の運ばれた数をとってみて

も当院は 6 名( 表ー 1 ) 、海岸市街昔日にあって同じ 150床の病床を持

つ神戸協同病院は 17名、 370床の西市民病院は67名であり、その数は

地域の被災の程度をある程度反映していると考えられる 。被災直後

から機能回復に至る 当院の医療活動については、 1 月17日、 18日を

表 - 2

言十44名

震災直後より Ｒ 週間の神戸朝日病院の状況 ＨＱ Ｏ ＱＷｾＲ Ｏ ＳＩ

震災の概況と経過

。
、

し

街昔日と山間部( 海抜50m- 200m) の 2 つに分かれ、

初期、被災後 3 日目の 1 月19日から 1 月末までのおよそ 2 週間を中

期、 2 月 1 日からおよそ 2 ヶ月聞を後期とした。

初期において、来院忠者は、すでに死亡しているか、中等度まで
神戸朝日病院ポランテイアのまとめ

1謹 種 人 数 延 べ、数

医 師 40 94 

新 強制 ・その他 81  363 

一 般 127  不可l

青1・ 248  457+  Q'  

表 - 3

の外傷、骨折( 骨折は、J 1 力骨とともに恥骨骨折が多かった) のいず

れかに二分された。 17日は、およそ 400名、 18日は 150名の外傷・骨

折を中心とした外来忠者があった。 そのうち外傷、骨折の程度の大

きい数名が入院とな った。入院医療についての危機は、停電( l 日

半で回復したが) のために数台使用していた人工呼i吸器が手動とな

ったことであるが、 肴殻婦の人海戦術によるチームワークでこの危

機を逃れた。

7 ) < の問題については、後で、述べるとして、入院怠者の食事 につい みられたような外 ｦ 新ｾの ｣ｲ ｩ ｴｩ｣｡ ｬ な 管 理を要する患者は殆どみ ら

れなかった。又、 crush syndr ome の発生もなかった。

中期の最大の問題は、ライフラインが断たれた状況でインフノレエ

ンザ息者の急増する外来、入院の日常診療をいかに円滑に運営する

ては、 1 月17日の朝食こそ 震災時の混乱により提供できなかった

が、 17日昼食( 朝食分が出された) からは栄養科職員の創立工夫と

不眠不休の活動により、 1食も欠かさずに提供された。

かということ t 、般断肺炎に代表される高歯緒、病弱者に対する

医療要求の増大にいかに対応するかい、うことでやあった。とりわけ、

中期てやは、外傷をはじめとする災害医療のピークが過ぎたが、先

に述べ、たような地域の立地によるためか、当院においては、他院に

建祭 と社会 ・1996. 146 



後者の問題は長田区にあって、 370床の病床を持つ基幹病院である

西市民病院の崩壊が 1 月19日時点て明らかとなったことで一挙に

顕在化した。 そうした中、地震によっては命ぞ取り留めたが、適切

な入院治療の遅れのため、肺炎や心不全で命を落とすといういわゆ

る2次災害問題が発生したのである 。(表- 2 )

また被災による家屋の倒壊のため帰るところがなくなったための

入院希望や退院延期希望な Eの、いわゆる社会的入院い、う問題に

も直面した。

後期においては、不十分ながらも、 一 日必要量の半分の水の石倒呆

により手術を含む日常医療活動は可能になった。 この剛明から漸次、

病院の総合機能回復に向けて着実に活動が進められた。

ライフラインの時を遂つての回復( ;ゲスは 3 月末に回復した) に

より当院は 3月末までに、医療機関として 90%近くの機能回復が出

来たと私は考えている 。 その過程てや、全国からかけつけたーイl生及び

医療ボランティアの援助が極めて有効であり( 表- 3 ) 、また以前か

ら当院と交流のあった東京の西新荊丙院、大阪の共和病院、神戸市

西区のみどり病院との医療機関オ、ッ卜ワークが重要な役割を果たし

た。

ライフラインの途絶とその回復

今回の震災においては、いわゆる水、電気ガス等のライフライ

ンの寸断が病院機能の*1備に決定的な障害 となった。 とりわけ、 1  

ヶ月余りにわたる断水の影響力主甚大てあ った。 1月17日に我々が手

にした水は職員の溜般による 0. 2 トン、 18日にはボランティアの提

供による 1 トンであった。当院が日常イ史う水は 60 トンであり、飲料

用はともかく生活用水、医療活動用水は、車色対不足の状態であり、

いわゆる院内のパニック状態を加速した。医探活動に必要な水不足

は、圧縮空気を必要とする医療器の使用不能、蒸気を必要とする消

毒装置や車政財幾の使用不能、暖房や給湯の停止、各種の際床検査や

放射線検査の制限、手術や内視S謝食査、血液透析などの治療行為の

制限な E をもたらした。羽1，池物の処理のための生活用水の不足のた

め、病院の衛生環境は極端に悪化し、空調や暖房の停止とともに病

院内の居住環境は著しく低下した。水については 1月23日から市、

局から日に 8 t の、 1 月26日からは自衛隊から日に 30t の供給があ

り、その時点で水使用の厳重な制限カ主解除された。 それは、すなわ

表- 4 病院の被害及ひ' その復旧状況

1 月17 日 5 時 46分 ノド道 断 水

地 反 発生 -;u: 気 ( [ 対酋屯力) 供 給 停 止→ 自家 発ol i :機

1 月18 日

1 月18 日 18時 頃

1 月21 日

1 月28 日

1 月30 日

2 月 l 日

2 月下旬

3 月 '1'1fJ

3 月下旬

( 約 2 f時H日作il l J ))

者1S i ' 打ガス( 大阪ガス) 巡 l析

ボラ ン ティ ア より 1 トンのノドの司耳逮

電気一 部復旧

電気 完 全復 旧。 C T、 レ ン トゲン稼働

手 術 "T能

手 術 開 始。 例 外 固 定 術

事 ｾＢｉＧｉＢｉＧＱ 折 手 術

ノk 道復J n

ガ ス復f [ J o 1I日mで の ガ ス 使 用 可 能

ガス l暖房、 給 湯可能( 1 ¥器具がJ攻防していたため)

ち当院が陥ったパニック状態の解除を意味したのである 。

今回の震災においては自家発電装置が約 2時II¥'J しか作動せず、復

電までの約 1 日半の|問、照明装置や空需萌幾だけでなく、電動の医探

検器がすべて利用で、きないい、う事態が生じた。1 i : 扶の問題であ っ

た人工呼吸器については、手動で乗り切ったこと はすでに述べた通

りである 。都市ガスの供給停止のために多くの厨房機器が使用不能

となり、患者の食事に支障をきたしたが、中期、後J羽以降は電気堂、

簡易式方、スコンロ、プロパンガスで釆り切った。 また全館の暖房、

給湯、医療用の蒸気 ( 消毒、滅菌用) も 3月下旬まで作動しなかっ

た。暖房については、大型石油ファンヒ ータ一等で代替した。消毒

滅菌については、被災地外の外部業者に依託して解決した。病院機

能の復旧の過程は表- 4 に示す通りである。

今後の課題

今回の震災医療の経験を踏まえて災害医療を含む地域医療を守る

ための幾つかの誠司垣が明らかになった。

第 l は、災害に強い医療機関づくりの問題である。今回の大災晋

で明らかとなったのは、医療機関は地域住民の最後のよりどころで

あったい、うことである 。地震・台風をはじめとする自然災害の多

発する日本において、災害に強い病院づくりは、重要な課題である 。

紙数の関係で詳述は出来ないが、病院の施設 ・設備の市ず最|生の強化

は勿論のこと、ライフライン、医薬品のi鋭色に対する備え、災害時

のマンパワーや交通 ・通信手段確保の備えは不可欠で、ある 。震災後

のいわゆる“ 其空状態" を克服して、各医療機関及び医療団体によ

る取り組みの具体化が急務である 。

第 2 は、救急医療を含む医療機関オ、ットワークづくりの問題であ

る。今回の具体的問題例として、体制を整えて待機していた被災圏

外の医療機関へ摘出された救急居者が極めて少なかったことが挙げ

られている。ヘリコフ。ター聾命による搬送は震災後 3 日間に 30例に

も満たなかったのである 。 また、いわゆる社会的入院の為の後方医

茸機関え、ットワークすら容易には形成されなかった。

震災時に医療行政機能がマヒし、その行政と ーイ本化していた医療

団体の機能もマヒした状態て、は、有効な医療機関オ、ットワークは形

成されようもなかったのである 。広域災害を想定した医療機関オ、ッ

トワークづくりが、平時において目的意識的に形成される必要があ

る。

第 3 は、各自治体で推進した大病院、公立病院中心の地域医療計

画の問題である 。1992年に成立した第 2次医療法改正により、民間

医琵号機関の施設機能の軽視、老人病院化がすすんだ。 そのような民

間病院にあ っては地域医療計画により、人員の上でもゆとりのない

体制を強いられていた。 しかるに、今回の震災でや11戸市立中央、西

市民病院等の公立病院の機能マヒとは対照的に民間病院の役割カ渇

大発揮されたのである 。民間病院が社会的資源である事が明確とな

った今、災害医療を合む地域医療でその役割が発揮できるように、

施設及び人員充笑の為の施策が講じられなければならない。

( キム ・スリャ ン)
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避難所の形成から解消までのドキュメント

一 一神戸高校体育館避難所の記録一一

大阪大学工学部建築工学科助教授

吉 村 英 祐

地震発生

1995年 1 月17日午前 5 時46分、兵庫県南部地震発生。大阪でも、

今まで経験 したことのない大きな揺れを感じた。すぐにテレビをつ

け、余震が就く中でN H Kニュースを見ていたが、やがて横転した

高速道路や炎上する住宅街が映し 出されるにつれて、これは大変な

事態になったと直感 した。その日から、われわれの研究室は地震の

被害調査に向けて非常態勢をとることになった。

1月20日、われわれは初めて被災地に入札その後も日をあけず

何度も現地 を調査して回った。高速道路やピノレの崩壊にも驚いたが、

それにも増してショックだったのは、学校の教室や体育館、区役所

のロビーにうずくまり、あるいは寒空の中、校庭や公固などに張ら

れたテントに避難している人々の姿であった。われわれが避型!日frの

実態調査に{tJi i科して いったのは、今思えば当然の成りゆきであった。

避難所の調査を始める

われわれは、まず灘区内の避葉町庁の実態調査から始めた。地長直

後は区役所、学校、公会堂、公民館、集会所、公園、空地など、あ
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らゆる所カヨ顕佐の場所になっていたが、なかでも朝交はピーク時で

3千人が遇政仕していたところがあるなど、事態は深刻であった。こ

のような状況を目の当たりにし、 i壁英限月になった施設やテント生活

の実態を克明に記録し、何が問題であるかを明らかにして後世に伝

えなければならないい、う、強い衝動に駆られた。 そこでまず、ど

こから、誰が、どのi蝦 1m好に遊難してきたかを調べるために、 i蝦住

者名簿を入手しようい、うことになったが、避事住所は部外者の出入

りをj激しくチェックするようになっている 。避難者のプライパシー

の問題もある。だが、ともかく i盟主聞になった学校を訪問し、調査

の趣旨を説明して、 i盟主住者名簿のコピーをいただけるようお願いし

てみよう 。 そうして選んだ学校の一つが兵庫県立神戸高校であった。

摩耶小学校、稗田小学校に続いて神戸高校に電話をかけた t ころ、

神戸高校は体育館のみが込技師れこなっており、 学校側は避期σ斤の運

営にいっさいタッチしていない t いうことで、あった。体育館の電話

番号と、 i壁薬師庁のリーダーが加藤寛きんであることを教わり、すぐ

に体育館に電話をかけたが、加藤さんは夜にならないと帰ってこら

れないということで、遅いと思いつつ夜10時 過 ぶ 再 び 電 話 を し

た。加藤さんが電話に出られた。調査の趣旨を何とかわかってもら

おうと 一生懸命説明した。続いて加藤さんが、 i蝦 i伊斤での問題、行
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図ー | どの場所からどの学校に避難してきたかを調べるために、避難前の居住地( 避難者名簿に基づ け と避難所を直線で結んだ図。神戸高校体育館避難所へは、遠くから

避難してきた人も多かった。
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政や政治家への: f t 併IJ などを熱っぽく 語 られた。20分五Lヒ過ぎただろ

うか。最後に「まあ、 とにかく来てくださし、 j という返事をいただ

いた。

初めて神戸高校を訪れる

村戸高校体育館に加藤さんを訪ねたのは、地震から 2 カ月を迎え

ようとしている 3 月16日の午後であ った。体育館は玄関が受付にな

っていた。ボランティアの若者ができぱき t 動いている 。加藤さん

が出てこられた。加藤さんは忙しいはずなのに、われわれを体育館

のすみずみまで案内された。体育館の中には、まだ大勢の人ヵヨ銀佐

している 。お年寄りも見かける 。床には畳が敷かれ、段ボーノレや空

き箱で家族ごとに間仕切が作られている 。外には仮設風呂、コンロ、

洗濯機な Eが並んでいる 。新聞やテレビでは伝わ らない、大変な状

況である。この実態を何とかして克明に記録したいが、とても調査

の許可を願い出るような雰囲気ではない。 ところが、名前を伏せて

i蝦佐哲名簿のコピーを終えて帰るまぎわに、加藤さんか ら 「また遊

びにおいて] という思いがけない言葉が返ってきた。私は間髪を入

れず、「また調査に来させてください」と返事をした。 こうして、神

戸高校体育館避要甑肋主解消するまでの拠続調査が始ま った。

2回目の訪問

2 回目の訪問は 4 月20日。まだ164人が体育館に避難されている。

朝 5時に始まる玄関掃除から夜12時の門限までの 1 日の生活、食事

や救援物資の配分、家族単位の床の占有状況、屋外空間の使われ方

写真一 l 体育館内部の状況。まだ 164人が避難している。スタンドが物資倉庫に

なっている( 4 月20日)

なE を記録し、リーダー格の人にヒアリングをする 。夜になって加

藤さんカ ｾｊ 帰 っ てこられた 。 疲れておられるのに申し訳ないと思いな

がら、地震直後からの状況を夜半まて許諾っていただき、夜は畳を敷

いた更衣室 ( 先月までボランティアが寝泊まりしていた) で l 泊し

た。以後、畳間に司走査し、夜は加藤さんの話をうかがったあと体育

館に泊めていただくいづパタ ーンが、月 l 回の割合で 8 月まで就

いた。 5 月からは、避難 している 方への ヒアリングを本格的に開始

した。余っているからと弁当、カッフ盟、パン、ジ、ユースを差し入

れていただいたり、子イ共が遊ぼうと寄ってくるようになった。 6月

からは、退去された家族が使っていた畳の上て寝させてもらった。

加藤さんの奥様やM さんには、いつもたいへんよくしていただいた。

記憶と記録の掘り起こし

加藤さんは、地震後の混乱から避型航好の運営カf軌道に乗るまでの

ようすを生々しく語られたが、地震発生からすでに何ヵ月も過ぎて

いることもあり、細かいところまでは党えておられなかった。しか

し、受付に置いである 「蝦 断 駐 在 記 録J が、地震直後からつけら

れていることがわかり、またボランティアが害き残したと思われる

記録が受付の隅に残っているのを見つけた。それらの記録内容を読

みとり、ヒアリングを重ねて、 地震直後から今ま での避剥f . J ifrの状況

を、日付とともに掘り起こす作業を開始した。以下に示すのは、そ

うして作成した、神戸高校体育館避弼炉庁の形成から解消までのド キ

ュメン卜である( ， J 内は避難所駐在記録 に書かれた内容を示

す) 0  (図- 2 )

写真一 2 屋外に設置された仮設風呂。 4 月からボラ ンティアが手薄になったた

め、すでに使用中止にな っていた( 4 月初日)
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θ  投 与 世 坦 陣 所 甲 状 視E 陣

1/17 早朝、 地震発生。直後から住民州本育館に避品fl.

当初は水が出た。

1/18 初めて市から救援物資( りんご、おにぎり) が届くが、量が少な

〈、けんかになる。

加藤さん一家カ" D ぎ、家族とともにi邸 ff してくる 。

体育館が500人! H- -C'i 柑不になり、北隣の柔剣道場にも避難が始ま

る伝説主きの柔道場から埋まり、次いで剣道場が埋まった) 。

夜、 i墜事1炉庁運営のノレーノレを考える。

氾気力主復旧。水が出なくなる。

1/19 l:if. J、i蝦日月運営の基本方針を書き上げて鐙に掲示する 。

朝からi鍛 甑 肋f弱j き出す。

1/20 神戸許政 O Bて判戸大生のK さん( 女性) が体育館に入り、ボラン

ティアの中心的存在になる。以後、加藤さんを中心に、キ'1' 戸高校O

B の大学往、 神戸フッ トボーノレクラブユースの若者がボランティ

アとして集まる。

ボランティアがプーノレの水を運び、水洗 トイ レが流せるようにな

る。

1/20頃仮設トイレが屈し洗濯柚を持ち寄る。

1/21 地踏灸初めて雨の予報が出る。坂下のテント i監禁ff者が体育館に遊

難してくると予想し、館内のスペースを詰めて受け入れ態勢をと

るが、誰も i邸 fEして来なかった。中央に広い通路がとれたので、以

後共通スペース( 通路、初し 自由に食べられる食料、石油スト ーブ

等の置き 場所) として利用。

1/22頃 全 員 で一斉に下着を替える。

1/23 神戸市カ当部! 炉庁の状況記録( 1/25- 26頃からi邸住所巡回記録、 4 /

5 から i邸 l伊斤駐在記録に名称変更) をつけ始める。

1/24 rプーノレからの水くみ出し限界。ポンプと発協機を要望J

1/27 遊! A' 間後I峨図( 案) を作成。雌儲て" l I f主ーのキ'1' 戸市職員Mさんによ

って加藤さんが量産基甑庁の幹事長( リ ーダー) に選ばれ、総合調整・

渉外を担当することになる。役所との述絡はM さん、柔剣道場総合

調整にT さんが担当。そのほか受付、資材、清掃、 トイレ、食事、

箸備、衣類、 j鋼、医務、教育& スポーツ、車両の針旦当者が決ま

り、自治t臓ができる。

一 日の予定健氏清掃、 学習、サッカ一、集会、就寝などの時問

答1]) を作成する 。

体育館のi邸t儲 を 4班に分け、炊事と清掃を分也

「風呂に入りたいJ r生鮮食料品が欲しいJ

1/28 楠岡県の医療チームが到着し、準備室に 3li圧が常駐。

仮設電話を 2 台設遣。
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1/29 rカゼ、の流行が心配J

1/末 i邸 i筒名簿ができる。

i邸 fE者は全体ミーテイングで意思伝達をし、加藤さんとボランテ

ィアはスタッフミ ーテイングで迩営の改善を行う 。

2/ 1  水道が復l日する。

ネ'1' 戸高校が授業を再開。

2/5  r一 日一度でいいから暖かい食事がほしい」

2/13 仮設風呂を試運転。

2/14 仮設風呂のイ史用開始。

2/20  この日から灘区ｴｊ［ ｃ 濯自制本から常駐者ヵ ｾ￬ ｬｋ逃されてくる 。

2/22 毎日夕方、自主的に炊き 出しが始まる 。

2/24 r間仕切] パオJ を設置してほしいJ

2/末 食料ヵヲ唾に余りだし、野菜・果物以外は、ほとんど足りるように

なる。

ガスが復旧し始めたので、付近住民への食料供給を止める。

ボランティアに疲れが見え始める。

3/1  全体ミ ーテイ ングで、 3 月12日に柔剣道場のi蝦修者に体育館へ移

動してもらい、 i蝦甑庁を一木化することが決まる。

3/4  ボランティアの司令塔であったK さんが逃銭住所を去る。

3/8  物資倉庫の整理が検討される。

市のi控革路数調査に対し、昼間50人、夜間250人と回答。

3/.上旬退室者が増える傾向がみられるようになる。

3/12 体育館のi断簡のうち動きやすい人に動いてもらい、体育館の中

央を空けて柔剣道場のi蝦儲を統合し、スズラン村、サラタ壮り

んご村、ひよこ村、チロリン村、ひまわり村の 6班に再編成する( 村

戸高樹すの誕生) 。

カセットボンベ、パジ‘ ャマ、大人用おむつ等 守返品する。

3/13 避難家族の位置と班分けの図を作成し、玄関ホーノレに掲示する。

仮設トイレの撤去を要請。

3/13頃 Jゲスカ汚ii 旧。

3/16 [初めてやl' 戸高校体育館湖町伶訪ねる]

食事配布人数を 250人から 200人に変更。

3/17 N T Tから柔剣道場の電話 2 台を撤去すると連絡がある。

3/23 介護人i谷巡回サービスが終了する。

3/26 医関目談窓口( 看翻帝駐在) が巡回に変更される。

4/1  ボランティアが去り、仮設風呂の使用を中止する 。

夜間( 午後 811ト 午 前 9 時) ，こ瞥備員瑚eij市される。

4/3  保冷用コンテナ設置の説明がある。

4/8 当番制で受付を担当するようになる。

4/10 自炊用カセットコンロを設置。

4/ 17 保冷用コンテナが到着。

家庭用冷蔵庫を屋外に設置。

4/20 [ 2回目の訪問] 95世帯 (164人) が退銭佐。

5/3  仮設風呂の撤去が完了。

5/8  r窓から入るハエが増える」

5/ 11 電源工事が済み、保冷庫が作動開始。

5/25 [ 3回目の訪問] 66世帯 (117人) が過敏弘

6/2  最後まで残った女性ボランティアのH さんが遊刻t所を去る 。

6/4  r網戸の設置を要望」

6/7  N T T 古河反設電話を撤去。

6/20 [ 4回目の訪問] 46世帯 (81人) が通銀色

7/1  神戸市が 7 月末にi臨住所を解消し、同時に食事の提供を終了する

と予銭。

7/18 [5 回目の訪問] 3況止帯 (56人) が遊剣L



7/19 第 5次仮設住宅の抽選発表があり、 1&世帯 (30人) が当選。

7/24 暑さのため扉を開放していたところへ不審者が侵入。

7/25 仮設電話を撤去し、かわりに公衆電話を訟官。

8/20 神戸市が退践甑rrの運営ならびに食事の提供を終了。

8/21 [ 6回目の訪問] 3 世帯 (8 人) カヨ郵ft しているが、全員行き先が

決まっており、避刻印F r の解消がすで1ニ確定。

8/27 体育館にi邸 ft していた人 t 神戸高校生約80人が集まり、体育館の

大掃除をする( 午前中で終了) 。

8/28 [最後の訪問] 外に大型ゴミを残すのみで二ほぼ元の姿に戻る。朝

81時過ぎからバレー部が体育館を使い始める。

写真一 3 電源工事が済み、ょうやく稼働し始めた保冷 コンテナ ( 5 月25日)

写真 4  避難所が解消した体育館で、バレーポール部員がネットを張り始める

( 8月28日)

神戸高校体育館の避難所運営に学ぶこと

避1I! (fsfr としての使われ方調査や、避弼伊庁のリ ーダー・ ボランティ

アの方々の話を総合的に判断すれば、神戸高校体育館はi蹴師庁とし

て特に大きな支障もなく運営されていたといえよう 。 それは、サッ

カーを通じて強化されたと思われる、類まれな状況判断力と先見性

の持ち主である加藤寛さん ( J リーグ入りをめざすヴイツ セノレ神戸

の育成部長) カ首謀甑rrのリ ーダーに選ばれ、人命尊重 ・弱者優先 ・

公平という基本方針を徹底した避華航庁運営が行われたこと、自治組

織のメンノ f ーが加藤さんをしっかり支えたこと、兵庫県立こども病

院の三戸先生が加藤さんと日替わりで体育館に泊まられたこと、優

秀なボランティアが集まったこと、そして歴史ある名門高校の事務

局、高校OB、在校生の有形無形の支援 ・協力体制があったことな

ど、いわゆるソフ ト面によるところが非常に大きかったからである 。

だが、加藤さんやボランティアが指摘されたように、空間的 ・設

備的なハード面から見て避葉住所として運営しやすい建物て、あったこ

とも見逃せない。以下にその具f判列をあげる 。

①玄関脇にトイレ( 男女別、身障者用も男女別に各 l 個) があり、

避) f 師斤を校舎から独立して運営て‘ きた。

②準備室 (2 室) 、男女別更衣室( 各 1室) など、 小割の部屋が多

く、医療室、受付控え室、ボランティア就寝などに転用できた。

③更衣室内にシャワ 一室があり、排水がで、きるため室内に洗濯機が

置けた( ただし電源がないので、換気扇から電気をとった。これ

は加藤さんの知恵) 。

砂 十 昔日空間にゆとりがあり、駐車場Ｈｪ蝦儲の車の駐車、ＪｾＪ車に

よる水の配給、保冷コンテナの設置) 、空地( 仮設風目やj先溜機の

設置、物干、薪置き場) 、玄関前ピロティ( 炊き出し、談話、喫煙)

などが大いに役立った。

⑤ 2 階アリ ーナのスタン ドが救援物資置き場になった( たまたま体

育館が斜面に建っており、車がスタンドのレベノレまで寄りつける

ので、救按物資明文入や管理が非常に楽て、あった) 。

⑥玄関脇に並んだ下足入れ玖避弼防庁受付で管理するこまごました

生活用品の整瑚踊として非常に役立った。

⑦アリ ーナ内部入口側の大きな壁面カえさまざまな情報の掲利反と

して大いに利用された。

なお、電源の容量や コンセントの数が足らない、体育館の空調が

できない、プライパシーの硝呆が困難、夏場の虫や暑さタI策等の問

題点は、自治組織メンバーが中心になり、その多く力主解決された。

このように、神戸高校体育館には、 i蝦 i問機能への転用が比較的

容易で、、しかもある程度長期化に耐えられる条件がそろっていたと

いえる 。神戸高校体育館は、たまたま新築であったことや、上述の

ようにハー ド・ソフトの両面で恵まれていたなど、有利な面が多か

った t はいえ、調査を通して避葉住所のあり方について多くの貴重な

示唆を得ることができた。だが、この結果を今後 E う生かしていく

のか、また今回の地震経験を Eのようにして次の世代に伝えていけ

ばよいのか。考えることは、まだたくさん残っている。

おわりに

地震からちょうど 1年後の 1996年 1 月17日に、村戸高校に附i戸

高 校付J の有志が集まってパーティ ーが聞かれると聞いている 。加

藤さんのもと、たくさんの人が集まり、体育館での思い出がいろい

ろ言吾られることだろう。

最後になりましたが、お世話になりました加藤さんの御家族をは

じめ、 i蝦断てゆ調査に協力していただいた方々、そして寝る場所

や食事を準備していただいた方々に、紙面をお借りして心から感謝

の意を表しますとともに、皆織の生活が一 日も早くもとに戻ります

こt を、研究室スタッフ一同、心より願っております。

( よしむら ひでまさ / 大阪大学工学部建築工学科粕原研究室)
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スポーツを通した災害に強い都市づくり

鮒ヴィッセ j レ神戸育成部長

加 藤 寛

恐怖の震度 7

1月17日の阪神大震災では多くの市民カf機性になり、家を失い約

25万人以上の人達が退践佐所生活を余儀なくされました。私は、社団

法人材戸フットボーノレクラブという幼児から 80歳の壮年まで約

1，600人の会員を抱えるサッカ ークラフ。の専任 コーチを 22年間勤め

てきました。今回の震災で我がクラブ員も関係者を合わせ 10名の尊

い命力主奪われました。

午前 5時46分、震度 7の地震発生。ゴー/ ドーン/ 激しく上には

り挙げられたかと思うし左右に大きく揺さぶられ、家具が倒れ、

食器やがヲス製の物がほとんど割れて家中万ラスの破片だらけにな

りました。 このマンションの構造は、 l 階部分が空洞の駐車場とな

っており 、鍵をかけていた南側のベランダのガラス戸が振記πρ 聞き、

冷たい風が入ってきた時は 『もうダメか IJ と党| 苦すらしました。

1分近い激震の後、揺れが納まると、慌てて子供たちに服を着させ、

外にはりだしました。南の方を見ると、すでに町は一面火の海で、

救急車や消防車、 パ トカーのサイレンが鳴り響き、戦争でも始ま っ

たのか t 思えるほどでした。17日- 18日は震度 3 - 4 の余震が就き

「さ らに大きな地震が来るのではJ い、う緊張と恐怖の 1 日でした。

私は家族の安全を考え 1月18日夕刻、近くの神戸高校体育館へi邸佐

しました。

ところが、ここで図らずもこの避刻印斤の代表者に推薦され、以来

8 月末まで、地域の人達と力を合わせ自治組織を作ってi蝦師斤の運

営をしてきました。その経験から、災害に強い街神戸の復興を願い、

ーき提言 したいと思います。

防災モデJL名目市= スポ} ツ都市神戸の街作りを

ハード面の整備: スポーツ施設を住宅地に建設、構造にも工夫を/

これまで、スポーツ施設は土日に行うレジャ ー施設として、郊外

に建設される傾向が見られました。 しかし、子供から大人までスト

レスに圧迫された今日では、スポーツは日常生活と切り離せない存

在となっており、通勤地あるいは住宅地に隣接したところに建設す

べきだと思われます。 そうすれば、いざ災害 という時にこのスポー

ツ施設を避期t所として地域住民を受け入れることが出来ます。 また、

これらスポーツ胞設は避期断て、最低限必要な衣食住のスペースを確

保しやすく、災害の樹莫にも関係しますが、小中学校などの教育施

設の中心( 教室) を般住者に提供しなくても済み、よ り早い教育活

動の再開につながります。
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また、住宅地にある 学校の体育施設も災害時の避華師斤として、利

用し易い設計にしておくべきで、今回私たちカ? 道援在した神戸高樹本

育館は偶然か、下記のようにi監禁断斤として非常に利用し易い設計に

なっていました。 このため、神戸高校では体育館、柔道場、剣道場

に最高750名( 延ぺ1，000名を超える) の避難者を抱えながらも、教

室、連甜 ｾ ｾ告を使うことなく、教育活動への スムースな 復帰ができ、

生徒や先生方に大変喜ばれました。

阪利1大箆足の神戸高校での例( 図参照)

①寝 るスペースと荷物を置くスペース= 体育館フロアーに畳を入

れる

笹激按物資を整理して保管するスペース二体育館スタンドと倉庫

③ トイレニ体育館トイレ ・仮設トイレ

④ トイレ用水= プーノレの水

信清替 え出来るスペース = 男女更衣室

⑫ 知器機を置くスペース = 男女更衣室シャワ ーノレーム

⑦住民サービスカワンター= 玄関フロント ・体育準備室

③医務室=体育準備室: 医療団が常駐

⑨キッチン= 炊き出しが出来る場所( 玄関外の屋根付きスペース)

⑬仮設風呂 = 駐車場

似合7陣 の 基地= 駐車場

⑫防干し場= 体育館ベランダ ・駐車場

⑬広報案内板= 体育館壁面

これらの施設はもちろん身体障害者の方々も利用しやすい設計に

する必要があります。

ソフ卜面の整備: スポーツ施設を中心にした住民のスポーツクラブ

を /

これら、スポーツ施設は行政が建設し、運営は法人格を持つ公的

なスポーツクラブが担当するのがよいでしょう 。スポーツ省のない

日本て1立、スポーツに関する行政機構カfバラバラで¥日本では残念

ながら、市民のスポーツクラブを運営するノウハウぞ行政は持って

いません。 これらのスポーツクラフは地域の コミュニティーセンタ

ーの機能を果たし、平素からスポーツや文化活動ぞ通じて地域の人

間関係を作り、非常時における結束力を高めることが出来ます。

また、今回、本クラブのユース選手( 高校生) が泊まり込みでボ

ランティアとして住民のお世話をいたしま したが、このようなスポ

ーツクラブがあれば、ボランティアの人材石街呆がしやすく、防災指

令の出た時には、クラブの事務局長が、あるいはヘッド ・コ ーチが

クラブ員とともに、 i監禁断庁の代表者として自治組織の中心になるこ

とが出来るでしょう 。



パニック状態の脳間? の運営は大変革lt しく、阪神 ・1畑各大鹿足の

対策本部も頭を悩まされたようです。私の経毎食て" は f人は人として

扱われてこそ人となる j ということを痛感いたしました。人は「人

間性豊かに暮らしていく権不IJ がある J と思います。捕虜収容所のよ

うな運営をすれば‘ 、被災民はそのように行動します。

神戸高校俸育館避難所運営の実際

今回、私は以下の基本理念て、逆接住所を運営いたしました。

i邸師府軍営の基本理念

①人命尊重 ・弱者優先

②衣食住の生活環境の整備とノレーノレ作り、マナーの徹底 f フェア

プレー精神の徹底

③f対安物資の公平な分配

④自治組織の石' 位< T 直接民主制( 毎日の黙締と全体集会の開催)

⑤自然環境に優しいi勘lfUi fro- ゴミを出さない、食器・ハ シの再利

用

これらの基本理念をもとに、「どうしたらここの避要師庁をうまく運

営することが出来るだろうか? パニックに近い状態の避葉町rr に秩序

を作り、皆が仲良く助け合って生きて行くにはどうしたらよいのだ

ろうかけいづ素朴な疑問から、私はここを一つの「村-J 1: 考え

て、協羽、中期、長期の目標とそこに至る li 抑制ま何かを考えました。

そして、私は人心を観療、分析しながら徐々に直接民主制によって

自治品E織を構築していきました。( これらの手法は、サッカーのコー

チライセンスを取得する講習会での勉強力主役にたちました)

お蔭様で、この村のチームワ ークは高まり、神戸高校村の「心」

がいい方向に動き始めました。 そして、ついに 8 月末まで¥盗難も

けんかも 一件もない避弼閉庁となりました。 これは私一人の力でない

ことは勿論です。最初の40日聞は、私はほとんど神戸 F Cの仕事は

まったく出来ませんでしたが、 4 月以降は週 3 日体育館に泊まるだ

けで、ほとんど はここにいる住民と行政からの5日差の方( 日帰り) 、

夜間のガードマンで運営していただきました。

このような環境から、体育館の住民は、神戸の復興に向け自立の

道を求めて 8 月23日、全員無事退所いたしました。 8 月27日、退所

した体育館の住民が集まり、神戸高校の学生とともに大掃除をして、

神戸高校に施設をお返い、たしました。翌 日からは早速、元気のい

い高校生の部活の掛け声が体育館に響きわたっていました。

これらの事例が、今後の災害時のお役に立てれば非常に幸いです。

(か t う ひろし)
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阪神大震災と在日外国人

一 一 震 災時 に お け る オ ー ル ド 力 マ ー と ニ ュ ー 力 マ ー の 行 動 の 比 較 を 通 し て一 一

活力ある人間 ・文化都市神戸復興をめざす研究会

雀 孝 行

はじめに

今回の震災を通して、「国際都市J神戸で民族聞の壁を越えて、日

本の市民 t 日本に在住する外国人の問てや相互扶助の動きがあったの

かE うかを、いわゆるオ ールドカマー とニューカマーの行動のよ七較

を中心に明らかにしたい。それらの検証を通し、今後も起こり得る

こうした震災時に言語、文化の違いを超えた外国人に対するオ対霊活

動のための対応を考える上て、本文がその一助になればと思う 。

ここでは在日外国人について、滞在期間て、オ ーノレドカマー とニュ

ーカマーに分ける。前者は定住又は 5年五u の長期滞在者、後者は

5年以下の中 ・短剣滞在者である。オーノレドカマ ーは主として歴史

的背景を持つ在日韓国・朝鮮人、中国人であり、その他一 部 の 齢択

人、インド人等も含む。 ニューカマーは、いわば“ 新規" 外国人で、

あり、留 ・就学生、外国人労働者等てあり、国籍は主としてアジア、

南米( 日系人を含む) 、中東であるが、一昔rl 臥米人も含む。ベトナム

人は 5年ιU二の定住歴を持つ外国人でありながら地域社会との結び

付きが弱〈ニューカマーに位置づけた。震災は阪神・淡路を広〈襲

ったが、本文ではや11戸ー →侍に長田区を中心に言及することを待P了

承項きたい。

震災直後の外国人の避難行動の概要

震災時、 神戸市てやは 96ヶ国に及ぶ外国人が44 ，000人在住し、その

85%を韓国 ・朝鮮人、中国人が占めていた。 ( 表ー I )  

震災時オーノレドカマ ーのうち、臥オ史人の多くは六甲アイランドの

カナディアン ・アカデミ ーに逃れ、その後その多くカ斗rl1戸を脱出し

た。インド人たちも市外に逃れた。臥沫人やインド人は、匙機に際

しては日本の地域社会よりもそれぞれのコミュニティ ーを頼った。

いわゆるニューカマーのうち、留 ・就学生は商i撒し即座に帰国する

者も多かった。 1993年12月現在、神戸市の留 ・就学生人口は留学生

1489人 ・就学生1244人と記録されていたが、震災当時、神戸大学に

は留学生552人が在籍し、そのうち死亡者は中国人 5人、ミャンマ一

人 2人であ った。 中国人留学生246人のうち約20%は一時帰国 した。

1995年 3 月段階てゆ留・就学生421人を対象とした調査( ，世界の子

供たちに学校を贈ろう会J) によると、 80%以上が避I師斤や友人宅て

生活をし、その大半が震災前の家賃は 1万- 2万円であったとされ

ている。

神戸市では、火事 ・救急時における外国人マ ニュアノレ( 非定住外
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国人の意味) を作っていたが、今度のような大災害時の規定はなか

った。行政による緊急時の措置の想定段階で、既にi穀 IJ な矛盾が内

在していた t 言えよう 。 それが顕在化したのがベトナム人を含むニ

ューカマーの場合であ った。

被災したあるミヤンマ一人は、どこへ行ったらいいのか分からな

くて 4 日間車の中で過ごした。食べるものもなく、寒さに震え続け、

5 日目に避禁制fr に入れた。食料や* 1まどこでもらえるのか、 とい っ

た必要最小限情報も伝わらず、外国語による情報提供の必要性を通

感される。

これとは別に、敢えて避要甑I f に行かなかった外国人もいる 。芦屋

国際? 交流協会のアンケート( 回答23人) で¥ある外国人被災者は 「当

時の殺気だったム ードの避弼炉府立、外国人を受け入れる余裕などな

く、とても入りづらかった。J i : 回答している 。

在日 韓国・朝鮮人の場合

在 日韓国 ・朝鮮人は 「地域社会に溶り込んだJ 定住外国人であり、

日本人と同様にi蝦 ft した。又、民族団体も在日韓国 ・朝鮮人への救

援活動と同時に、日本人への救援活動も併せて行った。西神戸朝鮮

初 中級制変( 長田区) には、震災翌日の 1 月18日夕方に大孟の水と

食料が集まった。その日から日本人の多い近くの小朝交や病院など

11ヶ所の避草間1 f tこ物資を配るのが民族学校職員の 日課にな った。民

団西村戸支部( 長田区) では 1 月19日から連日 1000余分もの炊き 出

しが行われ、在日韓国・朝鮮人と共に大勢の日本人が行列に加わ っ

た。

長田区は震災による死亡率の高い地域であ ったが、長田区に限定

すると日本人は 200人に l 人が死亡、在日韓国 ・朝鮮人は 150人に l

人が死亡した( 表- 2) 。死亡石信忍作業は、 「通名( 日本名)J を使用

表一 l 外国人統計資料 (95. 2  .  2 現在)

-------------

兵庫県* 神戸市 長田区

国籍数( ヶ国) 113 96 28 

外国人総数( 人) 99，886 44.058 10，268 

朝鮮 ・韓国人( 人) 70，163 27.808 9.151 

ベ トナ 山 人 ) * レ / 735 465 

* 兵 庫県 は94 ＮＱＲＮＳＱｾＺＨｅ＠

* ベ トナム人は95. 10. 2 現 :{f. 「兵庫県定住外国人生活復興センターJ 別 査



する在日韓国 ・朝鮮人が多い為に困難を極めた。通名 U 立、植民地

時代に日本が行った「倉IJ 氏改名J により強要された日本名であるが、

警察、新聞発表は通名が圧倒的に多かった。その為にある民族団体

関係者は同比々は剛包が死んでもいち早〈捜し出せなかった。」と悔

やんでいた。

i監禁断rrて、の在日韓国 ・朝鮮人のi邸往生活は地域住民として、 日本

人となん ら変わる事がなかった。のみならず避葉住所の リーダーの役

割を担う在日韓国人 ・朝鮮人も数多くあった。 しかし全く問題がな

かったわけではなく、ある在日韓国人女性は救按物資を受け取る時

には通名制定っていた。今も残る日本社会の関矢差別( 極悪な例と

してのテマ ・チョコ、Y 切り裂き事件) に対して、震災直後の連帯感

と→釈惑が高揚した中ででも車産戒心を解けなかったのである 。

これと関連して、韓国の新聞等カ羽志した関東大鹿足11寺 の 附 鮮

人虐創悲" 劇は紀憂に終わった。関東大展災の 「流言J は国樹在力

が中心となって組織したものであり、今日その再現が起こるはずも

なかった。しかしこれに代わって、外国人窃盗団や外国人による放

火の噂カf流れたが、警察に突き出された不審者の全員が日本人だっ

た。後述のベトナム人の震災直後の状況を考え合わす時、民族的偏

見を捨て外国人との共生を具体化する上での課題はまだまだ多いと

言わさ「るそ得ない。

ベトナム人の場合

在日ベトナム人は、難民 t して日本の来日定住し、在日歴は 5年

以上を越える場合もある 。姫路の定住センタ一等を経ても日本語を

十分に話せず、職能を持たない彼らにとって、ケミカノレシューズ産

業など単純労働につける長田区は住みやすかった( それは日本社会

全体の彼らへの厳しきの現れて、もある) 。しかし地域とのつながりは

まだできておらず、同胞の中でも南北ベトナムなど、出身地域によ

るこだわりもあった。コミュニティーの形成にはなお時聞が必要だ

った。長田区のカトリック鷹取教会には長田区在住ベトナム人の半

分の約200人が信者として集い、震災後の避難救援活動で、席取教会

はボランティア活動の拠点のーっとなった。

震災直後、ベトナム人は近隣の学校等へi蝦佐したが居づらくなり、

「南駒栄公園にベトナム人ヵヨ鎮佐している J い 、うのを聞きつけ避

期防庁を 出て南駒栄公園へ集まるようになった。居づらくなった理由

表- 2 阪神大震災における兵庫県内の国籍別死亡者

ｾ＠ 全 体 日 本 車生国 ・朝 鮮 中 国

被災地居住者( 人) 3 ，589 ，126 3 ，513，038 55 ，648 12 ，472 

死 亡 者( 人) 5，476 5，293 121 44 

死 亡 者 率 ( % ) 0. 15 0. 15 0 .22 0. 35 

li 、言葉カサ2分通じない事により倍加された不安の中で、ベトナム

人が祝線や雰囲気を敏感に「感じとった」為である 。ただし全てで

はなく、そのままあ脇師rに残ったベトナム人も多数いる 。

長田区南部の南駒栄公園は、ベトナム人と日本人がi邸 lli し共に生

活したとして有名になったが (4 月末で日本人90人、ベトナム人 160

人) 、当初は様々なトラブノレが発生した。 まず「善意J ヵ汚 |き起こし

た トラフツレがある 。「ベトナム人の避邸前rJ として大きく報道された

為、中には「ベトナムの人の為に救援物資を持・っ て来たJ と称する

者もあり、日本人とベトナム人との暗情対立を生み出した。これは

例外としても、 言葉の障害や習慣の違い、特に言葉の障害は、お互

いを「ステレオタイプ化J して見るようにさせた。 これらはLむ足前

からベトナム人を取り巻〈問題として存在していたが、それが一 挙

に表面に現れたに過ぎない。震災後一ヶ月を経て、これらの問題は

徐々に解決された 。 仲介者としてのボランティアの存在と共同通銀ｉｦｾ

生活を通じて、ベトナム人と日本人の円聞人J i : しての相互理解が

深まった結果てあった。

継続する問題と今後の課題

震災後11ヶ月を過ぎるが、未fご多くの外国人が困難の中にいる。

ここでは二点の指摘にとどめておく。第ーは、オ ーパーステ ィ (不

法滞在) や短期滞在のニューカマー= 外国人労働者の医披盟問題、

民間住宅の入居差別等、ふだん外国人労働者が抱えている人権問題

が鹿足時( 又は以降) において凝縮して出現しているこ t である 。

第二は、朝車学学校をはじめとする外国人学校の再建問題が困難な

ことである 。 これらの問題に日本社会が E う応えるかが問われてい

る。

今回の震災時の外国人のj蝦 t、救援活動において民間の市民グル

ープ が 重 要 な 儲IJを果たしたことが注目された。 しかし併ゑの謝壇

t して浮上したのは、ベトナム人を含むニューカマーを受け入れる

条件( 意識と 1Il lJ 度) が、日本社会に未だ成熟していないことであっ

た。 しかし同時にこの課題の克服の可能性は、震災時、オールドカ

マーである在日韓国 ・朝鮮人と日本人とが共に協力して救援 ・復 興

活動に立ち上がった経験の中に求められるのではないか。

( 事務局員。チェ ・ヒョへン/ 事務局。神戸朝日病院内)

「神戸発阪神大震災以後J 酒井道雄編より

アメリカ フe ラジノレ インド ベ ト ナ ム フィリピン その{ 也

1，951  1，806 1，025 955 874 

2  8  
。 。

2  6  

0. 10 0. 44 
。 。

0.23 

注 I 被災地問住者は、神戸、尼崎、凶官、 ｲ ｳ 屋、伊丹、宝線、川凶、明石、 三 木、洲本の ｉｏ ｬｉ￯ＡＺＮ、山名、淡路、北淡、 一 円、 ｦ￯Ｎ 色、東 ｩｩｬｬ 、紙、凶 ｩ 典、 三 ｊｾｉ 、 ｉ 軒淡の ＱＰ 町の居住 ［ おをイＧｯＭ ｦｦｬ した

bの( 1995年 1 月 1 日現在の兵庫県lf:印十人口および 199411' 12月31日現在の兵W m1l! ll - - eによる外国人登録国暢>;1) 人員制資ぶから合算) .

注 2 ・死亡者は1995年 3 月26日現在の兵郎m瞥 淵4 と、 3 月24日現在の兵庫県Wl I--eから合苦i.

i主3 ・死亡者の「その他 6 人J はミャンマー 3 入、アルジエリア I 人、オーストラリア l 入、ペルー 1 人ずあるが、被災地での居住者ーが少ないため、死亡率な E の試算からは除外した.
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関東大震災当時の 「建築と社会」から

街路の据築と惨害の緩和

大阪市長 ・法学 博士( 当 時)

関 -

大阪の都市計査一→ 1好謂街路改良は、それを必要とする慮の何等

鰐主的な事由が無いにしても、その謝? の必要を認めぬ諜には行か

ないのであるが、更にそれを一 日も緩うすることの出来ない一大事

賀に逢った。大正十二年九月 一 日闘和也方を襲へる大震火災がそれ

である 。所謂関東の地震は、驚くべき庚き匿域にE りて暴威主? 逗う

し、到る庭に恐らくは空前の惨害を加へ、就中、東京市の大宇と 、

桜i賓市及機須賀市の殆むど全部が壊滅し、幾寓の生霊 !: E イ意の財賞

を亡ぼし、左しもの殿l仮なる街衡を一掃して荒涼たる駿;庫にE帯せし

め、凄惨のM犬蓋し我史籍ぞ|肱ふするに足った。倖にも我大阪市は震

源地 を距ること遠〈、その災繭の圏外に康きを得たとは市民諸氏と

倶にその天耐を感謝する臨である。 けれども親しく 惨害の蹟を目暗

し、他面には過去に於ける我震火の史籍に顧みて我図土の将来を慮

ふとき、 '1束然の情自ら吾れに迫るものがある 。

試みに、客秋の震火災が東京、横i賓の二市に於て市民の身艦、生

命及生活に奥へた市時: の中、数字を以て容易に表示 し得ペき部分に

就いて、 此鹿にその概要を怒むか、東京市は、羅災者百三十三蔵二

千五百四十人死傷者又は行方不明者十四高二千六百二十六人であっ

た。之を、 震災前の人口二百二十六寓五千三百人に針比せば、人口

一千に付、宜に五百八十九人の，寵災者と 、六十三人の死傷者、又は

行方不明者を生じた割合になる 。其他、焼失若くは倒潰した家屋は

三十一高四千六百八十六株 ーを 家及非住家を合t r -ー その世帯蚊

三十寓八千二百七十三を算した。之を、 震災前に於ける世帯数回十

八高三千に比すれば、世帯敬一千に付、六百三十八世帯六百五ートー

棟ぞ焼失又は倒潰したこと、なる 。

様i賓市の方は、権災者綿数回十一寓二千八百九十六人、死傷又は

行方不明者六孫八千六百七十六人であったから、之を震災前の人口

四十 四 商六千六百 人 と劉 ｮｾ するときは、人口 一 千に 付九 百 二 十 四人

の躍災者と百五十四人の死傷者又は行方不明者を出した鵠である 。

又、 震災前の同市世帯蚊九寓八千九百の中、世帯以に於て九寓三千

八百四十家屋敷に於て七高三千九百七十五は焼失又は倒潰した t 云

はれてあるから、其上酬 は世祐」千に付九百四十九世帯、家屋七百
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四十八の割合になる 。而して更に、東京と、横i賓南市の被害を比較

せむに、横i賓市は東京市よりも擢災者の線数に於て十六割弱、死傷

者又は行方不明者に於て二十四割強焼失又は倒潰した世帯敢に於て

十五割弱、同家屋数に於て十一割強だけ重 き惨酬を被った比例にな

る。

滋に於て、吾人が直党的に痛感する 問題は、東京、横i賓の二市は、

共に震源地に1討する距離に於て格段なる懸隔の無いのに、雨者被害

の程度は斯くの虹1<著 しき 平衡を失して、横i賓市に重〈東京市に軽

きは、: 芭ういふ5撃であらうか。

葦 し、天災地盤。の襲来は、何等のT象感を輿へず して突号室するを常

とするから、それに寵むで人力の知何ともする こt を得ない。殊に、

間髪を容る、の絵地なき程の瞬間に起る震動に因 りて、家屋の倒潰

と共に水道は箇「絶 し、 消防1幾闘は能力 を喪ひ、 交遁の利器亦 その用

を成さず、人を星雲けて周割問貝の問、 f日高虫亜いて喪ら I!' 其の擢災医

域の庚汎に渉り、 震に世帯無数を 亡ぼし、悉〈家屋を壊潰し、焼撞

亦移きを致せるは、寧ろ自然の結果ではあるが、明を以て脱るにす

らその方途を失ひ寛に死傷者又は行方不明者の群に陥り たる者の数、

斯〈甚しき懸隔を生ずるに至りたるは、勿論幾多の事情に因ること

と想はる、も、 主 として人策的施設に何等かの特殊的融陥の存在に

因るを、認めぬ諜には行かな い。 その被害程度と買質に於て種々に

異るに到った原因は多々あったであらうが、東京市は、過去三十年

の久しきに亘 りて、絶へず市匡改正を行ひ、路幅を誠張 し、系統を

整理する等、只管街路及橋梁の改良に努めたる 一事は、少くとも其

の原因のーに算じて訣りないこと、信ずる 。 自分は、今之を確むる

ために、権災者たる 二市の面積 t 街路の割合に就い て考へてみやう 。

即 ち、東京市は線、耐貰二千四百七十三高八千坪であって、 その二百

五十五寓五千坪が街路面積に嘗 り買に、全市面積の一割一分を占め

て居る 。反之、横i賓市は、線、面積一千百四十四商六千坪であって東

京市の四割六分強に相賞するが、街路の面積は僅に八十一 高二千坪

一一全 市面積の零箸IJ 七分一ーであって、 漸 〈東京市道路の三警lに 分

弱に過ぎない。加之、其の路幅に於て東京市は卒均約三十尺一 一五



間一ーを保つに反し、横i賓市の夫れは、 辛 うじて十四尺一一二間三

分ーーに過ぎない一事に徴してみても避難の難易、被害の軽重、亦

白から之を知るに難からぬではないか。 きれば、吾人が大地震の襲

来に針臆する施設のー として街路改良の必要を唱道する所以のもの、

質に斯の事費に由来するのである 。

言ふまでもなく、地震は閥東方面にのみ災するのではない。大阪

を中心とする閥西地方も亦初刊寺その襲来を受けないとも限らない。

否今村博士の所設に依れば、今後多少の年月を経たる後に来るべき

所謂第二回の対也震は、寧ろ閥西方面に非ざるなき乎を疑はしむる

に足る節がある。吾人は、 芸評者の研究に持矧民し、其橡言を傘重 し、

時としては、其の研究、激言が的中して、 一 日も速に艶見し、仇っ

て其の権威の瑳揮を希求して止まない場合が雄々ある 。きり乍ら、

地震襲来の激言のみは成るぺ〈其の賓現の遅からむことを、否な絶

針に的中せざらむことを望むで止まざる者である 。 けれども、斯の

希求が徒然たるに過ぎない。備IJ 機の下に我等の生活が置かれたりと

すれば、橡め之に鹿するの策を樹て、置かなければならね。 きれば

若しも不幸にして、去歳東京及繊演を'1歯ませる程度の地震カ宅見在の

大阪市を襲ひたりと仮定せむ鰍その受くべき耐害を、今試みに打算

せば、蚊字を以て表し得る限りに於て、その損害のE 大なる、賀に

脂を寒ふするに足る。

大阪市の人口は既に百三十五寓七千を知成せる上に、其の近郊の

朕況が多少東京や横i賓と趣を異にし、市の束、南、北の三方に市内

と何等異ならざる市観i也がある。斯の市街地は、各々濁立せる IQ] 干?

として行政匝劃を異にせるとは云へ、賓甘豊が市の延長なるの事買に

鑑み、之を度外視することは出来ない。而して、此の延長市街の人

口亦六十二寓の多きを算するから、所謂災害時に於ける被害の打算

に方りても、その範囲を止回起に及ぼさなければならぬ。而も現下肢

に市域編入の問題カf熟して居る折柄、所謂大大阪市なる見地の下に、

被害計i i l : の基礎とすべきである 。

而して。其の被害率制限りに東京市と同ー とすれば、市域内に於

ては、躍災者線数八卜商人、死傷又は行方不明者八高六千人、倒潰

又は焼失世帯十九高二千を出し、町村は躍災者三十六寓五千人死傷

又は行方不明者 三 高九千人、信 ｉ ｊ￬ｩｾ又は焼失世帯八ｾ Ｍ 千を出し、市

の内外を合して躍災者終段無量百十六高五千人、死傷又は行方不明

者十二高五千人、' ( i l蛸又は焼失世帯二十七高三千、ぃ、ふ空前の惨

況を現出するの推定になる。若し夫れ、其の被害Z撃を横i賓市と同率

t せu ' 平、其の割合は更に遁加し、市内権災者の縛数百二十五寓四

千人死傷又は行方不明者二十両九千人、倒出又は焼失世帯二十八寓

五千を算し、町村は擢災者五十七寓三千人、死傷又は行方不明者九

寓六千人、倒潰又は焼失世帯十二寓一千となるを? 以て、市内市外の

通言十，寵災者綿数百八十二高七千人、死傷又は行方不明者三十高五千

人、倒潰又は焼失世帯四十孫六千の多きとなり、京i賓二大都市が同

時に被れる ji 羽目の綿てより、造に大なる惨肢を現出すること冶なる

べきを憶は ず、誰しも傑然として、 一 日も安訟を得ないであらう 。

斯る惨耐の程度を高めるのは、主もに市内街路の狭院に関係するこ

t  は、既に東京市と横i賓市との高度香耳盟支の上回l交に於て設明した月子ど

ある 。然るにこの街路の関係に於て、大阪市は更に寒心に禁へない

ものがある 。蓋し、大阪市の街路は、 量に於て百二十二高六千坪で

あるが、之を全市の面積一千七百六十八高三千坪によじ較すれば、僅

に零割六分九厘に止まり、東京市の一割一分に針し、 零割四分一厘

を輪し、横i賓市の零割七分と伯仲の聞に在る 。加之、この街路の殆

むど綿てが市内に起って市内に終り、 ー として相嘗路l幅を保ちて、

郊外に放射するものなく、乗IJ へ周囲の町村は単に細家倭屋刈{ 燃と

して秩序なく密集し、宛然、ｾ道路の賦態に在りて、日常の出入さ

へ不自由を極むる現肢を見るときは、一旦震災に在むで、その耐害

の惨絶なる蓋し想像に剰りがある 。

きれば、旦夕を言十られない震災来に針して、 T象め採るべき岱J策の

幾多ある中に、都市計量の心臓ともいふべき街路の蹟築整備は、蓋

し焦眉の問題である 。斯の必要よりして、我郁市計査中街路改築の

一日も速かならむことを望u ' 。

( せき は じめ)

(r建築 と社会」大正12年 10月号 「関東大波災j 特集 よ り再掲載)
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関東大震災当時の 「建築 と社会J を読んで

震災対策を考える一一関市長の提言から

大阪市都市整備局長

岡 本 宏 行

震災対策の必要性

「天災は忘れたころにやってくる J t は、寺田寅彦の有名な言葉

であるが、今回の阪キrl1 ・淡路大震災を振り返ってみて、過去の絡言

が今さらながら思い出される。安全なまちがすべてのまちづくりの

基本であるが、平和で、 ↑ 対車な生活に慣れた不必童は、災害はたま に

しか起こらないものとして、より効率性や豊かさを追い求めていた

のではないかと i* < 反省させられる。

巨大な地殻変動により、人聞が長年にわたって営々 t して築き上

げてきた建築物や都市、またそこでの人々 の生活や文化が一瞬にし

て破壊されるのを見たとき、自然の力の巨大きを感じると共に、そ

のような避けられない自然の力にたい しても耐えうる建築物や都市

を構築していくことの必要性守痛感する。

関西地方は、これまで、も「南i卸也浜」など数多くの地震が起こっ

ているが、近年は、関東を中心 t する太平洋岸の巨大地震が注目さ

れ、関西での危険性は少ないと考えられてきた。また、今回のよう

な、活断層による 地震は余り想定していなかったと言える。

しかしながら、そうした隙をついて大地震は発生した。高速道路

などの建造物や老キ予ド造住宅などがfil 路i し多数の死傷者が生じると

ともに、震災後の火災により広範なi+H知也が焼失した。大阪市内で

も、臨海部を中心に液状化現象により 家屋の全壊や半壊が生じると

共同制 11河口の堤防も一部崩壊するい、った被害を受けた。もし大

阪が直撃されていたならもっと大きな被害が生じたであろうと思わ

れる。

大都市が長災の被害を受けた場合、人命はもちろんのこと、日本

の経済活動にとっても計 り知れないダメ ージを与えることになるで、

あろうと考えると、私達は、今一度原点に立ち返って、災害につよ

いまちづくりという重要でかつ困難な3舵遁に本腰を入れて取り組む

べき! 明朗が来ているのではないかと思うのである。そのためには、

先人の知恵に学ぶべき点が多い と思われる 。
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関市長の提言一一街路の構築と自由緑地

昭和の初期に御堂筋をはじめ地下鉄の建設や不良住宅地区改良事

業な E の社会事業等に輝かい、実績を残さ れた関一大阪市長は、 関

東大震災を目の当たりにして、すでにその当時に数々の武重な提言

を残しておられる。その一つは 「震災を予想して- →話路の構築と

惨害の緩和j についての論述てある 。 その内容は、関東大震災によ

る東京、横浜 2市の被宰|犬況を、人口当たりの躍災者数や死傷者数、

また世帯当たりの焼失、倒壊家屋数で比較し、横浜の被害が東京よ

りも相当大きかったことを分析している。そして、震源からの距離

に大きな差がないのに、横浜の被害が大きくなった原因のーっと し

て、東京 t 上国交して市域面積に占める街路面積や平均道路幅員が少

ないことをあけ¥避難の卵場や被害の軽重に大きな景湾事を及ぼす街

路改良の必要性を十旨摘している 。また、 地震は関東のみに災するの

ではなく、大阪を中心とする関西地方もいつ何時その襲来ぞ受けな

いとも限らないこと、むしろ学者の研究によれば第 2 回の大地謀は

関西地方の可能性があることを指摘している。そして、大阪市の街

路の水準が東京と横浜の中間にあり、整備された道路の多くは市内

で、周囲の町村l主主III 家屋カ対餅? として秩序な く密集し無道路の状態

にあるため、震災を考えると早急な街路縫備の必要性があることを

強〈指摘している。

また、明回目先生氏が「大阪人」に書かれた「近代大阪と |剥ーの登

場J によると、大正12年 9 月 1 日の関東大震災の前日、 |掲J l jJ 役は東

京に出張しており、夜 7f 1 寺半に東京を発って 1 日の朝 8 時に大阪駅

について帰宅後111侍に市役所に出勤し用談中に強い地震を感じた

とのことである 。東京 との通信は途絶し、ょうやく夜にな って新聞

は号外で大震災を幸 ｉ ｾ じ、翌日から関 ｊｬ ｪｊ 性は先頭に立って東京支援の

指揮をとったと記されている 。 こうした中から、前述のような艮災

対策の必要性を強〈認識されたのではないかと推察される 。

関東大震災後、大阪市長に就任した|掬一氏は、大正14年 10月に都



市問題の調査・研筑鴻| 刻として「大阪都市協会J を設立し、自ら初

代会長に就任した。 そして、昭和 2年 5月に中之島中央公会堂にお

いて、「大阪都市協会」 主催による「第 1回全国都市問題会議j が国

の行政関係者や全国の市長、 学者な E の専門家約400名を集め 3 日

間にわたり開催され、活発な討議がなされた。 その誇贈を見ると、

第 1議題が「防火と建築J、第 2議題が「不良住宅地区改良事業につ

いて」、第 3議題が「土地区画整理l、第4 ¥l 話題が「自由空地並びに公

園J となっており、いずれも震災対策を反映した課題であり、現代

とも共通した課題である点に驚かされる 。関市長は、特に第 4議題

において「自由空地」と題して自ら報告を行ない、関東大震災時に

東京市民を救ったものは、芝公園や上野公固といった徳川 刷t の造

物であり、明治時代にできた施設によって東京市民は救われなかっ

たと述べている 。 また、「自由空地j い、う概念を提案している 。 こ

れは建物に付槌せざる空地てあって大小の公園、競技場、運甜｢Ｚｴｾ、

墓地、農耕地、樹オ材也な ｅ のいわゆるｾｊｫｴ也帯である 。 臥沫諸者 Ｑ Ｑ 市と

比較して、日本の都市にはこのような「自由空地J が少ないこと、

また震災対策面でも都市計画の中に「自由空地J を位置づける必要

性があることを指摘している 。

このような関市長の提言は、大都市空間の中に道路空間や自由空

地を作り出し、ゆとりのあるまちを作り、そのことが震災にも強い

まちにつながることをめざしている 。大震火災に対応するためには

このような都市スケーノレでの大胆な発想が今日でも必要である 。関

市長は、このような理念の下に、区画整理事業による街路や公園の

整備をはじめ不良住宅地区改良事業な E数々のまちづくり事業に取

り組んて¥、ったのではないかと思う 。

今後のまちづくりについて

昭和の初期によ凶交すると、日本の大都市は不燃化も進んできてい

るい、うものの、大阪市内を例にとっても平成 5年の住宅統計調査

て全住宅の約 4割がなお木造住宅である 。 また、危険物の増加など

多くの新しい災害危険も増加してきている 。さらに J R大阪環羽織

周辺には老朽住宅が建てづまり、道路も整備されていない老朽住宅

密集市観地が多〈残っている 。阪神 ・淡路大震災を目のあたりにし、

また約70年前に書かれた関市長の論文を見るとき、なお現在も多く

の課題が残っていることを感じるとともに、震災に対し脆弱な我が

匡|の大都市を、この機会に新しい視t京て改造していくことがE うし

ても必要てあると感じる 。

今後の対策としては、建築物や土オ輔造物の耐震性をさらに高め

るとともに、大震火災につながらない都市構造を構築する必要があ

る。 そのためには住宅など建築物の不燃化を促進するとともに、関

市長カ苛尉商しているように都市計画道路の整備や大規摸なi臨御也と

なる公固など自由空地の整備を進める必要があんまた避劉酪沿道

や避翼船也周辺の不燃化を重点的に進め、これらを水辺空間や緑とリ

ンクさせて都市全体を、これらの自由空地や不娘健築帯てヌ、ットワ

ークイヒしていく必要ある 。

大阪市でも、これまで淀) 11 リバーサイド地区35.6ha や高見地区

51. 8ha なEで、工場跡地な E を活用して周辺の老朽住宅地をーイ本

的に整備する大規摸な住宅地再開発を進めており、防災拠点として

整備する計画である 。 また、生野区南部地区約100ha では、老朽住

宅地をクリアランスする1 : 1 : もに道路 ・公聞を→本的に整備し、 f弁

せて民間老朽住宅の自主連替を促進する密集市街地整備事業に取り

組んでいる 。さらに、市域全体を対象に民間老朽住宅の建替を支援

するための建設費補助や従前居住者家賃補助、建設資金融資などを

市の単独事業として行っている 。

安全な都市づくりは大変な課題であるが、今後取り組まなげれば

ならない最重要課題であり、先人の方々の12重な提言を受けとめな

がら新い、事業に取り組んで‘ いきたいと思う 。

(おかもと ひろゆ き)
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関 東大 震 災当 時 の 「建築と社会J を読 ん で

防 災

計 画 系 分 科 会 梅 村 宏 尚

大正 12年 (1923年) 9 月1 日午前11時 59分に関東地方を大地震が

襲った。

東京市てやは、明治21年に市区改正条例が成立し市区改正設計によ

って都市基盤等の都市計画事 業が始まり、大阪市でも大正 7 年に条

例が準用され、市区改正設計により大正10年に都市計画事業が着手

される 一方、都市言十匝怯 ・市佐J -j也建築物法が大正 8年に公布される

など、現代都市計匝|の礎が築カ= れ始めた時代であ ったと 言 える 。

そんな事を頭の片隅に置きながら、関東大箆足後の「建築と社会J

の中の関連記事を 「防災j という生児点からひろい読みした私なりの

簡単なコメン卜を以下に述ぺてみたい。

まず、大観すると、地震による破漆と火災をいかに防くやかという

ことで述べられたものが多くを占めていると思われる 。今回の阪

神 ・淡路大鹿足の惨状を引き起こした要因としては様々なものが挙

げられているようだが、大本てや引き金となるのは地震 と火災である

ことは明らかであり、今後の「防災J を考える上でもこれに対する

備えということから計画 ・システムを休系づく っていく必要がある

ことは論を待たい、だろう 。むしろ、私としては、関東大箆足から

約 70年、知識 t 技術が進歩したで、あろう現代においても都市防災を

考える上での命題は変わ っていないこ t を再認識した。時の流れは、

地震と火災による災害 を軽減させたであろうが、皆無にすることは

できず、不断の努力を怠つてはならないことを改めて思い知らされ

た。

次に、地震 t 火災に| 刻して 「防X J のための方策という観s去で、

見てみると、大きくは地震 による破壊に対しては市様性能の向上、

火災に対しては防火性能の向上に集約されると思われる 。 そこでは、

壊れない、燃えない都市をめざした方策が述べられており、個々の

匙防てゆ方策はもちろんのこと、都市計画手法として防火地区制に

ついても 言及されている 。

「防災J には、地震と火災という現象に対するこのような直接的

対策とともに、避けられず引き起こされる事態に対処する方策も必

要であるのは当然のことであり、この点に関して火災について言 え

ば、 |功火待、避難場所などの必要性、そのための沿道 ・沿川 の防火

化を含めた街路 ・運河整備、相互連絡街路も 含 めた公園整備等 も述

ぺられているものもあ った。

この中で、私が興味i架ヵ、ったのは、大昆足直後の 10月 1 日発行号

の大屋霊城氏による 院同t の防火的価値一東京の震災を視察して- J

t 題する記事である 。

氏は 『東京の火は樹木が喰い止めた』として 『比度の震災に当ってその 3介

60 建築と 社会 ・1蜘 l

の| でも取り留めたと云うのは全〈東京に樹木が多かった為であると私は信じて

居る。』 と述べるとともに、 「防火に最も効多かった木は椎であった』として

「カシ、シイの類カ」番効果があったように思う( 中略) 如何なる木ても 20年以

上の年を経た中木文は大木でなけれ岬方火的の効果は少ない。(中略) 建物を小

じんまりとして境内を広くし、周囲に2重文は 3重の防火林を以て綾す事を忘れ

てはならぬ。」 と述べている 。 また、 「樹木のない広場は避難所とはならぬ』と

して 『道路の如き広場、運動場の如き相当の面積を有する地でも無木である場合

は、火焔は随分遠方まで届< (中略) 道路の如き此後相当幅広きものは 4 列位に

並木を列植し、而も努定を軽微にして十介に繁茂せしめることが必要だと思う( 中

略) 将来の都市としては、どうしても共同的の防火林を所々 に設くる必要が起こ

るのであるJ と述べるとともに 「公園広場は無形の防火壁であるJ として 『公

園の広場並に公園道路等を利用して防火壁とすることの頗る利益多き事( 中略)

東京市が想像に余る程多数の人命をこのー火災によって失わざるを得なかったの

は全〈過君符日市が災い( 中略) 防火地区制、それは勿論、都市を燃えないものと

するに効果あるものだろう 。然し これのみを以て都市の防火堀知十分であると

は謂えない。J ! : 述ぺている。最後に 「私の得た此の一つの観察が誤れること

なく、又、諸彦に資する点力4僅かでもあったならば此上なき喜びである。J と結ん

て¥、る 。

今回の阪村 ・淡路大震災でも、樹木が防火的効果と伝えたニュー

スがあったと思うが、約70年前に氏が託した思いが、後世のまちづ

くりに如何に号 |き継がれたかを改めて考えながら、今この時に者11市

計画に携っている責任の重大きを再認識させられた思いである 。

温故知新い、うが、関東大震災後の記事を見るにつけて、単に歴

史的 な資料を読むというこ とではなく、そこに託された多くの先人

の思いが如何に活かされ、実現されたか、逆に何ができていなかっ

たのかいづ検証し、未来のために現代に活かしうる、また活かす

べきものをそこから見つけ出す姿勢を、都市計画 ・建築等まちづく

りに携る技符渚は求められることを大いに感じた ところである 。

関東大箆足の約半年後の大正13年 4 月1 日発行号と、 1年後の同

年 9 月 1 日発行号で、当時の日本建築協会副会頭の片岡安氏は、巻

頭記事において日本国民の態度を嘆き、その自党を望んでいる。「天

災は忘れた頃にやってくる J い、うが、今回の阪神大震災が忘却さ

れることは無いだろう 。問題は 「防災J に対する意識の継続だと思

フ。

望むことで冶ないが、今度のような震災がて再び訪れるとすれば、

それまでや世代が変わ ったとしても語り継ぎ、「防災J に対する意識

を出| 車競させなければならない。 「備えあれば変ひ無しJ と言 えるた

めにも。

( うめむ ら ひろなお/ 大阪市計 001局計画部都市計画課地域係長)



関 東 大 震 災 当 時 の 「 建 築 と 社 会 」 を 読 ん で

建 築

建 築 系 分 科 会 山 本 匡

この一年の聞に、地震の傷跡は急速に街の中から消え去り、同時

に地震の風景の記憶も我々の頭の中で徐々に薄らいで、いっている 。

人々は血眼になって、今までよりJ . : _ U二の安全で、豊ヵ、てや快適な生活

を回復しようとしている 。 ただ、その素早い復旧や復興 の罰僻里は、

今回の震災の被害 を大きくした経済|生 ・合理性至上主義といった論

理と同根であるように思えてならないし、それを実現させるための

技術や規制づくりも、より高度で複雑なものになっていくようであ

る。将来、再び大きな災害に見舞われたとき、このような人聞の営

みがさらに大きな被害をもたらすのではないか? というような漠

然とした不安を禁じ得ない。私自身、建築に携わるものの一人とし

て、今回の震災を教訓として未来に語り継くやべきものはなにか?

という聞いに対していまだ答えが見い出せないまま、 72年前の記鋳

を紐といた。

明治から大正にかけての日本の建築界を松雄見してみると、明治維

新以降のヨーロッパ志向の歴史主義傑式建築が衰退し、アメリカ志

向の合理主義的建築が迎え入れられ、新しい建築タイプとしてオフ

ィスピノレや、その構築技術として鉄筋 コンクリー 卜造や鉄骨造が初

めて登場している 。震災以降は、同潤会によって、集合住宅という

新しい住宅形式が生まれる 。 デザ、インの流れとしては、デ ・ステイ

ノレ、表現派い、ったモダンデザインの萌芽があった。大 正13年 1 月

号の藤井厚二 「関東の震災を見てJ を読む。

吾4 の建築は他を模倣したものでなくて、我園の気候、風土、風俗、習

慣に、ヒ.ッタ リと適合 したものでなければならないと云ふこと は、常に深

〈感じて、機禽のある毎に唱導してゐた慮ですが、( 中略) 然るに、近頃建

てられる多くの建築物を見ますと、その大部分は諸外園の建築を模倣した、

種々雑多のものでし て、裳て述べた様に、新しい生活方法を採って腰掛け

て暮す部屋を造る場合には、多くの醤来の建築とは全く相違して、外国の

異似をせねばならない様に思って居ります。(中略)

外園では多くの建物を造る場合に、煉E 宣や石造の様に、材料を積み重

ねて造り上げる方法を、用ふることがよくありますが、我周ではこれは非

常に危険でる、木造や銭晶隼の相に組み立て〉造るものか、鮒却を造る犠に

ドロドロのものを、流し込んて包めて一つのものとする鍬筋混凝土造に、

依らればならないことカ」般の明白になりました。

次に従来の建築に就いての考え方は、余りに美的方面に針してのみ意を

; 主ぐ弊に陥って居り、且つ歴史に捉はれ過ぎた傾向がある様に思ひます。

(中略) 奮い建築の犠式から全く眼を離して、将来の新しい建築に就いて、

考へねばなりません。

(中略) 馬車から自転車に移り繁るに、其問に何の関係もなく、全く相違

して居ります。(中略) 然るに建築では其造る材料が繁っても、使用する場

所や目的が繁っても、往々以前のものに囚われて居ります。

この時、藤井は 37.歳、 4年後の昭和 3年に、表現派の彼の代表作

となる、和風速築にモダンの息吹を吹き込んだ 「聴竹居J が誕生し

ている 。

彼は、 当時の日本の建築が、意匠においても構築技術においても

西洋の受け売りで未消化であり、日本独自のオリジナリティの必要

性を指摘する 。現に、震災の年完成した丸ヒツレは目新らしい鉄骨造

で、アメリカ式の樹成化 された施工法でつくられたが、 地震に対す

る配慮が欠けたため、外壁や鉄骨に大きな損傷ぞ受けたという 。 そ

れに対して、やはり同年、ライ トの帝国ホテルが完成したが、有 機

的建築を標楊するこの建築は、日本の風土に適した構造により、 地

震の 被害 を免れたという 。 また彼は、鉄筋コンクリ ー ト 柿 懐 性 を

評価 するとともに、新しい技術に対応した新い、形の必要性を説〈 。

震災以後、鉄筋 コンクリー卜は急速に普及する 。 それが、 日本のモ

ダンデザ、インの進展に拍車をかけたことは想像に難くない。

藤井の時代、建築界には、様式建築と決別し ようとする モダ ン デ

ザ、インの洋服n E l : 、新しい構造としての鉄筋 コンクリ ー卜があ った。

彼等 は、震災を教訓として、そ こに明確に新しい建築の視点をもち、

遁進することができた。 しかし、皮肉にも、その延長線上でわれわ

れが営 々 t 築き上げてきた近代都市を、またしても大きな地震が 襲

った。精密で、複雑で高度な樹戒ほど修理がた いへんなように、大正

時代とは、 上国交にな らないほど、都市も建築も高度な技術、多様な

価値観のもとになりた っている。関東大震 災は近代都市づくりの契

機であったと同時に、被害 を増大させる 一局 集中化都市の宿命をも

たらしてしまったのかもしれない。

そんななかで、大正13年 9 月号の武田五ー の 「光は東方から」の

一文 が心の慰めにな った。最後にそれを引用する 。

けれども、人間の務命の渇きと破壊的な士制婁は何れ来ると 知りながら、

(中略) その来ることの適確に判らない慮に、却って人生の興味がある。

(中略) それが、ほんとうに適確であるものならば、恐らく人生の興味の

大半は亡くなってしまうであらう 。

されば、耐震的建築と云っても、所詮は、相封的なものに外ならない。

化祭者はよく自然の征服ということを 口にする。それはほんとうの事であ

って、其虚に人聞の叡智的向上がある。(中略) 人間の化愚的智識も、自然

に射しては、何時までも相釣的である。唯、質と量に於ての設展があるに

過ぎない。

とは云うもの人余りに神経質になって、美的欲求も、低質的考慮、も無

視する ことは、殊に建築家に恨むで貰ひたい。。 我等は、斯る相封的の線上

を辿りな乍も、地震襲来に備へる努力は常に緩めてはならない。

(やま もと きょう/ 竹中工務J; 5設計部設計課長代理)
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関東大震災当時の 「建築と社会」を読んで

イ主

ｾ＠

三口

インテリア ・住宅系分科会 小 梶 吉 隆

天災地獲の中て最も恐るべきものは先づ地震の災害であらふと恩はれる。

親子相援くるの暇もなく裁は梁の下敷となりて歴死し、或は瓦石に打たれ

て重〈傷き、悲鳴を暴げて援けを叫ぷも之を顧みるものさへなき其悲惨纏

まる修羅場を現出した彼の恐るべき激震は我園古来其例に乏しからぬので

ある。最近には明治二十四年の濃尾地方の大地震の如き、安政二年の江戸

大地震の如き、更に遡りては慶長元年の京都地方大樹嚢の如き何れも世界

的の大惨禍として数へられて居るのである。( 大正 12年 9 月号/ 片岡 安)

京阪地方は古来度々大地震に出曾して居る、近くは文政にも天保にもあ

った京都の御所内には夫がために用意の地震殿が出来て居る、今日は文化

の世の中でありながら、関東でも関西でも一向に其用が意ない。

( 大正 12年 9 月号/ 田辺朔郎)

歴史の一端を紐解く時、関西地方では地震が繰り返されていた事

実を再ひ鴻認し、忘れ去られることの恐しさ含素朴に痛感した。

先年の欧j州大戦績しが未だ酎であった時、かの飛行機飛行船の夜襲を聞

いて、若し将来高ー我園が外国と戦端を聞き、飛行機飛行船が東京に来

襲したならば、殆んど木造建築の充満せる市街は、忽ち火災を起し、満都

は焦土と化すであらうと噂して居たのであったが、そんな事は無論数ない

事と打消 してゐた。然るに飛行機の夜襲こそなかったが、今回の震災で、

結果は全く同ーの状態を現出した。 ( 大正 12年 9 月号/ 黒田鵬心)

これらの記事は70年前に連載されたものであるにも関わらず、 20

年後の終戦直後の光量、この度の震災における光景を直接的 に 伽吾

っている。これらは、日本において都市が災害時に抱える問題点が

未だに解消しきれていないことと同時に、人間の力の惨なさを一層

H西し出したかのように，思える。

住宅においては、震度の高かった地域てや、比較的古くから住宅開

発の行われた地区で、家屋の被害が大きかった。新市援基準前に竣

工した家屋である 。人に対しては住宅密集地での高齢者、特に女性

が犠牲者に多かったことが特徴の 1 つであるとされている。問題な

のは何拠出或により格差が生じたのかである。当時の記載では、

今や帝都は全く破壊されてゐる。+ 禽戸の家l主主主ってゐるが、多く 山手

の{ 主宅地域で、都市の主要部は殆んと・全; 威したと云って差支ない。

( 大正 12年 9 月号/ 黒田鵬心)

と記載されてし、る 。社会的強者と弱者があるならば、椴役者の多

くは後者の側であったとも 言 えよう 。 これは行政による指導の遅れ

が起因するのみならず、誰に再び災害が降りかかるかも知れないと

いう、我々自身の危機管理感覚の欠如の結果であったと 言う にはあ

まりにも無残て。ある 。当時の記録ぞ振り返る時、

俄に東京全骨量を耐火而摺鞘遣にすることが経済上容さないとしたならば、

嘗然其問に木造建築と云ふものを挿んで行かなければならない、木造建築

を挿んで行くとすれば、其建築は従来の如き因習的な構造を避け、喜善術の
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示す方針に従て、十介な耐震構造に して行き たいものである。

元来木造家屋は石造、煉瓦造、若くは 「コンク リー卜 j 造よりは耐震構

造とするに容易いものである、若し木造家屋が火に耐へられべきものであ

るならば、是程我園の国状に適した建築構造はないのである。併し惜むべ

きことには木造建築は火事に封して極めて低抗力の無いものである( 後

略) ( 大正 12年 9 月号/ 片岡安)

もとより最新の科噂により竪寅に造られたる建築物の可なりの教が其問

に介在して居ったのは事貨であるが、莫大多数は凡て奮式の木造家屋であ

った。 ( 大正 12年 9 月号/ 武田五一)

木造建築カ喉に市首量的自己慮、耐火的自己庖; を患った場合、 それがど

れほど生命にとっての危険を及ぼす結果となるか、先人の意見に改

めて残念に思えてならないのである 。

一方被災し退接投余儀なくされた住民は E うであったか。

然るに何事ぞや、朝野の識者は権災後の最も緊切なる一年間を有や無や

の中に徒費して、未だ本建築の着手さへも出来ないのみならず、防火地匿

の制定も定まざるに、羅災地一面のバラック建築は今や其面積二百高士平に

達せんとして居る。 ( 大正日年 9 月号/ 片岡安)

応急地理として建設したバラック建設のために、区画整理事業が

進まない状況カ主記載されている 。 この度の震災てやは、焼失した地域

に新たな開発計画を持った復興計画を行うため、新規の建設を制限

した。 その結果、空地を利用した仮設住宅という、大手住宅メーカ

ーのバラックが建ち並び、住民はそ こへ移民することを余儀なくさ

れた。行政は、復興というマクロな理念をもって住民の次の生活の

青写真を作って いる つもりなのだが、当事者四である住民は、 快くそ

れを待っているわけではない。行政での仮設住宅生活がある程度長

期化することの予測を含めた復興の青写真であったならば、居住粂

件ももう少し生活ニーズに対応てきたのではないか。

また、住宅所有に対しての意識が変化 し、賃貸集合住宅、分譲集

合住宅の増加に伴い、様々なケースの保証問題も世の中が宅鯨!Eにな

った分発生し、現在も多くの人々の心を悩ませている。

生活を支える物や機構が多量化、複新主化、 高度化し た今日の生活

では、その一部分が欠落した場合でも、生命を脅かす状況となり得

ること、また一方では正確な情報が人心を乱すに最小であったこと、

青年ボランティアの心|暖まる支援活重勝、生活レベノレへの高度な支

援は、世の中の変化を大きく感じた。

今後更なる復興には、この震災が忘れられようとする未来に至っ

ても、生活者にとっての安全カ可呆たれる言十回であるよう 、我々自身

が見極める努力をしていかなければならないのではなかろうか。

( こかじ ょしたか/ 竹中工務l苫設計部j J ; 匠諜チーフ プランナー)



関 東 大 震 災 当 時 の 「 建 築 と 社 会 」 を 読 ん で

構

、とヒ

ス旦

構 造 分 科 会 長 瀬 正

地 震 危 険 度 : 天災は忘れた頃にや ってくる。関東大地震以前の

関東地方における大地震はその68年 前 の 安 政 江 戸 地 震 で あ っ た。大

正の関東大地震前の関東人の地震を侮ること は 、 平 成 の 関 西 大 地 震

前 の 関 西 人 の そ れ t 同じである。天災は忘れるようになっている。

「震災佳一般に地震を怖れてはいるが、それまでは東京など地震を侮っ

て居った、若しくは重んじて居なかったのである。(今村1lJl1:亘) H今後多少

の年月を経たる後に爽るべき所謂第二回の対也震は、寧ろ関西方面に非5

るなき乎を疑はしむるに足る節がある。(IJ 得一) H吾今が為すべきことを為

さず、勝手に振舞って居った問に酵生された、歓陥が天災を機として曝け

出された。忌慢なく言えばー「般の人々 は地震に封して吉宗り，主意を沸って居

なかった。( 園部文雄) J i 咽喉元過ぎれば暑さを忘るるが人情であるから、

数年の後再ひ平穏無事に馴れて此災害を反復せぬことを吾れ人委任心懸くべ

きである。( 古宇田賓)J

地 震 対 策 : 関 東 大地 震以来、 地震や市: 康設計に関する知識技術

は飛躍的な進展をみせている。しかし人聞はそう進化するものでは

ない。分かっていても出来ないことは、少しも変わらない。 むしろ

だんだん分からなくなってきて、予期せぬことが増えている 。

「木造の耐震械室とても大して六っかしいことは無い、屋根葺材料を軽

減せしむることや、継手を注意すること筋違、方* 5 t を使用すること基礎を

丈夫にすることなどてて大して経費に関係することではないと思う、要は賓

施するにあるのである、チブスやコレラの〉指すする時は否やでも謄でも料

金を挑って稼防注射を施して貰わなければならない、もし之に謄じない時

は一市民として都市内に住んで居ることは出来なくなる、左様するのが市

民としての義務である、震災、火災を防がんとせば出来る丈け先づ人事を

蓋して之に耐える設備と用意とがなくては都市の建築物たる資格がない、

これらのことに射しては嘗局が適営の僚令を働行せしむる様にしなくては

ならぬ。(無j属林樹) J ! 乍併木造建築には木材の禽朽と云ふ制備があります

から適嘗の時機に完全なる修理を施す事が必要であります。(中略) 改修を

加へられて置いたならば東京の震害も今少し軽〈滴みはしなかったカ、と思

ふのであります。( 小笠原鈎) H従爽我圏の政治家や→宣の先使者は、文物

制度の批判には相嘗の意見を吐くけれども、改造又は創建の事業に就いて

却をなる立案をなしたる者は殆ど之を見ぎるの状態であった。( 片岡 安) J  

木 造 建 築 の 耐 震 性 : 約10万 人 の 死 者 の 殆 ど は 火 災 に よ る も

の で あ っ た 。 倒 壊 消 失 し で も 、 ま た す ぐ に 閉 じ 木 造 家 屋 が つ く ら れ

る。市街也てゆ類焼防火時期制じされたのは、戦後福井地震の後で

あり、関東大箆良からは 4 半断己を要している 。木 造 の 市 慢 性 に つ

いては、当時の指摘に追加すぺきことは見当たらない。

「日本家屋が倒壊して、基下敷になっても、官鮮軍軍の悪い人でなければ

死なない。下敷きになっても、大抵の者は安全に脱れ出ることが出来る、

そんなことを考へると地震それ自身は左まで恐るるに足りない。( 今村明

恒)Ji 木材と云ふものの性質から考へると、其構成方法の如何に依ては地震

に釣して十分冊へ得るものが出来るのである。木材に於て非常に飲陥のあ

るのは傭ると云ふことである、是が此度の震災で木造建築の破壊した主な

原因である。(本3予精悟) H木造建築なるものは、火に釣して頗る弱いけれ

ど、之を耐震的に考へると、木造建築は官鰐宣耐震構宣が禦であり、仕事も

す極めて容易である。(武田五一)J

震 度 : 地震動の大きさは、東京の山の手で'150; ゲノレ、下町で200か

ら250ガノレであるが、震源に近い戸斤て祉やはり 400ガノレι Uニてやある。

これまで「関東対也震にも耐える J い、うことがよく聞かれたが、

これは、関東大地震におりる東京での揺れ t いうことである 。

「東京で翫通大地震と考へられるものは山の手選では最大加速度千から

千五百秒4 粍で下町の地盤の軟弱の所では二千から二千五百秒々粍イ立であ

ろう、我圏六大都市に於ては地震の最大速度を犬鰻二千秒4 粍と緩想して

線ての酷隼物は之に堪え得る程度のものでなくてはならない。即少くとも

酷き物自身の重量の二割の横力に堪え得るものが必要である。( 無漏林樹)J

「震原地に非常に嵐丘して居る所では四割以上の地震が爽るものと殻期し

なくてはならぬ、此度の地震でも鎌倉還や、小田原温、箱根遺になると四

割以上の地震であったことは事賓らしい。(無J属材樹)J

地 盤 : 地 盤 に よ って震害に差のあること は 古 く か ら 知 ら れ て い

たが、関東大地震でも地盤と被害の関係が明らかにされた。今 回 の

地震でも「震災の帯」はかなり深い部分の地盤構成で説明されてい

る。 問題は、地盤石? 知ることはできても、建物をつくる時にどこま

て池量生を追U 、ことがで3 るかである 。

「建築物が地震に耐へる力は、第一に地盤に大なる閥係がある事が詮明

された。概して下町の被害が多く、山手の少なかったのは其の為めである。

( 黒田鵬心) J  i:都市全慢の計壷として、地盤の脆弱なる所に都市の主要部を

置くと云ふことは、概色上としては出来得ることであっても、経済上から

考へて、さう云ふことは成るべく避けた方が可からう 。( 武田五ー) J  

そ の ほ か : 建 物 周 期 t 被 害 、 中 間 用 崩 壊 、 施 工 監 理 な ど 、 中 に

は理論的に訂正されるべきものもあるが、現在てやも解明、角平十jとされ

ていないことも多い。

「週期の大小と被害の大小とは大穂比例して居る様に思はれる。鎖骨構

造の八+ 尺から九十尺の高層建築物に於ては、其自己振動週期0. 4から

0. 45以下のものは、地震動の最対日速度二刊生柑立の地震に遭遇しても安

全( 無; 属材樹) H丸の内ビルデイング、郵船ビルデイング、或は東京曾館の

建物は建物の比較的底部の一二階に被害を蒙って居るのに反して浅草+ 二

階は、比較的上部の七階から上が倒潰したのは前者は短柱として後者は長

柱として振動を受けたからである。長柱に於て飽食の所l立地上より建物の

凡そ三分のこの所に起こる種嘩の中心附近である。( 無漏桝封) H若し計算

を正確にし、器十を完全ならしめ、同時に工事の樹Tを正直にやったなら

ば地震は少しも恐るべきものではない。( 武田五ー)J

( ながせ ただし / 竹中工務広設計部構造課長)
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関東大震災当時の 「建築と社会」 を読んで

設備

設備分科会田 ノ 畑 好 幸

今回の阪神 ・淡路大震災では、ライフラインが大きな打撃を受け、

問題視されている 。 しかし、関東大震災当時はまだ電気 ・ガス ・水

道 ・下水 ・電話 ・防災い、うインフラが完全に完備されていなかっ

たこともあって、それほど問題にされていなかったようである 。

関東大震災は、地震による建物倒壊い、う惨事より、地震により

発生した 「火災J による惨事の方が大きかったように思われる。そ

れは、当時の「建築と社会j に投稿された各先生方の提言をみれば

良〈理解できる。たとえば、大阪府消防課長の土井末吉氏カf記載さ

れた「大火災の危機をイ苅寵する我大阪市J の一節に、

次に、東京の大震火災があれだけ大きくなったのは、種々その理由があ

らう 。けれども、凡ての社曾見大態が既往と異って、今日では、大火災を起

し易い状況にあるのではあるまいか、といふーー理由を穆げることが出来る。

例へば、安政の地震などは其の振度に於て、確に昨年よりも大きかった、

と云ふことであるが、而も、其の災害は咋軒呈に酷くはなかった。一方に

於て、消防棚田の紋; 兄などはどうであるか、と云へば、今日では安政の頃

に比較して、申すまでもなく非常に進んだ器械を有ち、進んだ括支を成し

て居る。而も、其の不完全な消防支備に於て、地震の程度が大きかったに

も拘はらず、火災の及ぼしたる損害の程度が小さかったと云ふことは、近

来の一般車土舎の状態が、火災を大きく成し易い紙態になって居るのて・はあ

るまいれ一般の消防施設が進めば進むだけ、社禽の火災に於ける創剣夫

態も進んで来る。

また、大阪市水道部長の島11時孝彦氏カf記載されている 「大阪市防

火計匪訴ム案」にも次のように述べられている。

這般の関東地方に於ける大震火災の惨禍に鑑みまして、本市諸般の都市

計軍事業を促進せしむるの緊要なるは今更ら申すまでもない事であります

が、就中最も緊念を要しますのは、全地域に霊守する徹底的防火施設の完備

であります。そのー骨信命としては、水道括支の改善、貯水池の設置、並に

消防榔自の充寅を期するにありますが、之を実施に施行するに営つては、

各地域の紋況に膝じまして、最も適切な嬬支を講じなければなりません。

その詳細に亘る事は他日に譲って先づ防火的思也より既設水道に針する一

般的改善方法、並に各地主主に霊守する糊重の防火嬬主に就いてその計霊を述

べることに致しませう 。

五L 七のように地震による 「火災J が大きくクローズアップされて

いるのが良くわかる 。

つぎに、その大阪市防火計匝訴ム案について具体的に内容をみると、

水道本管を利用している消火栓( 当時は防火栓) について下記のよ

うに提言をされている 。

数箇所の防火栓を同時に使用するに際し、水底の低下を車ｾＺ成すべき方法

としては、其の取付管を成る可〈六吋以上に饗更すべきでありますが、寅

際問題として、 一時に弄うすることは、財政其の他の関係上頗る困難な事
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情に在りますから、今後、銭管の取替箇所及比較的重要箇所より、漸次に

その改善を貧現したいものであります。

上本町、天王寺方面等所謂高地部に針しては単に防火栓取付管を大とす

るだけでは、到底不充分ですから、別に高直配水の計査 を樹てて、卒地部

に於けると同様の魅力を有たしめたいと恩ひます。

現在嬬宣されてある防火栓は凡て地下式であります。之れは交通上の障

害を顧慮したのでありますが、火災時、殊に夜間にあっては、防火栓の捜

索に時間を空費するの開占がありますから、今後に於て括支すべき防火栓

は、交通に支f章なき限り成る可〈地上式を採用したいのであります。

上記をまとめると

①水圧低下を起こさないように管サイズアップの改善 1

②高地部の水圧を平地昔日と同等の水圧を石倒呆するように改善!

③防火栓は地下式より:t l ! . _ 上式を採用すぺし 1

となる 。 この提言をみると、地震により配管が亀裂等の損傷を受け

たり、車合7. K 場が損傷を受けることにより給水がて3 なくなったい、

う検討がまったくされていない。今回の阪神大震災てやは、そこが大

きな問題とな ったのである 。

しかし、当時から消火水源としては水道本管だけに頼らず、下記

記載のごとく河川 17悶 IJ 用及び貯水池を考えていた点は留意すぺきこ

とである 。

島の内、土佐堀、靭、阿波座、華府T北堀江及南堀江の各地士或は各市内河

川によりて圏続せられ、その河川よりの最長E田tは、島の内三丁、土佐堀

以南堀江に至る士似或は約二丁内外であります。そして斯の地域は河川の利

用がす削蒲はって居りますから姑〈消仰即筒の出制くを河水に頼ること〉致し

まして、漸次に完全な防火水道を作る考へであります。

その他本市の周園部に於て河水の利用力、不充分な地域に針しては、水

i醤方火栓の補助と成り、水道制章の場合に於ける臆念施設ともなるやうに

適嘗な医壷悔に、既設水逓載管より引込の貯水池を以て泊、防明筒に車制くす

ることにしまして、其の貯水池の位置車制く範圏、卒時の使用方法、貯水池

の容量並に建設費等を概ね次の通りの計壷を樹てました。

当時の記述を拝読して感じた点は、関東大震災から今回の阪神 ・

淡路大鹿足の期間で急速に技術革新が進み、人々のライフスタイノレ

が急変していることである 。 それに伴い、 「ライフラインJ が整備さ

れ、より餌IJ で高度な生活ができるようにな ってきた。 しかし、そ

れが- .E!_被害 を受 ける t どういう状況にな ったかは、今回の地震で

良〈経験させられたと思う 。 また、このような地震がいつ発生する

かわからないが、; 常に技術革新をしていく際に考応、していかなけれ

ばならないと感じた。

( たのは た よしゆ き / 竹中工務1;5設計部設備課長代理)



関 東 大 震 災 当 時 の 「 建 築 と 社 会J を 読 ん で

施 工

施 工 制i↓ 分 科 会 有 光 利 治

今回の震災に於て破犠された建築物は、設計の不完全、工事の粗末であ

ったと鑑定さる〉鍛筋コンクリー卜概室、 S鼓骨凍瓦橋造を始めとして煉瓦

造、石造の大部分、古くなった日本家で、まさか今頃こんな大地震は起り

はすまいとの些かなる油断から来た結果のものが少くない、もとより其結

果は将来の改良に資し大なる教訓となることは勿論である、而して東京、

4誌賓に於ては地震直接の( 中略) 男IJ 段新しき方法を採るのではない、既に

従来研究されて居る結果が、今回の災害により賓設されたので、 正直に良

き方法として知られて居たものを用ゆれば安全と云ふに過ぎぬ然し咽喉元

過ぎれば暑さを忘る〉が人情であるから、数年の後再ひ平穏無事に馴れて

此災害を反復せぬことを吾れ人失心懸くべきであるされば左の知き概宣は

絶釣若しくはつとめて避けて置いた方が安全である。

この文章は今から約70年前「関東大貫足より得たる教訪11 と将来の

災害防止の研究」と題して、神戸高等工業割安教授の古宇田寛氏が

当時の 「建 築 と 社 会J に掲載されたものの一部である。

今 年 1 月に発生した阪神 ・淡路大震災の被害は、わが国の近代都

市が受けた最大規摸なものであった。現代の建築技術が一気に造り

上げた都市において、ピロティ形式建物の被害や中間層での建築崩

壊など特徴的な被害の報告 は数々なされ、これらの詳細な調査・分

析結果は、今後明らかにされるものと思われる 。

こうして今回の被害を直視してみる t 、冒頭の文章は、そのまま

今回の震災において再現されたわけで、そこで樹齢れるような「油

断J に起因した被害 が数多くあったことは否めない。

そもそも施工とは、設計されたものを具現化する行為であって、

そこで意図される性能と機能を理解し、実際に建物を作り込むこと

でやある 。

「関東震災後の大阪市の為にJ 1 : 題して掲載された片岡建築事務

所の伊藤正文技師は次の様に述ぺている 。

大阪、神戸に大地震カ4絶無であると誰が断言し得ょう 。必ず大震ありと

断ずるは流言浮設にあらずとするも街信ずるに足らざるものであるけれど

も、地震母上からも東京大阪は太平洋岸の地震帯中に於て殆ど同じ閥係に

あるものと見られてゐる、又大森博士の教へらる〉所によるも、我園の強

震は 20年に |回イ立の統計を輿へられてゐる。又地震構、及火山帯の活動期

の l 期を 69年とし交互に来るものとして我園の現在は地震の活動期にあ

り、街且つ| ヶ所に大震ある時は間帯中に於て近き時臼の聞に再ひ・大震の

あり易いと云ふことを教へて居られる。( 中略)

此等震火災に霊守する防止設備としては現時の建築概宣の環紙儲祉よ

り鎗筋コンクリー卜構盆の地ないと信ずる。勿論東京地方の大震に崩壊の

惨紋を呈したるコンクリートヒ・ルデイングがあるが之は吾人がままに鍛筋コ

ンクリー卜概宣と帯号する範圏内の特に欽陥ある設計及施工のものか、文は

特に地盤の薄弱等地震に釣する不利の僚件を不運にも備へたるもの〉場合

と想像される。

術木骨タイル張、土液造等と鍛筋コンクリート構造の工費を比較して何

程の差カ¥極めて僅少なるを思へば眼前の小平Ij ( こ没頭して将来全市民の大

災害の耐院残さぎる様充介の概宣をなす必要がある。

また、さらに、法学博士 ・渡辺鍛蔵氏は 「都市生活と災害防止」

の中で、

そこで、地震に封してはどう云ふ準備をすべきか。之を一般的に云はば、

( 中略) 次いで第二の僚件としては「建築に封する2主意j である。即ち竪

き地盤の上に+ 介なる基礎工事をする必要がある。耐震耐火構造に関する

問題の如きは、既に他の人々に依て度身論ぜられて居ることであるから、

此虚に蛇足を加ふるの要はないが、た Y ー寄付け加へたいことは、唯建築

を耐震耐火的にするには、鍛筋コンクリートにすれは可い、と云ふのでは

未だ充分でない。それには、工事そのものを良くしなければならぬ。→ 91J

を申せば、東京の四谷見附のF付近は瓦が少し動いたイ立で、家は少しも倒れ

て居らぬ。然るに、その中でた Y 一つだけ倒壊したのは、皮肉にも鍛筋コ

ンクリー卜構造の家であった。即ち俺の家は鍛筋コンクリー卜概宣で、請

負師に委かせて建て〉貰った大層廉くて済むだ、といっても安心して居ら

れない他の家は何ともないのに、鍛筋コンクリー卜のものだけが倒壊した

事例は心ずしも唯一でない。斯うした事貨からすれば、どうしても建築の

監賢と云ふことが非常に大切である。( 中略) それは低質的だと云って、除

り算盤ばかり 弾いて居ると、算盤が精れてしまふ。唯、地主が、出来得る

だけ其土地を経済的に利用しゃう、と云うことから、無暗に高い家を建

て〉、其中に住んで居る人々の災害、近所の迷惑と云ふことを忘れてしま

うが如きことは、甚た官Tしくないと思ふ。

と述べられている 。

建物を作る基本は年月を経ても変わるものではないと、改めて感

じるところであり、これから先達の弁は 70年以上前の関東大震災の

事象についての解説でありながら、今の状況にもそのままあてはま

るものが多く、真撃に受けとめるべき指摘である 。

関東大震災以後、この70年間における建築技術の進歩は目覚まし

く、確かに阪神大震災においても、新耐震基準に基づく建物の被害

は少なかった。 それでもなお、個々の調査を行ってゆけば、入念な

施工が大きな被害へとつながるのを未然にふせいだケ ー スが多々見

受けられ、注意コ* い設計及び基本に忠実で入念な施工カ汗可よりも大

切であることを痛感する 。

今回の震災を経験して次の世代へ伝えるべきこ t があるとすれば、

それはは針丈に忠実な生産行為と、これを守りながら更なる技術革

新へのあり方を探ること」であり、その積み重ねがより良い建物j の

実現に結び付くものと信ずる。

( あり みっ としはる / 鹿島主l ! K主主l ! 築部長l ! 築工事管理部技術課長)
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合同分制会編集委員 座談会

阪神大震災から単公-21町己へのメッセージ

出席者( 順不同・敬称略)

音村英祐( 計画系 ・大阪大学助教授 ・司会)

田中直人( 計画系・神戸芸術工科大学助教授)

梅村宏尚( 計画系 ・大阪市計画局計画部都市計画課地域係長)

山本 匡( 建築系 ・竹中工務庖設計部設計課長代理)

震災記念碑を神戸に

告村( 司会) 本日はお忙しい 中をお集まりいただき、ありがとう

ございます。阪神 ・淡路大震災から間もなく 1年を迎えようとして

いますが、その間「建築と社会J でも、計画 ・構造 ・設備の視点か

ら震災特集を組んできました。 96年 1月号は、この 1年間に明らか

になってきたことをふまえて、本当は何が問題であったのか、関東

大震災の教訓|が果たして生かされていたのかぃ、う視点て、、箆足を振

り返り、今回の震災ｻ本，ｾ貨を ＲＱ 世紀に確 実に伝えていきた いい、う思

いを込めて合同特集を組んだわけですが、あれほどの震災でも l 年

近〈過ぎると、はや忘れられつつある状況を非常に危供しております。

本日は、お集まりいただいた計画系 ・構造 ・施工材料各分科会の

編集委員の方々に、今回の震災についてお考えのところを、それぞ

れの立場からお話していただきたいと思います。

西岡 今回のように大きな被害を出した大震災といえども、時間

の流れとともに人々の記憶の中で風化してい く。それを防くやために

は、広島の原爆ドームのような記念碑的なものを残すことによって、

人々の心の中に今回の出来事をとどめておきたい。

田ノ畑 関東大震災の頃と 比ぺ、 当時と現在てやは、社会状況の遠

いが大きい。住宅も当時は木造のものが中心で、壊われでも割合と

簡単に+ 餅夏されてきた。文化的にも大正デモクラシーのまっただ中

で、意気A : t んな頃であった。阪神大震災の被害は木造住宅のみなら

阪神大震災の大火が襲った神戸市長田区に、戦前に建てられた市場のコンクリー

ト壁が残 っている。空襲や震災に耐えたこの壁を「神戸の壁」として保存してほし

いとの芦が市民から上っている ( 1995年 7 月17日神戸市長凶区)
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小梶吉隆( インテリア・住宅系 ・竹中工務広設計部意匠課チーフプランナー)

長瀬 正( 構造 ・竹中工務庖設計部構造課長)

回ノ畑好幸( 設備 ・竹中工務庖設計部設備課長代理)

西岡道雄( 設備 ・大阪市都市整備局建設部設備課長)

有光利治( 施工材料 ・鹿島建設建築部技術課長)

ずR Cなども多〈、 とくに集合住宅の壌われたものは、負担方法な

どで時聞がかかり何年もそのままの状態になるのではと危慎してい

る。また、こうした状況下て¥復興も進まない中て¥倒壊後の空地が

何も建たずに櫛の歯の抜けたような状態が続くのではないだろうか。

田中 震災でほとん E壊されているものは、どん Eん解体されて

いる 。 そうした中で、人工のモニュメン卜は記念碑としてふさわし

くないカミ震災の傷跡として何か適当なものを残すのが鹿足を忘れ

ない力になるので、はないfごろうか。

有光 被害を直接受けた人にとっては、 1 月17日のあの惨状は、

忘れることので、きない出来事であり永〈記憶に残るだろうが、周辺

の直接被害を受けていない第三者的な立場の人にとって、 1月17日

は、歳月と共に風化していくだろう。今回の震災から得た教訓をい

かに伝えていくべきか、それぞ、れの立場で真剣に考えていく必要が

ある。

西岡 毎年、 1 月17日伝忘れないように、記念日にしてはどうだ

ろうか。その日には、震災を思い 出し、様々なシステムなどを総点

検するとか、心の準備をするとかしたらどうだろう。

長瀬覚えているだけでなく、記憶の新しい早い時期に何らかの

アクションを起こすことが必要と思う。行政面でも、やっと今回、

既存不適格建築の両様改修を翻労づけるようになり、制振や大空間

などの先端分野の技術開発だけでなく、補強 ・保存技術についても

構造関係者はもっと積極的に取り組むことが求められる。

西岡 防災についての様々な提案は、行政サイ ドも含め、学者な

どの有識者の方々や、被災経験者などから提唱していただき、市民

的な展開を得て、実施するい、った労法カ望ましいと思う。

田ノ畑 モニュメン トやイベン 卜がないと、すぐに忘れきられて

しまう 。我々にはあの体験が残っ ているが、次の時代の人々にどの

ように行動すればよいかを伝えるのは、継続的な防災への心の構え

がないと難しいと思う。

建築界が自己検証を

田中 天災は忘れた頃にやってくる。今回の震災で建築界は E の

ように変わったのか、或いは変わらないところは何なのか。建築家、

ゼオ、コン、それぞれが自己験証することが必要と思う。



関東大震災当時 ( 大正12年 10月号) の「建築と社会J の表紙

音村 今回の震災直後、ライフスタイノレは変わるだろうと 推測す

る意見が多かったが、落着いてきて周囲を見回すしあまり生活様

式の大きな変化は見うけられない。

長瀬建物や都市は地震だげを考えて つくられるものではない。

人が集まって住む大都市そのものが防災と矛盾する 。地震は自分が

生きている聞にはこないかも知れないと、人は災害危険の確率と経

済性とを秤にかけている。

告村 被害の度合いや破壊の度合について考えても、技体暗とユ

ーザ、ーと の聞では、認識にかなりのズレがあると思う 。

長 瀬 今 回 の震災で構造設計、とくに目標設計ヵマ士会から初めて

注目された。大地震時には、人命を守ることができれば、建物の損

傷を許容するというスト ーリーて" 設計されているわけだが、ここに

2 つの問題がある。ひとつは、こういったクライテリアが建築関係

者の中だけで社会の同意を獲4号していなかったこと 。 もうひとつは、

建物の壊れ方で、 とくに必要がないとして静l震設計されていなヵ、っ

た間仕切り壁などの非構造部材の被害が問題になっている 。 こうし

た問題を解決するためには、構造技手f渚がもっと社会あるいは建築

主に対して発言 していくことが必要で‘ 、本誌10月号でも、構造技術

者の社会性を特集のテーマにとりあげてこの問題ぞ考えた。

山本 関東大箆足当時の「建築と社会」の記事を読んで、武田五

一先生の「商標的建築とい っても、所詮は相対的なものにはかなら

ない」 ぃ、う 言葉が印象に残った。 この震災後、耐震、防災い、 っ

た建築の価値軸のワェイトが重要視されてきていることを認識せざ

るをえない状況。 しかし、これヵ、ら新たな基準やノレールでつくられ

ていくインフラでも建築でふかたちあるものであるιL七、より大

きな自然の力の前には壊れる運命にある 。 そういった状況に対する

人間の営みの運命とか、ある種の「党悟J のようなものを今回の地

震が教え てくれたと思う 。

梅 村 今 回 の震災をたんに忘れるか、詑憶に残すかというよりも、

それを積キ1闘に意識していくように持っていきたい。再度、こうし

た大箆足が起こった場合、今回の休l殺を生かして、それに E う対処

しうるかが重要だと思う。とくに行政の立場から街づくりに関わる

私達は、 一散市民以上に強〈意識をもっ必要がある 。 とくにハー ド

面を考えるとそう思わざ、るをえない。防災に向けてやってこなけれ

ばならなかったこ t ヵfできていなかった面がある 。折を見て、どれ

だけで、き ているかを検証することも 重要である 。これまで樹木を植

えることは、都市のアメニティ、 景観に役立つことと考えて仕事 を

してきた。 それが、今回、防火、建物の倒壊防止などに役立つたこ

とを知り、あわせて昔の記事 を読むし防火については 70年前にす

でにいわれていた事だった。 これからは環境づくりの中にも防災面

を考慮して緑化を行っていきたいと考えている 。

田中 今回の地震で; 何がいちばん問題であったのか、建物が倒

壊したことが問題なのか、二次的な火災が発生したことなのか、救

助、消火活動の折、インフラが壊われていたこ t が問題なのか、或

いは情報が十分に伝わらなかったことなのか、人的な対応、が問題な

のか、その中でただひとつ救いであったボランティアと いう、いざ

い、う時に助け合う側面が出来たことが、これからの地域社会に役

立つならば、こうした忠郎裁を育てていくことが重要なのか、よくよ

く問題を考えると、見えてこない部分もある 。

小梶 ボ、ランティア活動については私自身も感銘を受けた。 とか

く若い人達を悪いケースで1列える表現が多い昨今であるが、その人

達が我が事のように協力を惜しまない姿は、我々の社会の将来に、

なにか明るいものを見たような気がした。 またパソコンオ、 ットワー

クによる画像が多くの人に正確な情報を伝えたとも聞いている。約

70年前の関東大箆 足では人々の不安な気持が、在日外国人に対して

の暴動を引き起こした事実が歴史の中て、読みとれる。この度の震災

て" は、人々 が其1惨な態度であったことを誇りに思い、何か大きな良

い方向の歴史の流れを感じた。

わが身を焼いて公園を守った街路樹に緑が戻ってきた( 1995年 7 月17日神戸市長問区)
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高速道路も倒壊した (1995年 1 月19日芦屋市}

防災システムづくりが急務

長瀬防災システムは、非常時の人間の心理ぞ考えるとどうして

も、フェーノレセーフ的なことが考慮されるべきで、ひとつがだめで、

も他に策があるような冗長性が是非必要と思う 。

田中 地震を考えた日常的な環境づくり、システムづくり、十分

な安全制悩呆できるための投資がまだまだ不十分だと思う 。

有光 システムや体制を整備することも大事なことであるが、そ

れ以上に、我々一人ひとりが、それぞれの立場で各人に課せられた

責任を果たすことが重要な ことではないかと思う 。個人レベルでも、

まだまだ、もっと出来ることがあるのではないだろうか。

樹す 室崎益輝先生の記事などを読むと、ソフトの前にまずノ、ー

ドありきと 書いておられる 。仮設住宅、消防活動も居住脳出互のオ

ープンスペース、大火の起きにくい都市づくりがあれば解決する問

題だ。 またハイテク技術の補完もロ ーテク技祁Tて、ある程度、補える

とJE う。

田中 ソフ トの立ち遅れが目立つが、しかるべきハードに対する

投資が十分で、なかったように思われる 。いま再び、あのような樹英

の地震が起こったなら、都市のシステムはどのような状態になるだ

ろう 。あの時、指適された鉄道、高速道路などの補強は、現在でも

果たして十分に出来ているのだろうか。疑問に思う点も多い。

田 ノ 畑 地震に遭遇するのは、交通事故にあうよりまだ確率カ河丘

いと思っている人も多いように見うけられる。

告 村 建 築 経 済学の視長から、神戸は当分の| 旬、大きな地震が来

ないだろうから、市: 展性を下げたローコストの建物を認めることに

より、復旧が早くなり、経済的立ち直りが早いい、う意見守述ぺる

人もいる。

田中 決して、都市は仮宮物であってはいけないと思う。インフ

ラとして安全なものをストックしていくこ t が大事だ。

小 梶 仮設という言葉て; 思い 出したが、人聞が住まうということ

は、単に生活を営むい、う意日米以上の何かがあるように思う 。家や

仕事場が被災したからい、 って、そんなには簡単に出て行け此思い

があるのであろう 。避刻伊万での不自由な生活を強いられた方々や、

仮設住宅で生活されている方々にとって、動斉がついて来ない状況

U: もに土地、地域への愛着があると思う 。 それに対して、いくら
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急を要する施設の建設であるから い、 って、将来的展望のない建て

方をし、その中で長期に生活をする方々、街のあり方について果た

して考えられているとは思えない。今後は、これを機会に早急な対

応のあり方、そして長期的な存在のあり方を、準備しておくべきで

あろう 。 また、日本国内でこれらについても、議信命を重ねるな E の

アクションを起こしたケースは E れく らいあるのだろうか。

ハードとソフトの両面から考える

長瀬 ところで、都市計画の分野で、防災施策を設計する場合の目

標値あるいは性能判断のクライテリアは E うなっていますか。

梅村東京都では、関東大震災カ芳見在起きたと想定した場合の被

害のシミュレーションを公表している 。

田中行政面では、防災公園は 1 ha 以上でないと補助金がつか

ないな E 画一的な法令を変え、形なども周辺の状況を考慮して考え

る和也があると思う 。

山本安全、 |坊災といった見地から、行政にしても、建築界にし

ても、そのシステムやノレーノレづくりに改善すべき点はたくさんある

と思う 。 しかし、そうしてできあがった「ハードJ の領域の限界を

自党すべきだと考える 。車に例えれば、シートベルトやエアパック

や ABS い、った安全装備があった t しても事故がなくならないよ

うなもので、 一方では「ソフト j な領域 t しての使う側の人間の意

識が重要だと思う 。震災はこうした「ハード」なものへの過信や依

存に対する 警告なのかもしれない。

田 ノ 畑 新 商 標 い、う基準て新旧を区別する時代の大きな流れの

中で、次の世代に引き つないでいく我々が設備的なものに関してい

えば、ハイテク技術に頼りすぎて、ローテクを忘れている 。 もっ と

自然の力などを有 ｾＩｊ 利用できないかな ｅ 、これから考えるべき問題

も数多い。

西岡 設備面のことを、飛行機事故て例えるなら、被葉機の時代

の墜落事故なら数人の被害て済むが、ジ、ヤンボジ‘ ェット機削除代の

事故は、ひとつの墜洛で数百人の中樹生者が出る 。現代のように都市

機能を支える設備システムが複雑で‘ 高度化すると、地震から受ける

ダメ ージも多種多様でー用複雑なものになってくる。破壊された都

市の復旧に大変な時間 t 費用のいることを今一度認識し、ライフラ



ピルの構造や施工面での問題も多い( 1995年 1 月19日神戸市中央区)

インや建築設備のシステムづくりに、ハー ドとソフトの両面を十分

に考慮する必要がある 。

建築技術者の社会的責任を再確認する

有光 当時の記事を読むと 「施工の良否が建物の善 し悪しを決め

るJ い づ 文章があちこちに出てくるが、建物をつ くる基本は、 70

年を経た今も変わるものではないと、今さらながら感じるところで

ある 。ただ、当時に比べると社会情勢も複雑にな って、随分異なっ

ているし、施工技術も飛躍的に進歩を遂げており、どちらかい、う

と経済性や合理性が、より 重視されてきたように思う 。今回、阪神

大震災を経験し、自戒も含めてこれから我々がやらなければならな

いことは、建物を具現化する過程の中で、もう 一度足元を見直し、

「基本に帰る」 ことではないだろうか。被害 の調査が進む中で、今、

施工の良否が問われている 。施工に携わる技締諸として、プライド

をも って、我々が果たすべき社会的責任を再臨忍すべきだろう 。

長J頼関東大箆足に関する 当時の記事の中で構造に関するものは、

やはり木造の耐震性を論じたものが目立つ。基礎、筋違い、 屋根の

軽量化、 そして防腐メンテナンスと現庄 U司じことカf指摘されてい

る。技術は進歩しでも人聞はそう進化するわけはなく、わヵ、ってい

ても 出来ないことは変わらない。む しろ建築技術や都市システムが

高度化 ・4錨制ヒすると今まで考えもしなかった形の災害が号 lき起こ

されるので、災害の危険性は少しも枇かしていないかもしれない。

関東大震災当時は都市化の過程にあったため、都市に集まって住ま

うための義務 t いったものが主指命されていた。伝染病カ守荒行れば予

防注射をすることが当然なように、 都市の建物であれば壊れないよ

うに して他人に迷惑をかけなくする ことが豪首発であるというところ

は、事丘の市慢改修義務の立法化 と繋がるように思う 。

防災と快適性をあわせた都市づくり

梅村 都市計画に携わる技術者の立場から述べると、風水害など

も含め都市防災は重要な命題で、経済、技術進歩、財源的制的など

の与条件を考慮、出来るかぎり 、↑ 財産てや安全なまちづくりを考えて

いきたい。個人 としては、こうした体験を子イ共や孫な E に語り伝え

ていきたいと考えている 。

小梶 一方、者11市は防災時の安全性のフ アクタ ーだけでは片づけ

られなし、。 その街で人々がI新車に生活できる計画とすることがまず

重要であると思う 。魅力ある街にこそ文化が宿り、それゆえその街

を愛し、それらこそを我々が子孫に残すべきことなのではなかろう

か。街の魅力と安全は多くの部分て不自反する状況にあると思えるが、

魅力の上に安全のフィノレタ ーを通すことで、 うまくバランスが保て

ないだろうか。今こそ日本においての都市計画が世界から試される

ときである 。 それくらいの党悟をも って望むぺきである 。

田中 計画では予期できない ことが起こりうる 。今回の経験は街

づ くりを考える上てよい勉強になった。福祉のまちづくりに携わっ

ている関係で、 声なき被災者も数多くいることを知っている。人が

集ま って 住 む い づ 空間づくり、安全なだけで液い、街になっても

駄目だと思う 。楽しい地域づくり、空間づくりをめざ して、都心の

コミュ ニティについて、 もう 一度考えてみたい。

音村 今回の体験をベースに、建築計画を安全の商から再検討す

ると、リアリティに欠けている面もあ った。地震前の防災計画でも

そう Tごったと思われる 。 それを? リアリティあるものに変えていく必

要がある 。非常時の防災計画も考えると 同時に、 1記直.'1全のある都市

づくりが必要な 11寺代にな ってきていると思う 。 そうした時代状況が

関東大震災の頃と 異なるこ とを念頭に置きながら、よ り安全、快適

な都市環境、建築づくりをしていきたい。

本日はどうもありがとうございました。

座 談 会 風 景 (1995年11月 7 日ω PM700- 9 :  00 日本建築協会会議室)
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都市の察観を梅成する建物の表情は時代の変容とともに、つねに変化しています。

それは、建物の織能力、その時代のニーズに対応しつづけているからと言えます。

Y K K  A Pは、そんな建物の表情を情成する関口部のアルミサッシやカーテンウオールなど、

完成度の高い建築パーツをトータルなシステムで建築に融合させること、

つまり、現代建築が求める時代のニーズに[デザイン& テクノロジー] の

設計対応でお応えすることを企業テーマに掲げています。

精度の高い製作・施工はもちろんのこと、その建物の設計コンセプトを、

鋭いデザイン力と高度なエンジニアリングで解決・具現化しています。

YKK 

a p  

ｾｙｋｋ ア・キテクチユラルブロタクツ株式会社
本社/ 東京都千代田区神田和泉町 1

大阪支后/ 大阪府大阪市中央区谷町4- 8- 7



私たち旭化成建材が世界初の一体成型超軽量 P Cパヰル・グランデを発表して 14年. おかげさま で

グラ ンデはその超軽畳性・高断熱・耐火性・施工性… が認められ、さまざま な建築のお役に立 ってき

ました. そしてこの度、これらグランデの優れた機能性にプラスして、白地部の防水性能 をさらに

高め、表面仕上げ( タイル貼り ・フッ素樹脂仕上げ) の工士事生産化を達成した、高機能、ハイタy チの製品

r ハイ グランデJ をt量生させました. もちろ ん免震性・安全性・施工の省力化や簡略化 ・メンテナンス

の有利さなど、グランデの数多 〈の特畏 もし っかりと受け継いでいます.

こうした先進技術は戦後最悪の自然災害となった兵庫県南部地震をはじめ、北海道東方沖地震など、

大きな地震が相次いで発生し、甚大な被害が見られる 中、グランデを採用した建築は優れた免震性

を発揮して、防災性にも優れていることも実証しています。さまぎまな建築・構築物の外壁を美し 〈、

しかもローコス トで装う、超軽量 P Cパネル「ハイグランデJ 。

21世紀へ向けての都市建築をさらに美し くやさしく創造します.

ハイク‘ ランデ

変

形

追

従

性

に

す

ぐ

れ

た

免

震

性

と

確

か

な

防

水

性

。

- 練 準 仕 機 ・厚さ 150l1li ・相じゃくり ・二盟シ ル ・小口防水 ・表面、工喝仕上済( タイル貼り ・フッ素樹脂仕上11) ロッキング偶法

・基 本 物 性 気乾かさ比11 :  0.65 庄縮強度 40k8f / mH気乾) 熱伝尊率: 日 13Kkcal l mh' C( 気乾)

・パネル寸法 (厚) 150x( 幅) 600- 1. 即日 x ( 畏さ) 600- 4. 460冊目

Z雪芝竺旭 化 民 主 建 材 冗談j213275:22272222:22Mm: i g:誠! ??忠誠33 ・ 金 沢 印刷 7188
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①軽量・高強度です。

② 防火性に優れています。

③ 防音性に優れています。

④ 断勲性に優れています。

⑤ 経済性に優れています。

K OK UY O 

私たちの美しい地球のために一一一。

コクヨカレットフロアーは、

ガラスピンリサイクルによって生みだされた

超軽量素材 fCライト」を充演した

エコロジー製品。

先進のインテリジェントオフィスを支える

コクヨの技術と、

画期的なマテリアルが出会った

ハイクオリティなOAフロアーの導入により、

地球の環ｾ保 全 に貢献できます 。

Cul l et Fl oor 

@@Dbi en A M 新発売
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病院や老人保険施設にかぎうす、さ

まざまな分野で安全で快適な環境づ

くりに強い関心が持たれています。

シーアイ化成は、この社会のニーズ

に呼応し、抗菌効果を施したベルビ

アンを新しく開発致しました。それ

がベルビアンA M( Ant i  Mi crobi al  )  

です。

このマークが表示されたベル

ビアンには、抗菌加工が施さ

れ て い ま す。
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HC-TopPi l e 

ｼ ｊ げＺｊ｟ＮｴＭＡＡｩ引 ｴ ＭｲＧ ｊ ｌＮ ｾＱ
「節杭」のパイオニア、ジオトップのハイシー・トップ・パイ

ル。特殊コンクリートを遠心力成形し、さ 5 に 常 圧 蒸

気養生させることで、従来晶にない強度を生み出しま

した。曲げ性能、水平耐力の大きさとともに、地震に強い

節杭として建設省の認定済みです( 建設省住指発第

381 号) 。日本建築センターの「地震力に対する建築

物の基礎の設計指針」にも対応した高品質で信頼のお

ける' 杭" です。

TAI P 

| タイプ工法|

「タイプ工法」は、建設省の認定を受けた低振動・低騒

音の低公害指向の基礎ぐい工法です。長尺・大口径の

鋼管、コンクリート、鋼管矢板の施工に威力を発揮。斜

ぐいの施工・ヤットコ下げも可能で、通常施工困難とさ

れる崩壊性地盤でも施工が可能です。

MT( ミルクトップ) 工法 E T ( エコトッフ) 工法

ハイシー・トップ・パイルを用いたより信頼度の高い埋込み工法で建築基準法第四

条の規定に基づく認定工法( 建設省阪住指発第 2号、第3号) です 。

・M T 工 法 ・E T 工 法

セメントミルク注

入液の配合並び

に施工要領を見

直し、高支持力の

発現を図った工法

です。

高支持力の発現

と掘削土量の低

減を図ることを目

的とした工法です。

G
E。株式会社ジフfトッフ

干541 大阪市中央区高麗橋 2- 1- 1 0( 高E望新ピル)

TE l . ( 06) 226- 0451 FAX.  ( 06) 226- 0873 

( 旧社名. 側武智工務所)

支后/ 北海道 ・東北・東京 ・名古屋・大阪 ・広島 ・九州

工場/ 北海道・青森・福島 ・山梨・滋賀 ・熊 本 ・鹿児島

高い「信頼性」と「実績」。

建築用ゴムガスケッ トく ダイヤロ ック@ ガスケット 〉 で 快 適 空 間 を 創 造 /

ｾ災直後の方‘スケット工法によりガラス破吸がなく無邪であった姥物の外崎Ｈ左側Ｉ

ジッパーガスケット「ダイヤロック iI!I J  

窓ガラスのグレージング用ガスケットとして耐震性能

に優れ、水密性 ・耐風圧 ・気密性などに高い性能を有 し

ており、高府ピノレ、トップライト、タワ ーに は欠かせな

いツ ーノレとしてイ言頼を得ております。

ｾ＠ 'Jfl l 削株式普私

本 部 干 567 大 阪 府 茨 木 市 学 園 南 町 15番 17号

TEL( 0726) 33- 1331( 大代表)

東 京 支 庖 〒 102 東京千代田区五番町 ＱＰ 番 Ｒ 号Ｈ五番目 ｔ センターピＩｾＩ

TEL( 03) 3230- 3761( 代 表 )

高 岡 営 業 所 干 933 富 山 県 高 岡 市 赤 但 父733番 地

TEL( 0766) 22- 8313 

伊 予 工 場 干1明-31 愛 媛 県 伊 予 市 上 吾 川 甲 1231 番 地

T E L  ( 0899)  82- 1 131 ( 代表)

出 張 所 。 膝 沢 ・ 静 岡

工 場: 松山・砥部 ・唐川 ・小国 ・大阪・岡山
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建物を守って70年余一一 三星の安心防水

。関西防水管理事業協同組合

先進 くる信頼

- 改質アスフ アルトシート防水

三星ガムクール防水

・ウレタン塗膜防水複合工法

三星オルタック防水

・塩ピシート防水密着工法

三星ビ‘ ュートップ防水

・塩ピシート防水絶縁工法

三星ビュートップ防水uu工法

・改質アスフアルト防水トーチ工法

三星ポリマリット防水

. F. R. P. 塗膜防水

三星ポリ工スター防水

・加硫ゴム系シート防水

三星プラストシート防水

・・・などを開発、常に先進の妓術を駆使してきました。

これからも建物、生活空間を守る完霊な防水に挑

戦しつづけます。

V思ぞbZ41担 割 鰐

rvトレックJ

-園 田理ヨ哩哩堅調・ _，...._ 拒齢酎 ｬ 御の ｾＭＷＩ レシステムをめ ｴＡ す

骨時横山l @〉特許機器株式会社禁! 日;;;;!?221

特許機総鮒製 lll lJ 仮 装 置 rv トレ ツク J 1立、 二 つ の質点系の相互作

JTJ の問題を積極的に利用して振動をl I J lJ 御しようと 言 うものです 。 そ

の川途は、建築物の水平方向の振動指IJ 御 や 床 版 ・梁 等 に 見 ら れ る 垂

D'( 万向の振動を制御lする 4: )-cです。

rv トレック」を採用するI t - c によ っ て、共振点近傍の振動環境を約

2 分の l にする事や振動の減衰性能を向上させる事が可能になりま

ビル・タワー横揺れ防止用

椛治体の展上音I1に設置することによって、ノド平方向の振動を制御する 。

1  ) 交通振動による構造振動のf氏i成

2) 風による篠山J防止

人力加娠の X 方向( 1 次) 波形

T MD固定

74 

す。

、時1)振装置に必要な周波数調整についても、装置内に装備されて

いる調整機構によって簡単に可能です 。

建築物の振動 Ｑｾｉｊ Ｑｬｐという課題にたいして、特許機器附製 ｬ ｴＮ ｬ Ｉ 振装置

rv トレック」は、様々な構造体と生じている振動問題に対して、

有効に機能を発揮しています 。

機械振動用

大樹長な娠却j対知包工をすることなく、戸慌が可払

1  ) 強制機耐震動1) の時IJ振

2) 工期の儲街

3) 設置スペースの省力化

口 口

需害|

d 制 一
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浮上がり防止

ス 卜y パー

ベアリ ング

( ピラ フロン @)

ピラーユ二トン@支承は、関西国際空港旅客タ

ーミナルビルの渡り廊下、臨海副都心東京国

際展示場の屋根にも採用されたす べ り支承で、

地震や風等による建築物・屋根の層間変移や

たわみを吸収する可動・固定支承です。

特 長

たわみを吸収、大移動量にも対応可能

たわみを吸収、すぺり面は常に全面接触しており、片あた

りせず安全かつ長寿命。

各種安全ストッパーを装備

超過移動防止ス トッパ一、浮上り防止ス トッパーなどを支

承自身に組み込んだ安全設計品。支承を取り付けた後に、

スト、ソパーを別途取り付けるといった作業は不要です。

据え付け簡単

支承は仮固定金臭をつけ 、上部 下部 1つにセ、y 卜して納

入、又、安全ストッ

パーも支承自身に組 ｡ ‘ｾ＠ GREEN DOME 

み込まれており、据 ‘ｾ＠ MAEBASHI  

え付けは 1つのセッ

卜品を溶接取り付け

するだけでOK。

東 京 ( 03) 3432- 1  61 1  千 襲 ( 043) 242・1493

白 旗 ビ ヲ ー 工 業 械 式 書 社 名古屋 (0問 962- 7861 横 浜 ( 0伺 ) 201- 1361

大 阪 ( 06) 302- 5201 神 戸 ( 078) 925- 3232

本社ー宮業本部< ! ! 1 > 5 3 2 大阪市〉定}II 区野中南2丁目 11 番4 8号 仙 台 ( 022) 231 ・1611 広 島 ( 082) 231 - 4255 

国 ( 06) 305- 1  9 41 凪 ( 06) 305- 0606 水 戸 ( 0292) 25・7 2 1 5 九 州 ( 092) 724- 3301

納入実例 : グリーンドーム前橋

(群馬県前橋 市)

B E GAはいつも新しい、いつまでも新しい。

B E GAのラインナップタが大幅に拡がります。

ヤ? ギワが BEG A を日本に紹介して以来、エクステリア照明器具としての優れたデザインと過酷な環境におけ

る耐久性とでZ5い信頼を得ています。さらに最新の照明技術や新光i原の導入、水中照明を合めたランドスケー

プ全体へのj照明手法と器具の僻1発を絞けています。だから rS E GAはいつ も新しいJ のです。一方その耐久性は

ＲＰ 年以上た っ ても多くの器具が現役であることからも笑証されています 。塗 装や［ｴ ｾ 材の吟味はもちろん、全 パ

ーツを保管するというメンテナンス体制がそれを可能にしたのです。rS E GAはいつまでも新 しい」理由です。

ヤマギワはドイツ、B E G A社製 品の全ラインナ ップを日本で発表 しています。

カタログご希望 の方は下記までお申し 込みください。

y a ma g i wa  

ヤマギワ株式会社近畿営集部 〒556 大阪市浪速区日本橋3丁目4番9号 TEL.06(643)3211
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Repor t  

学際的交流をめざし

て歩き始めて6年目

日本インテリア学会第 7 回大会開催

渡辺 秀俊

武庫川女子大学講師 ・工1専

インテリアという産業分野は確固として存

在する 一方で‘ 、インテリア 学 という 学問分野

はおよそ革命郭がはっきりしない。それは、こ

の分野がデザ、イン学、歴史学、建築学、家政

学、生活科学などの多様な学問を幅広くベー

スにして成り立っていることが一つの迎由で

あろう 。 さらには、 学問的知識が「造る J と

いう 実務的知識と密接な関係にあることも理

由として考えられる 。それゆ えに、インテリ

ア学の基盤を固めるためには、多様な学問分

野聞の交流、さらには笑務者と研究者との相

互理解や協力が重要な働きをする。

日本インテリア学会は、 このような認識の

もとに、 1989年 6 月 に小原二郎氏 を会長とし

76 建築と社会 ・1996. 1

て設立され、今年で 6 年目を迎える若い学会

である 。設立当初は会員数300名余りでスター

卜し た学会であるが、今日で、は700名近くの規

模となり、インテリアを共通テ ーマ t する関

係者の研究成果発表や情報交換の場としての

機能を果たすに至っている。

学会の組織は、 北海道、関東 ・東北、東海、

関西 ・ 北陸、ｩＺ ｾＱ 国・四国、九州ｼの Ｖ 支部と、

歴史、計画、人間工学、デザイン、構法、生

産 ・流通、教育の 7部会からなっている。活

動内容は、年に一回の大会発表会の他に、各

支部、各部会が主催するシンポジウムや見学

会な E が随時行われている。

このイ ンテリア学会の第 7 回の大会が、 き

る11月28 日から 2 1' 1聞の日程で大阪芸術大学

を会場にして開催された。 1 EI 自は、大阪界

隈の建築物の見学会力主催され、 i共庵記念館、

綿 業 記 念 館 、 天 保 山 サ ン ト リ ー美 術館、

AT C、WT C などの近代 ・現代建築を多くの

参加者が訪れた。 2 日目は、 531習の研究発表

と記念対談などが行われた。

研究発表では、インテリア計画、 人間工学、

色彩、材料、歴史、図法の各セ ッションに分

かれて活発な討議がなされた。今年はこの他

に特別研究報告と して、阪神・淡路大震災に

よる住宅内部の被害報告のセッションが設け

られた。 9人のパオ、ラーか ら住宅内部の被害

の実態について、自らの地震体験やスライド

などを交えながら報告があった。家具転fi lJ の

防止対策などについて会場の参加者を交えて

討論が行われた。 このテーマについては参加

者の関心が特に高〈 、満席の会場では議論も

記念対談の風景

っきるところがなく、時聞を延長して討論が

続けられた。

記念対談は、樋口治氏と 川 111奇浩氏により 「イ

ンテリアの源流を採る一大阪を中心として

- H 題して行われた。両氏が手がけた戦前・

! 被後の建築物 ・船舶 ・航空機などのインテリ

アの笑施設計例について、当時の社会情勢や

体験談を交え て講演があ った。

会場にはこの他に、特別展示として「近代

大阪のインテリアドローイング展J t  rイン

テリア系学校卒業作品展」のコーナーが設け

られた。船舶、シャンデリア類、航空機など、

普段はな かなかお目にかかれない歴史的にも

武重なインテリアドローイングが展示され、

戦前から高度経済成長期に 至 るまて" の大阪の

関連企業、設計者、デザイナ ーに よるドロ ー

イングワークの活力がかいま見られた。

会員数が数万人、発表題数が毎年数千題と

いう日本建築学会の大会 に比べると はるかに

小規模の学会である 。 しかし、組織の一方的

な肥大化 は、やがて学問分野の細分化と固定

化を招くおそれもある 。 インテリア 学会の設

立の趣旨が、異なる学問領域を縦横につない

で一つの インテリア 学 を目 f旨すところにある

ことを考えると、 学会の拡大を進めながらも、

既成の学問分野の枠組みを解き放つ形での研

究発表そして交流の場造りの工夫が、 7 年目

からの学会 には引き続き求められるであろう 。

インテリア学会の問い合わせ先

日本インテリア 学会事務局

T EL&F AX 0474- 71- 5311 (月 ・水のみ)



サスペンション膜構造の設計

一 熊本県民総合運動公園陸上競技場

原 克 己 はらかつみ

側日建設計大阪本社構造設計主管

屋根の平面形は、長手方向の鹿半艮スパン約178

m、最大幅39mの三日月形状である (図 1 ) 。立 而

形状は、属中艮の前方のフィーノレドイJ l i H立問弧状の立

商をなし、スパン 178mに対しライスーは約25m、ラ

イズスノ f ン比25/178与 1/7. 1である。

屋根而全体は、屋根の両サイドに建てた照明I答

兼用の欽骨タワーからケーブルで展中艮を吊る椛造

としている。この吊り構造昔日の構造システムは、

フィーノレドイJ [ IJ の軒先、 これを A ライ ン とl呼ぶこと

にすると、 A ライン長手方向に届級商の吹き上が

りを防止するために、 mf: : i の鉄骨をア ーチ状に架

け渡し、この鉄骨に吊りケーフツν を接続して吊り

上げるh悩i H. している。この鉄骨と吊りケーブル

とは同ーの鉛直平面内にあり、問削2を付与するた

めに、このA ラインのアーチ私鉄骨にプレストレ

スを導入する。導入張力は、 A ラインアーチ鉄骨

に3201 : . . 後述のサイドステイケーブルに 300t であ

る。なお、プレストレス正尊入は、 A ライン架鱗の

みとする。これにより、アーチ以飲' 白ーおよび吊り

ケーフツレに張力が入札 A ライン努揃面の剛性を

高めている 。

屋根面内トラス

E  

図 1

日ライン

形変の時

Z

L

槻

y

レスレフ図

図 4 風荷重時最大変形

膜函パース

このA ラインの吊り桃造部の荷重伝達方式は、 でタワー全体を前傾姿勢としている。このため、

以下のとおりである 。 2本の柱の上昔日からおのおの後方にパックステイ

まず、自重や風の吹き下ろし等、鉛直下向き荷 ケーブルを 2 本ずつ配して、前方への倒れを防止

重に対しては、吊りケーフツレが荷重を鉄骨タワー

に伝達する。風の吹き上げの鉛直上向き荷重につ

いては、ア ー チ羽 ｾＡｫ 骨カ苛奇置を下音 ｉ 片務造体に伝達

する。

屋根商の後方、これを B ラインと呼ぶことにす

ると、 B ラインの三 日月の弓止刷3分は、鉄骨梁と

これを支える鉄骨柱および車1Iげ、レースとで屋般を

支持する境界構造を形成する 。 これを境界桃造B

とl呼ぶ。

この境界総造 B はA ラインのアーチ状鉄骨と屈

している。また、 A ライン吊りケ ーブルからの日長

カに抵抗するため、およびタワ ーの後方への 「仰

ぎ倒れ」 を防止するために、図 1 、図 2 に示す方

向にサイドステイケーブルを配している。

図 3 にプレストレス滋入! 時の変形を、また図 4

に台風)1寺の変形を示す。

なお、屋根面は、 JJ 英と押さえケーブルからなる

l波面を単位とし、屋根商全体をこの単佃l呉市の繰

り返しで構成してし、る。

この単位の)J 失面は、7 . kJ ニのA ラインから水下の

キ艮而の鉄骨梁とで三 日月状に屋根国内の水平トラ B ラインにわたって架け渡している 。

スを形成する。この卜ラスガ県により、風や地震 JJ 具有形状は、検1新商としては浅い V 字型をなし

の水平カを下部桃造体lこ伝達させる。 ており、 V 字の谷部に押さえケーブルを配して)J英

鉄骨タワ ー昔11は 2 本の直径1200φ の鋼管の柱 商 制11
1
さえている 。 この押さえケーフツνにプレス

からなり、松=頭はA 商の ，' j ' ，りケーフソレの吊り元と トレスカとして 2. 5t の張力を導入する。ケーフツレ

なっている。この吊り元の日さは柱脚から約36. 5 の両端はA ラインおよびB ラインの鉄骨にアンカ

m にある 。 ーしている 。

2本の柱は柱脚がピン支氷であり、またこのタ この単位の膜属板の両側は、鉄骨梁を配して膜

ワーが Ｎｾｬｾ Ｑｬ月搭も兼ねてし、るため、照明労燥の関係 商を留めつけて L、る 。

遺聾と社会 ・l蜘 。 77



大阪駅前ダイヤモンド地下街の消防・防災システム

伊元 惇 いもとあっし 八木保夫 やきやすお

昭和55年のJ ' i i . 岡駅前ガス爆発事故以来、 「地

街寸' : 9 嘩絡協議会」との安全対策面での↑ 踊際宇で、

大阪駅前ダイヤモンド地下街は馳藍の未昨年10

月にオープンした。

本地下街、特に地下 1 階部分の消防 ・防災シス

テムZIJ ' 例を、以下に列記する。

日つの防 災避難ｾＮ ロック

路線型の地下街であるため、 42の! t ! l 上への直通

避難附段と、 11の地下広場により、 fS つの防災逃

大阪市街地開発胸工務部段備

アップ敬礼点ともなっている。

活性化避難誘導システム

付) 地下広場階段の避難口誘噂灯として、点滅

形誘導音装置付き誘導灯を設け、同期を取って 2

Eぼ頁の音声をf応、分けることにより、自の不自由

な方々も i邸仰の方向を明確に選月'1できるように

している。

( ロ) 公共地下歩道の通路誘導灯として、新型の

通路誘導灯を 1 0 mIHI 陥以内に 設世してし、る。火災

難ブロックJ に分別して安全を図っている 。各地 時には、出火およびその隣接防災i邸佳ブロック内

下広場は 2以上の直通遊事僻皆段を有し、持機と採 の新型通路誘導灯は、向 ill1m句に避難方向を甜尺し

光を兼ねた吹抜けを設けたうえ、初期割拠用のフ て矢印の点滅表示を行う 。

アンも Ｑｾｆ 設して、各ブ ロ ック問のより安全な緩 ｦ 街

地Ｊ の役目を来たしてｾ， ｾ 。 公共地下歩道は Ｓｭ

ι Uニの天井市を有制呆したうえで、音1111' 自勺にスリッ

ト天井を配置し、天71 ' 1 . 誌を煙溜まりとして利用し

ている 。特にダク卜鎚賂における煙の拡散を防くや

ため、地下広場 ・公共地下歩道 ・1古街li はすべて月 IJ

系統とし、笠ｾｾ司ダクト系は ＳＹ に、株煙ダクト系は

42に分古1 ] している 。

防災センターと防災分散拠点の併設

防災センターは中央処理装置 ・CRT を主体と

した紡才舌防災監視量生を備え、数十台の I T V カメ

ラを駆使して、災害時の対応から復旧まで地下

街・駐車場等全体の指郊を行うものであるが、さ

らに 「防災分11捌 点J を設け、防災センターより

制御権を受けた; 場合は、その担当している防災避

難ブロックの初期消火 ・i邸 麟 導 ・防 火 例 曜 の

操作等を行うことができ、防災センターのパック

避難ブロック図

78 強 築 と 社 会 ・1996 ，1

"  ¥ ¥  ¥ I  I  1  1 /  

ミコ圃

/  1  1  I  1  ¥ ¥ 

新型通路誘導灯( 左点灯時)

大型ドーム

庖舗面積の集中する Ｕｾ 号線には、 ＱＵｭ 高の方、ラ

ス張り大型ドームを設けて L 、る 。随時開放もでき

る印刷| 姫機能を持ち、昼間は、さんさんと陽光

が降り i主主、 1也上越物空1mを感じさせる構造イ土上

げで、本地下街での安全員‘ I策の目玉として石制呆し

たものである 。 なお、そのドームには、炎感知恭

と連動して放水消火のできる円次抜火災消火シス

テム」を採用して t 佐 。

15m志の大型ドーム

隣接ピル等との情報交換

木地下街は「大阪駅前地下交通オ、ットワーク司王

弐U として、大阪駅前地下道のほか、隣接する 8

棟のヒツレに接続されており、 日常、 ffij，蹴羽勺にも防

5し七その述係は不可欠なものである。そこで、木地

下街とそれらの各防災センタ ー聞で、おのおのの

消防設備および桜絞部の防火シャッターの動作表

示等、枢互情報の交換を行って L 、る。

ガス設備等の対応

者II r 行方‘ ス使用底舗は一つのコーナーに集中させ

たうえ、安全碓初、装程、ヌゲス漏れ警報謝15、緊急、

ガス遮断装置を設けている 。 なお、他の昔11分での

「はだか火」の使用を禁止し、油脂蒸気を発生す

る設備のフ ー ドには、グリスフィノレターおよびタ.

ク ト消火設備を行っている。

その他

地下街階にも、消防車・緊急自動車力市工按進入

できるスロ ープの設置、非常コンセント設fftil 、無

斜緬信布I i 助設備、消防用水連結送水設fff樽 は も

ちろんのこと、携帯電話設備も完備して、安全は

もとよりサービス面でも十分な対応、をしている。
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n f o r ma l i o n  

関西パブリックアート・フォーラム

パブリックアート ・フォーラムの定例会が、「パブリッ

クアートは街に必要かJ をテーマに、 2 月に初めて関

西で開催される。

街づくりにパブリックアー卜がどうかかわっていくの

かをアーバンデザインの先駆者 ・田村明氏、彫刻を置

けば街づくりにつながるとする御構に警鐘を鳴らす

木下直之氏、そして環境作家 ・八木マリ ヨ氏が討議す

る第| 回関西パブリックアート ・フォーラムでは、本

音を語り合う場となることを願って、朝日者を募って

いる。

日 時 1996年 2 月14日制 15: 0ト 20: 00 

会 場 備 後 町 オ ー ク ピ ル 3階ホール( 大阪市中央区

備後町3- 6- 14) TEL06- 262- 4089 

参加費一骨nooo円、アー卜フォーラム会員は無料

フ.ログラム

- 基調書聖，寅/ 田村明氏( 法政大学教授)

- 問題提起と討論/ 木下直之氏( 見事県立近代美術鵡

学芸課長) + 八木マリヨ氏( 環境芸術家、神戸女子大学

大学I明カ教授) + コーデイネイタ一回中直人氏( 神戸芸

術工科大学E減対受)

- 港蝦会 18 :  3U"-' 20 :  00 

問い合わせ先は、仲 Tプリックアー卜研究所( 干 532大

阪市淀川区西中島ト 11 ー 16- 530 TEL06- 300- 4839)  

セミナー「環境と建築を考えるJ

日時 ＱＹＹＶ 年 Ｒ 月 Ｓ 日 出 Ｑ Ｓ ・ ＳＰｾＱＶＺ 30 

会 場 UNE P 国開業境技術センター

滋賀県草津市下物町琵琶湖畔

講 演 「生命が宿る建築 ・まちづくりをめさ. してJ

岩村和夫氏( 岩村アトリエ代表)

定 員 50人( 先着順)

初日費 一般4000円、新日本建築家協会会員3000円

申込先俗漸日本建築家協会近畿支部

T EL06- 229- 3371 FAX06- 229- 3374 

なお、 1996年6 月完成のE語湖博物館の見学希望者は

12:  3喋合となるので、見学会朝日申込みも要。

医療福祉建築、海外視察報告

(紛日本医療福祉建築協会は昨年 9 月に、アメリカとカ

ナタ.へ医療福祉建築視察団を派遣したカミ「米国・カナ

ダのf贈医療福ヰi雌 宣J 報告会を、 2 月に開催する。

日 時 1996年 2 月19日開)13: ＳＰｾ ＱＶ ・ Ｓ Ｐ

会場建築会館ホール( 東京都港区芝5- 26- 20)

定 員 150人( 定員になり次第締切)

朝日費 4000円 ( 報告書とも) 郵務て徴収一

内 容 ス ラ イ ド 中 心

講 師 栗 原 嘉一郎氏( 工学院大学教授) ほか

申込先 (他日本医療福祉建築協会

TEL03- 3453- 9904 FAX03- 3453- 7573 

ペリ、口パートソン、ロジャース講演 大阪府営住宅設計競技

(仙東京建築士会は平成 7年度に特別名誉会員制度を新 大阪府の主催で、大阪府営泉大津なぎさ住宅( 仮称)

設し、シーザー ・ぺリ、レスリ ー・ロパートソン、リ の公開設計責穀支が行われる。

チヤード・ロジャース氏らを特別名誉会員に迎えた。 競技方法簡易方式による公開設計責慰支( エスキース

その記定説開会が関かれる。 コンペ)

テーマ f!低栽業境開吃の建築J 課 題大阪府営泉大津なぎさ住宅( 仮称)

講 師 C ぺリ氏( 建築家) 場所/ 大阪府泉大津市なぎさ町

L. E 口パートソン氏( 構造建築家) 用途雌或/ 準工業地域

R ロジャース氏( 建築家) 計画規模/ 蜘也面積: 約 165000m'  

日 時 1996年 2 月 5 日間 16 :  OU"-'  1  8  :  00 計画戸数/ 高層集制昆団地 ・320) 5程度

I NAX ギャラリー大阪は、明. ｾ育代 に江南地方で作られ 課 題 「写楽の家J

た庭園を取り上げる。とくに中国庭園の錦地( 石と瓦 一一寛政 6年 5 月江戸の浮世絵界に忽然と

とやきものを配した小i e ) を会場内に再現し、数台の 登場し、翌年正月にはその足跡を絶った東

ビデオで中国庭園の様4 な意匠を映し出す。 洲斎写楽の「家J。江戸時代の写楽、あるい

また、 2 月8 日同 18: 0ト 19 : 30には、中国庭園の史 は現在に生きる写楽、世界のどこかに住む

柑升究を続ける田中淡京都大学季対受の請を，寅会が同所 8 写楽の、写楽の本質をとらえた「家J を求

階会議室で聞かれる。先着順 100名。 める。

応募方法 1996年 3 月15日幽応募登鍋例。作品応募

締切は 4 月15日(月L 提出図面に登録票を貼

付のうえ、倣漸建築社「第 6 回エス・パイ・

工 Jレ住宅E宣言十コンペJ 係 ( 干 11 3 東京都文

京区湯島2- 31- 2 TEL03- 38 1ト7101) へ。

陀蕩登録も同所へ。

提 出 図 面 平 商 ・配置 ・立直・断面、透視図( 模型・

写真可) 、その他E詰博図を罫見する図面、

および400字以内の説明文。

中判ケン卜紙( 類する厚紙600X 840mm) に

上記内容を収める。パネル化は不可。

審査員出江寛氏( 出江寛建築事務所) 一委員長一

妹島和世氏( 妹島和世建築設計事務所)

早川邦彦氏( 早川邦彦建築研究室)

内旗康氏( 内旗康建築設計事務所)

村上徹氏( 村上徹建築設計事務所)

中島昭午エス・パイ ・エル併撤締役社長

大賞 l 点 150万円、審査員賞 6 点各30万円、

佳作 12点各 5 万円

会 場 鹿 島 建 設 側 K I ビ ル 地 下 l 階大会議室

東京都港区赤坂6- 5- 30

定 員 3∞名( 申込多数の場合は抽選)

申込先往復ハガキに所要事項を記入( 返信ノ、ガキに

送付先を記入) し、( 紛東京建築士会「特別講

演会J 係( 干 104 東京都中央区銀座2- 6- 4プレ

イガイドピル TEL03- 3562- 0641) へ。

「鋪地・中国庭園のデザイン展J

会期 ＱＹＹＵ 年 ＱＲ 月 Ｘ 日 ｾＱＹＹＶ 年 Ｒ 月 ＲＴ 日出

休館日 ＱＲ 月 ＲＹ 日 ｾＱＹＹＶ 年ｼ月 Ｔ 目、水曜定休

10 :  OU"-'  18 :  00 

会 場 INAX 大阪ショールーム 2 階( 入場無料)

大阪市西区新町 1-7- 1 TEL06- 539- 3518 

蘇州 ・留園 撮 影 中 川 道 夫

日 程募集要項配付/ 1 996年| 月上旬予定

応募作品提出期限/ 1996年 3 月中旬予定

審 査 委 員 東 孝光氏( 大阪大特蝦) 一委員長一

遠藤剛生氏( 遠藤剛生建築設計事務所)

北浦かほる氏( 大阪市立大学教授)

長谷川弘直氏( 都市環境罰函研究所)

立成良三氏( 大阪府建築部長)

問合せ先( 枇大阪府建築士会 TEL06- 947- 1961 

工ス・パイ・エル住宅設計コンペ

エス ・パイ ・エル側主催の住宅設計コンペの第 6 回は、

テーマを始めて日本人に求め、謎の浮世絵師「東洲斎

写楽」にスポッ卜を当てた。

応募資格不問

賞
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国際学生照明デザインコンペ

第 9 回コイズミ学生照明デザインコ ンペのテーマは

f Li ght i ng Ecol ogy一周のひかり( あかり) Worki ng 

L ight J 。ある一つの仕事を設定して、その作業に合った

あかりとは -。使う人と機能を考慮し、人間のバイオ

リズムを取り入れた 21世紀のあかりの提案を求める。

応募資格 1995年 10月| 日現在、在籍中の世界の学生

応募 点 数 一人何点でも応募 可

受 付 期 間 登 録 受 付/ 申込書で 1996年| 月 31 日までに

作品受付 ＯＱ ＹＹＶ 年 Ｒ 月 ＱＰ 日 ｾＲ 月 ＲＰ 日

審査委員栄久庵憲司氏、粟i幸，繋氏、菊竹; 育訓氏、業

ネ余栄氏、ノ f オロ ・ロマ ッツィ氏、アンジエ

- 広報小委員会だより

「阪神・淡路大震災における建築外装材の検証」

実施報告

' 95 .  1  . 17午 前 5 時46分から 20数秒1mに兵庫県

の阪仲間と淡路向に未曾有の大被害をうえた阪神

淡路大浪災から li!'- が晶& し、道路をはじめとし

て、ライフラインの本絡的な復旧工 Ｇｉｾ も行われつ

つあります。

セ

l l fJ 号の「主. l ! 築と社会J にも、 『ライフラインj

Lヒ水道、公共下水道、屯力、ガス、前端iiuイ吉、

そして姥築設備) Ｑ 剥述 ｏＩｾ キ集力 雪組まれ、 ｉ 也民の体

験 か ら 待t.: 極々の今後のライフライン全般につい

ての提言 が行われております。

-{:{ 

111=1no月 41 1ノドII /il n、中之島の大1I反J f . f 注文化附

のサッシのf姉 11等、 Bf. J苦 闘 曜 と し て 樹E されて L、

まし t.: 。

ａｌｃ 協会ては、ｾｾ外なほどに被害が大きか っ

た こと もありますが、 3 社の方々による同様な内

容での説明が行われ、間塑見; ! ] ; : の報告で、免良工

法についての説明が少なく、物足りな い内容であ

ったようです。

プレ コ ンシステム悦 ＺＱ Ｏ 会でも、今寸ｾの製品 開 発に

気浪工法制舌かす努力が表明されました。

各団体ともに大きな震災という言明tで、併灸に

繋がる ft 重なデーターも得られたとしており、淵

樹 高 架 が ま と ま れ ば 、 さ ら に 進 歩 し た 樹4約 慨

に管長率合されるものと忠われます。

口・コルテージ氏 | 報センターにおいて、板硝子thl ，会(}l ! ! 1i l 'j 引制日村 会

賞 金賞| 点賞金 100万円、銀賞 2 点、賞金各30 I 美占男氏) 、 1] 木 サ ッシ協会 O昭和銅樹側五十嵐俊 阪神間の中高1M処 物 に は シー ト固いが胞され、

万円、銅賞 5 点各 10万円、佳作若干 | 一氏) 、 A L C 協会( 組化成強E材制加戸良之氏、住 良災を知らない 人々には、新築工事が ｾｾ Ｚν しに行わ

応募方法作品受付期間中に、 B 3 判横づかいのポー

ドに写真図面、スケッチ等を貼り付け、

出品票を貼って、応募用紙と一緒に垂腿ま

たは宅配便で、コイズミ国際学生照明デザ

インコンペ事務局( 〒 541 大阪市中央区備

後町3- 3- 11、TEL06- 262- 1369) へ。

“R OOT S " 展

テーマ “ROOTS"一超アジア建 築 展 風 土 ・記憶 ・混

在一

鉱 シ ポ レ ツク ス側広1皮革'I!. 二氏 、 小 野ITI エーエノレシ れているとしかl映らないでしょうが、個人住宅に

ー綱初k井凸志氏) 、プレコンシステム的，会 (C附ダイ お い て は 、 業 者 の 多l亡と資材の岡崎と不足等で未

ワm河忠d他壬) によ って、 『建 築 外 装 材』の商から 修理の所も多〈、災災の亡鑓からの解放にはまだ

各団体が調査された、まとめ中の経過や結果につ また明寺問が必要と忠われます。

いて、スライドゃ O H P を駆使して熱の入った講 この震災で亡くな られた方々は、その後のl刻辿

iTorが行われました。 死 も 併 せ て 6. 300人に及んで、いますが、改めてご

各団体とも、不手］な ｭ ＮＺｊｉぷ ｉｾ で Ｑ まあるが、これだ 安福をお祈りし、また負傷され今なお病床にある

けI A純図で、の災地$ ¥) 1 主が出来たことを今後の外装 方 々 に はー rl もよ内、ご同復制[ 念L 、たします。

材の日日発に前かし、大きな災害にも、より安全 な 会

製品開発に向けていきたいとする挑むH内容で、した。 復興については、 ｉ ｾ 治体による災害防止を峰り

会 期 1996年 1 月2 0 日仕 ト 3 月1 2 日ω |  板耐子協会は、広範囲な司信笠を行い、カヲスが 込んだ区画盤型特があ1U示されておりますが、住民

10 :  Ｐ ト ＱＸ ・ ＰＰ 加 謹 目 、 Ｒ 月 ＱＷ 、 ＱＸ 日僧 官ｼ施 主 サイドの要求による特殊な問ￆＺ｟｛ｾ実 ｊｊ 包以外 の意見調整、 ｦＮ Ｇｊｉｾ の問題 等、行政の取り組み姿勢

会 場 フ ジ タ ウ.ア ンテ J  R代々木駅より徒歩 5 介 | に、意外にも ' V全性を保って いたことに向信 を の にも賂践が凡られたりで、更地のまま放置されて

東京都渋谷区官主ヶ谷4- 6- 15 I ぞかせるとともに、 『ガ ラ ス が一 つ! 日1迷えば大変な いる所も多〈、所々に仮調苫舗と住宅が立ち並ぶ

観覧料→l l : 800円、学生600円 I  1副総になる j ことを路まえた製品づく りについて、 姿には、爆撃後の大阪駅前や大阪市内の怨色 カ 明

主 催 フジタゥ・アンテ、デルフ ァイ研究所 |  向 らに言い聞かせる内容でした。 いl - I ! . され、宝級してまいります。

ROOTS 展実行委員会( 代表委員 : 中村勉氏) I  サ ッ シthl，会では、すべてのまとめが完了してい 災 害 に 強L 、社子づくり tこ立ち上がられるようお祈

展示アジア地域に建設された、また建設される予| ないこともあり、車五位報告的ですが、倒壊または りし、たします。

定の建築 ・環境作品を 3 つのキーワード ( 風| 半壊の建物て.の出入り口のドアゃ: 容がn日開不能と

土・記憶 ・混在) に介けて紹介。 マレーシア、 | なったことなどについて、今後の免長工法の開発

台; 湾、フィリピン、スリラン力、タイ、イン| と、 ドアがIlJ UI 'd 1として旬3刊で、きなくなったとき

ドネシア、インド、中園、ノ Tキスタン、シン

ガポール、韓国、香港の建築家の作品展示。

ドイツで「セビットホーム・96J

ＱＹＹＶ 年 Ｘ 月 ＲＸ 日 ｾＹ 月 ｬ 日に 、国際ホーム エレク卜ロ

ニクス専門見本市「セビット ホーム ' 96J がドイツの

ノ、ノ ーノ て一国際見本市会場て・開催される。

「セビット ホームJ は隔年に開催されているが、ホ

ームオート メーション、ホームセキュリティ、民主用

マルチメディアなどの最新の市場トレンドが見られる

ものになろう 。

詳細問い合わせは、 ドイツ産業見本市日本代表部< 東

京都中野区東中野ト51- 3- 501 側ジャパン ・ビジネ

ス・サービス肉、 TEL03- 3363- 6631: >へ。
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理 事 会

第 3 回常任理事会

ＲＲ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ω 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 11名

殺 事 ( 1)第 2 回評議員会書面表決のイ牛

(2)協賛・後援名義使用承認の件

(3)入退会者承認の件

(4冶員増強に関する件

(5淳 業報告その他

第 3 回会勢理事会

ＲＲ 日 ・ Ｓ 時 ｾＴ 時・於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 9 名

議 事 会 員 増 強 の 今 後 の す す め か た に つ い て

編 集 委 員 会

第 6 回広告企画小委員会

Ａ日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 荒 井 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( 1) 11 月号「インフラと建築設備」特集・「滋賀

県土木部建築課作品J 特集広告途 中結晶報

-"=-
Zコ

(2) 12月号「第42回青年技術商」特集広告途中

路島報告

(3)  1 月号「阪神大震 災から学ぷ」特集 ・謹賀

新年挨拶広告途中経過報告

(4) 2 月号「大阪府住宅供給公社」特集広告途

中組盈報告

(5) l ' 虫自特集企画

(6) 1 ' 乍品作風報告

(7阪支状況報告

第 8 回会員企画小委員会

Ｗ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時・於本会会議室

出 席 者 稲 木 副 委 員 長 ほ か 5 名

機 事 ( I) f 建築と社会J ( シリーズもの) の報告と掲

載予定

(2溌庁しい企画案について

第 8 回編集委員会

Ｙ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時ゆ介 ・ 於本会＿会議室

出 席 者 河 原 副 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1) 11月号「ライフラインと建築設備J 特 集 経

過報告

(2) 12月号「第42回青年技術戸首」特集・「滋賀県

土木部建築課作品J 特集結晶報告

(3) 8 年 l 月号「阪神大震災から学ぶ- 21世 紀

へのメッセージ」特集結晶報告

(4) 8 年 2 月号「大阪府住宅供給公キ却特集経

過報告

(5) 8 年 3 月号「東海支部」特集能畠報告

(6)  r作 品 作 刷 「 会 員 企 画 よ そ の 他

(7)  r建築の眼J 華糊筆者検討

(8)平成 8 年 l 月号よりの謝応該訂

(9) 11) ( 支状況報告

第 4 回施工材料介科会

Ｙ 日・ Ｔ 時 ｾＶ 時・於本会会議室

出 席 者 有 光 幹 事 ほ か 5 名

普段 事 特 集 企 画 ( 平 成 8 年 6 月号予定) の検討

月間の動き

第 8 回設備分科会

Ｑ Ｔ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会磯室

出 席 者 回 ノ :閥幹事ほか 4 名

議 事 ( 1編 集委員会報告

(2 ) 4 月号「駐車場設備」特集の企画

(3)  r設備の頁」の企画

第 10閲概宣併十会

ＱＵ 日・ Ｖ 時 ｾＷ 時半 ・ 於本会会 械 室

出 席 者 瓦 顎 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( 1編 集委員会報告

(2凍年度の概童特集へ向けて

(3)  r;構造の頁」の企画

第 2 国間酉系ーインテリア・住宅一会科会

ＱＵ 日・ Ｖ 時半 ｾＹ 時・於本会会議室

出席者 Jj 呼尾幹事 ほか 5 名

議 事 ( 1)平成 8 年 l 月号合同介科会特集報告

(2)平成 8 年 7 月号予定本分科会特集のテーマ

検 討

第 8 回作品作風小委員会

ＳＰ 日・ Ｖ 時半 ｾＹ 時・於本会会議室

出席者 富田副委員長ほか 6 名

議 事 ( 1)1 ' 乍品の掲載状況 ・掲載予定の報告

(2 ) 1' 乍品の選定

(3)  r G剖 l eryJ 掲載報告 ・予 定

(4)  r S KE T CH BOOKJ 掲載予定

|  事 業 委 員 会

第 5 回広報小委員会

Ｘ 日・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＵＵ 分 ・ 於本会会機室

出席者 J京見副委員長ほか 8 名

議 事 ( 1駒 田事業委員会の報告

(2)第 l 、 第 2 分科会からの報告と検討

第 5 回見学会小委員会

Ｙ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半・於本会会議室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 8 名

議 事 ( 1駒 田事業委員会の報告

(2):実施報告

(3除 後の予定候備について

第 7 回若い会員の集い小委員会

ＱＳ 日・ Ｗ 時 ｾＸ 時 ＵＰ 分・於本会会犠室

出 席 者 芦 田 委 員 ほ か 3 名

議 事 ( 1)実施報告

(2)今後の予定について

第 5 回事業委員会

ＱＵ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時日介 ・ 於本会会議室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

出版 委 員 会

第 7 回出版委員会

ＳＰ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( IK プロのノウハウ> と特装本の経過報告

(2)今後のテーマと執筆者選定

(3)  rプロのノウハウ」講座シリーズ

【平成7寸 1月分】

建 材 委 員 会

第 8 園出オ委員会

Ｘ 日・ Ｓ 時半 ｾＵ 時半・於本会会 議 室

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 9 名

材料税明: 樹木地下埋設型支柱

担 当 松 本 委 員

議 事 今後の検討建材

|  講 演 会 ・見 学 会

建築の生命- t肪翠孝彦氏講演 会

ＱＰ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＵＰ 介・参 ｚ 加者 ＸＷ 名

大阪ドーム建設工事見学会

2 2日・ l 時半 ｾＴ 時・参加者 ＶＳ 名

|  ス ラ イ ド ・ レ ク チ ャ ー |  

第 3 回東地中海の建築ーギリ シャ、 トルコ、エ ジプ卜

を訪ねて

ＲＸ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半・参 ］ 加者 Ｒ Ｑ 名

|  工 高 生 デ ザ イ ン コ ンク ー ル

第 41回工高生デザインコンクール表彰式

ＱＸ 日・ｼ時半 ｾＳ 時 ・ 於本会会議室

諮 標 題 「公園に樹妾して建つ公民館J

出 席 者 北 浦 審 査 員 長 ほ か 審 査 員 2名

片倉教育委員長ほか絞育委員 6 名

人選者 11名( 内 l 名は共同情IJ f 乍者)

入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 9キ幻

併トキ立ヰ士ウ' ォーリス建築事務 所

側カネキ墨邸匂所

三晃金属工業側名古屋支庖

三柵前送機掛名古屋営業所

東洋熱工業側名古屋支底

阪急エンジニアリング側

側ピーエスクニシロユニオン

美和ロ ック側名古屋支庖

ヤマキ工業側名古屋支広

旧国人会員22名〕

岡 野 均

Ｈｾんでんｽ

松 岡 昭 二

{ きんでん}

大鳥喜代次

( 大成睡眠}

平 田 正 孝

( 大成瞳股)

加 納 幹 也

( ケーヱ 3ミジー}

阪 国 祥 子

( 安井園鶴股肘事輯所)

平 木 弘 明

〔神戸副嗣所)

山 岸 史 明

{ ヤマキエ鶏}

柴 田 隆 昌

{ 磨んでん}

松 岡 憲 生

{ きんでん〉

海 堀 敏 彦

( 大国園陸}

蔵 野 保 彦

{ 大成圃瞳}

神 田 貢 作

( 都市環唖世計】

清水 ;商

{ 安井直踊股肘司匹輔所)

藤 田 尚 也

{ 圃島圃股)

谷 本 敏 和

Ｈｾんでんｽ

足 立 憲 治

{ 大成圃股}

川 村 信 司

( 大成車殴}

三親密

斉旗王里香

( 佐fe理肱工曜)

永野 英

{ セン トラル硝子}

村 上 筆

( 三晃金属工醜)

建築と 社 会 ・1996 ，1 81 



新年のご挨拶

主

同山 幸 夫

株式会社青山建築積算事務所代表取締役

再 550 大阪市内医 JjiPIT ｾＺｪｬｬ Ｍ ｉ＠ 0- 19江市ピル m. 11，06(443) 0430 

再 610- 11 1' 1屯 J;(MSr n凶京 l豆大目立野上官勝山町 14- 6

電 J[，075 ( 331)  8082 

名嘗正会貝

浅 井 泰

平成 8 年元旦

.，6、

" 7  
祥 良日

( 50音順)

尾 亀 清 四 郎

株式会社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

540 大阪市中央区峻見 2 丁目 l 番61号ツイン21Ml Dタワー 1I 階

電話06 (949)  1371 

⑮ 573 II 宅 ・枚 Jj .n 岡 山 手 町 1 5 - 4 1 U1 1占0720( 41) 3427

多 井 幸 男

西

財 団 法 人 大 阪 住 宅 セ ン タ ー 攻事長

骨 542 大阪市中央区南船場4丁目 4得3号

御 堂 筋 7 ーパンライフピル4 F

1(l .1占06 ( 253) 0071- 3

串 591 自 宅 排 市 粁 金 間 関 f3 f l - 23ー 102 電 J[，0722 (51)  1902 

山

一

相 橋 重文

<:;>659 内宅 芦 屋 市 恕 ヶ 丘 町 13ー 5 電話0797 (22)  5291 ⑮ 640 和歌山市中之助 1672 電話0734( 31)7859

⑮ 640 自宅 和歌山市中之仏 1661 ¥It話0734( 28) 2389 0!!>657 神戸市灘区曽和町 3 丁目 1 - 11 電話078 (821)  6133 

多 弁 建 築 研 究 所 所 長

j美 ;毎 伸 之

浅 海 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

哩i!>530 大阪市北区西天満 3 丁目 7 番 4 号 電話06( 362 ) 870 1  

⑮ 665 自宅 ・宝塚市栄町 2 丁目 10番26- 1102号

ilL話0797(81 ) 1174

イ手 藤 彦良

大 晃 設 備 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

⑮ 554 大阪市此花区西九条 2 丁目 13番28号

電話06 ( 466)  2268 

⑮ 565 自宅 ・吹田市古江台 2丁目 211H2号 電 話06 ( 872)  3424 

泉 哲 史沢

株 式 会 社 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

⑮ 556 大阪市浪速区日本橋3丁目 1番26号 電話06( 631) 8721

会 民

市
l

 

'E-----

E

・・''

宏

株 式 会 社 東 焔 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

ｾ ＵＴ Ｑ 大阪市中央区伏見町 Ｔ - 4 ー 10 電話06 ( 202) 0391

珊 658 (1宅 ー神戸市東地区 f t 剖 I1 T' 4  r 口4 - 3 2  

m. l l i 078 (81  1)  021  6  

L::::.. 

" 7  
井

由

I U ;、 臣

イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代表取締役

⑮ 547 大阪市平野区白1 I 尖北5丁目 I 1番 12号

電話06( 792) 4425代

⑮ 547 大阪市平野区平野北2丁目 9醤 15号

'nr 話06( 796) 1839

82  

株 式 会 社 岩 僑 設 計 代 表 取 締 役

上

ェヒ

.::::t::. 

ごム

J 口西

株 式 会 社 大 気 社 代 表 取 締 役 会 長

帝 530 大阪市北l山 l' 之仏 3 - 2 ー 18 f l : 友中之品ピル H f.

7官，l[，06 (448)  3603 

串 659 1' 1古 兵/ol (県戸 li !r li iJ r: 阿 12ー 14 ・喧.1[，0797 (22)  5949 

植 知野 雄

株 式 会 社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

ｾＵＴＲ 大阪市中央区東心斎橋 ｬ 丁目 ＱＶ ＭＲＹ つるのすピル

包括06( 244) 1561代

<i!o588 自宅 ・幌 市 大 笑 野 5 - 9 旬以0722( 37) 1162

寄欠 俊 美

株式会社 歌建築設計ー事務所代表取締役

ｾＴＹＭＶＴ 和歌山県那賀郡打田町打田 Ｓ Ｑ Ｖ 電話 ＰＷＳＶ (77)  2711 

⑮ 649- 64 自宅 ・和歌山県那賀郡打悶町打回315ーl

電話0736 (77)  7688 

岡 j畢 勇

岡 務 建 築 設 計 事 務 所 所 長

o!!l>567 茨木市藤の旦 2 丁目 16番 6 号

諮0726 (43)  5230 ・8953

岡 節

ー=企F

宅三E 1

盲弓子
野

常務取締役

日本屯設工業株式会社大阪支底

支 l苫 長

⑤ 531 大 阪 市 北 区 盟 崎 3 丁目 17 ー 15 電話06( 372)  3533 

⑤ 560 自 宅 政 中 市 蛍 池 東 町 2 - 6 - 1 1 氾賂06(841) 3832 

&ilJ 会長

岡 本
差

Eコ
行

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 社 長

壱 550 J . ; 阪市附l正新町 1 ｲｊｾ＠ Ｕ 需 Ｗｾ［Ｍ 174 ')' 矯ピル

電 .11，06(532) 3421代

⑤ 659 自宅 ・芦溢市おヶ丘町6- 16- 403 o'1!.ll，0797 (31)  3201  

恩 圧 郎

ご4 晶

J ロ

大 阪 化 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

⑮ 565 吹田市山田東 l ー12- 12 i!t絡06( 876) 2334

⑮ 565 自 宅 吹 閏 市 山 聞 東 1- 12- 12 電話06( 877) 1406

数 井 利 美

株式会社 西 村 建 築 事 務 所 取 締役社長

.;;>652 神戸市兵邸灰荒岡田T21 目1-8 揃六パレスピル

ｭＮｬｾＰＷＸＨＵＲ Ｑ Ｉ＠ 0205- 0207 

!i'>654-01  自宅・神戸市須磨区白川台 2 丁目 3 9 - 13

電話078(792)  5862 
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男秀

園

校

谷

学

学丘一

鎌

J

山

服

長

桁

成

本

学

修

理

⑮ 555 大阪市西淀川区大和国5丁目 19- 30 電話06 ( 474 ) 1644 

⑥ 665 自宅・宝塚市千種 3 丁目 8 - 2 3  電話0797( 72) 1380 

河 裾 夫平日

ｾ光産業株式会 社 代表取締役

串 531 大阪市北区本庄西 3 丁目 9 持 20号

平成 8 年元E

城 庸 平

(50音順)

取締役会長 高 橋 慶 夫

取締役社長 上 田 宏 ニ

株式会社 高 橋 上 回 設 計 事 務 所

唖 550 本社大阪市西区新町ト←21 大軍ピル 旬 開06(533) 0972 

晶 550 大阪事萌所 ・大阪市西区新町ト4- 21 大噛ピル

電 脳06(533) 0971 

唖 162 班軍事甜所 ・車京都新宿区描場町] -21

植田欄升本ピル 電 麟03( 5261) 8081

串 651 神戸事暗所 ・神戸市中央区揖辺通5-) - 14

神戸商工貿易センターピル17F 電 話078( 222) 7347

串 802 九州事掛所 ー北九州市小倉北区京町4-6- 18

電 話093( 551】5543

京師事掛所 ・ 播事高所

口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取締役社長

e 5 3 0 大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15号 1l U806 (372)  7151代

関 典 良

. ι .  

J L  野 郎口

一級建築士事務所

株 式 会 社 関 口 建 設 専 務 取 締 役

株式会社 ユ ニ オ ン 会 長

結06( 371) 5146代 <<!1>582 大阪府柏原市大県 l ー 10ー 13 電話0729( 71) 2281 e 550 大阪市西区南堀江 2 丁目 13番 22号

560 白宅・盟中市中縦坂4丁目 6- 4 11t31i06( 852) 4148 ｾＵＸＲ 自宅 ・ 大阪府相原市上市 Ｓ Ｍ ＱＲ Ｍ ＱＶ 電話0729 (72)  1308 電舘06( 532)  3731代

久 米 手口宏

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 常 務 理 事

⑮ 540 大阪市中央区北浜東 l 番30号 旬結06( 941) 4821  

⑮ 631 自宅 ・奈良市中登美団地 C- 1 2 - 3 0 2

電話0742( 47) 2754

‘
、

E

E

-

-

d

 

，
，
 

弘
ごム

J ロ西

日本住宅パネル工業協 同組 合 理 事 長

⑮ 113 東京都文京区本駒込6丁目 15番7号

六義国ピ J レディング電話03( 3945) 2311代 表

取締役会長 小 西 岬

取締役社長 橋 本 正 章

株 式 会 社 小 西 設 計

<<!1>550 大阪市西区立売掘 1 丁目 12ー 16 電話06 ( 532)  4051 

‘
、・・・

・
d，

，
 

本木 四 良R

住 友 電 設 株 式 会 社 相談役

<<!1>550 大阪市西区阿波座 2 - 1 - 4 電話06 ( 537)  3430 

⑮ 662 自宅 ・西宮市西平町19ー 11 電話0798( 74) 6621

名脅会長

佐 野 正

株式会社安井建築設計事務所代表取締役会長

⑮ 540 大阪市中央区島町 2 丁目 4番7号 11Ul; 06 (943)  1371代

662 白 宅 西 宮 市 雲 井 田T 4 の 9 電話0798(72) 1569 

山

凶，aa
-

良 行田

株 式 会 社 カ ン ダ ン 代 表 取 締 役 社 長

田 中 明
由

ｉｾ 、

大阪エスピー紙工株式会社 代表取締役社長

""540 大阪市中央区玉造 2 丁目 25番20号 電 話06( 765) 5650代

FAX06( 765) 5655 

iZ>614 自宅・八幡市八幡橋保谷98-7 電結075( 971) 0395

田 村
盲

フ戸建r

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 取 締 役 副 社 長

<<!1>541 大阪市中央区本町 4 丁目 1 - 13 t世話06 (252)  1201 

谷 進

浦安工業株式会社大阪支庖 常務J{u務役支庖長

<<!1>530 大 阪 市 北 区 天 満 2 丁目 3 - 5  電話06( 351) 7502 

FAX06( 353) 2160 

<<!1>530 自宅大阪市北区天神橋3丁目 10- 30- 507

包括06( 358 ) 6900 

知 義 夫見

元・本会理事

"，，601 自宅・京都市南区西九条春日町48 電話075 ( 691)  3860 

辻 本
屋邑

玉三.

保式会社ツジモトユタカ設計事務所 代表取締役

⑮ 640 和歌山市東長町中ノ丁20 電話0734 (26)  2030 

¥l!T640 自宅 ・和歌山市東長町中ノ丁20

話0734 (26)  2030 

億 明馬 正

ム ツ ミ 産 業 株 式 会 社 代表取締役

串 550 大阪市西区靭本町 1 丁目 17番 15号

電 話06( 441 ) 0378大代

⑮ 557 自宅大阪市西成区岸里東2丁目 13番22- 507

務06( 651 ) 0566 

名誉会長 ー名誉正会員

東 謙畑

株式会社 東 畑 建 築 事 務 所 取締役会長

<<!1>541 大 阪 市 中 央 区 伏 見町 4 - 4 ー10 電話06( 202) 0391

⑤ 658 自宅 神戸市東灘区住吉山手4-4- 35 電話078( 851) 5043

83  
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2宙

"C，' 

E ヨ

医司岡 克

株 式 会 社 徳 岡 昌 克 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

者号530 k 阪市北区西天満6丁目 3l1'i l l - 205号 電話06( 314) 1688 

⑤ 661 尼 崎 市 次 屋 3 r 目 6 需 60 号 電 話06( 499) 0701

⑮ 810 稲岡市中央区大名 1丁目 8番33-703号 電 話092( 716) 5110 

ｾＵＲＰＭＰＶ 滋賀県滋賀郡志賀町北小訟 ＱＱＵＷ 番地 Ｑ ｬｬＮ話 ＰＷＷＵＨＹＶ Ｉ ＱＱＴＹ

⑤ 532 自宅 ・大阪市淀川区新高6丁目6番18号 電話06( 391) 8182

内 藤 正 克

練式会社 内藤建築設計事務所代表取締役会長

⑤ 675- 13 兵庫県小n市上本町240 小野ピル 電話0794(62)4757代

<; ; 675-13 自宅兵庫県小野市久保本町ゆ63 電話0794(62 )4668 

中原 英 雄

株 式 会 社 宣IJ 美 設 計 代表取締役

⑨ 530 大阪市北区天神橋3丁目2番10号/T K H ピル

電話06( 881) 1778 

長 孝fT ;畢
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皿串申
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・・』，
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寸男

大 阪 装 飾 株 式 会 社 代表取締役

'"' ，550 大阪市丙/;;::J;( 町椀 1 J i I 13/11' W; '  '1世，1，f; 06( 444)  1410  

再 665 1' 1'-(; ・兵/ i l ( 県宝塚 di社町3/11' IOl } 1li，1，r;o797 (72) 6045 

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 会 長

骨 550 大阪市西区新町 1 r 白 5 /11' 7 月一 四 y 摘ピル

電話06( 532) 3421 

ｾＵＶＵ＠ ｾｉ 宅 ・ 吹闇市首山台 Ｓ r 目41ー 11 電お06(872)  3608 

伴 昭 秀

株式会社 西原衛生工業所大阪庖代表取締役社長

ｾ ＵＳ Ｑ 大阪市北区中津 Ｖ 丁目 Ｘ 帯 Ｔ 号 電話 06( 458) 3628 

4岳563 自宅 ・池田市石橋 3 ー 11ー 14 包括0727(61) 8652 

84  

平成 8 年元E

平 勝 久田

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 取 締 役社長

ｾ ＵＵＰ 大阪市西区阿波座 Ｑ 丁目 ｬ 番 Ｑ Ｐ 号電話 ＰＶＨＵＳＲＩ Ｑ ＲＳＱ 代

ｾ ＶＵＸ 自宅 ・ 神戸市東灘区住吉山手 Ｕ 丁目 Ｑ ＷＭＲＱ

電話078( 841) 4725 

福 裕

ミA

J ロ原

財団法人 大 阪 市 建 築 技 術 協 会 程 事 長

⑤ 541 大阪市中央区伏見町2- 1- 1 住友銀行同m締ピル 8 附

1IJ: J f; 06 (203)  2900 

ｯＡ［Ａｊ ＵＷＳ 枚 Ｉ￯ 市釈ｾ寺町 ＲＸ Ｍ ＱＸ Ｍ ＲＰＲ Ｚｴｴｾ ￭［ ＰＷＲＰ＠ (54) 7189 

ネ富
'一、
守口司

岡リ

抹式会社 ゼネラルプリンティング代表取締役社長

哩!T542 大阪市中央区点平1丁目 4- 17

⑮ 666- 01 川西，!j 紋台 1 丁目 8 - 7

;IL話 06(763)2541

包括0727(93)0409

牧 英

日 建 設 計 取締役社長

o!;!J 541 大阪市中央区高飽締4丁目 6番2号 電話06(203) 2361

政 イ愛 夫田

株式会社教育施設研究所大阪事務所所長

⑤ 530 大阪市北区東天満1丁目6番6号オーセンピル 4 階

包括06(354)  3960 

FAX06( 354) 3963 

( 50音順)

松 恒 彦田

株式会社 A R T 建築設計事務所 代表取締役所長

⑤ 530 大阪市北区東天満 2 丁目 3 - 10 トップス天満ピル

電話06( 357) 5351代

<; ;546 大阪市東住吉区西今川2丁目 8 - 7 電話06( 701) 4571

松 原 満 佐 子

有限会社 柳 々 堂 代表取締役

.;jio550 大阪市西区京町場 1 - 12 - 3 1{t，J古06(443)  0167- 8 

F AX06( 443  )1826 

松 本 弘

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役社長

.;jio550 大阪市西区立売姻 2 丁目 1 t昨2 月 電源06(543)  2553 

谷
由

ｉｾ 、 義

株 式 会 社 三 谷 設 計 代 表 取 締 役 社 長

押 694 品m県太川市久 f' 阿波倣丙777の l

1t!，l f; 08548 (2) 8121代

ｾＶＹＴ＠ I I宅 ， r.占般m大 IJJ Jt i 久手町波線開225- 2

百!.l前08548( 5) 8320

刷会長

薬

イ4 許

容ξ 公 明

日 建 設 計 取締役会長

ｾ ＵＴ Ｑ 大阪市中央区間厩橋 Ｔ 丁目 Ｖ 番 Ｒ 号 電話06(203)  2361  

村 全石

長
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森

古

手

三 和 電 気 土 木 工 事株 式 会社 取締役社長

愚 530 大阪市北区南森町1丁目 41播 19号 電話 ＰＶＨＳＶ Ｑ ＩＶＴＵ ｉＱｾ

骨 596 自宅 大阪府岸和問市別所町2丁目 3番5号

電路 0724(22) 7710  
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(50音順)

) ¥ 木 重
宣

山 口 勝 康
和 田 真

YAGISO  BRICKS  

八 木 惣 株 式 会 社 常 務 取 締 役

ｾ ＵＹＳ 堺市 ｷ 久野町 Ｓ T  28 - 10  電話0722( 62)3838 

ｾ ＵＹＳ 自宅 ・ 堺市津久野町 Ｓ 丁 ＲＸ Ｍ Ｑ Ｐ 電話0722(  62)0722 

株 式 会 社 山 口 工 務 庖 代 表 取 締 役

<l!T556 大阪市浪速区日本橋東3丁目 10- 20 電話06( 641) 5413

⑮ 583 自宅・羽曳野市羽曳が丘西1丁目3- 1 旬話0729(58) 5679 

株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役

e530 大阪市北区西天満 4 丁目 5 番 14号 電 話06( 363) 4051

⑮ 659 自宅 ・芦屋市公光町 3 番 8 号 電 話0797(22)  3282 

矢 野 車 生 山 本

E 邑

貝 士

和 中 勝

株 式 会 社 平 日 中 商 底 取 締 役 会 長

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

制I ｾ品 Ｍ［ＱＱ 気株式会社代表取締役

ｾＵＳＰ 大阪市北区中之島 Ｓ 丁目 Ｒ 番 Ｔ 号 句話06(385)  1361(ft) 

朝 日 ビ ル デ ィ ン グ1"1

愚 565 (1 宅 . PX日1d，雄内向 4 r 口23得 8 ザ

';I]: JIi 06 (871)  0851  

甲 531 大阪市北区盟崎 5 丁目 8 番 11号屯，11) 06( 371) 0731- 5  

骨 150 東 京 郎 渋 谷 区 桜 丘 町 11 - 5 電話03( 3464 )9723 

哩 453 名古/jl 市中村区黄金通 3 丁目 34番地

電話052( 481) 7338

愚 662 自宅 ・西国市大畑町 10- 22 111筋 0798(  67)  0386 

⑮ 530 大阪市北区太融寺町 3 番24号! 1t 筋06(312)8881代表

山 内 恒 男
横 尾 義

4F歪司ヨL-
事 務 局 同

取 締 役

株 式 会 社 石 本 建 築 事 務 所 大 阪 支 所 長

串 542 大阪支所・大阪市中央区島之内ト20- 19 白木ピル

財 団法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長

宇1]:，1/;06(251) 7507 

⑮ 565 本所 ・吹回市藤白台 5 - 8 ー 1 電話06(872)  0391 
串 102 -1支社 ・東京初千代 111区九段沖ij4-6- 12 "正，t[;03( 3262 )7161  

社 団 法 人 日 本 建 築 協 f< え

川据・名古極・九州・刺 t.相似 '] ' OR' n. AND 大淀分室 ・堺分室 ・京都分室 ・加古川分室
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設計事務所有志

健康で、豊かな生活文化の創造に貢献する

圏 玄 武 I 建 築 事 務 所

・本 社/ 大阪府大阪市中央区谷町7-3-4-203

建築家 TEL  06-768-1771 F AX  06-768-1406 

晃 治 . 東京支庖/ 東京都千代田区東神田1-7-8 策神田大治ピJ レ内

・神戸支庖/ 兵庫県神戸市東灘区本山北町6-17-24

・創 立 / 昭 和37年4月1日 ・資 本/ 7，600万円

・登 録/ 一級建築士事務所 大阪府知事( リ) 第1848号

・作 品/ 帝塚山学院大学、帝塚山学園大学、関西外国語大学、

大阪明浄女子短期大学など多数

・グループ/ ( 株}arix

株式会社伊東建築設計事務所

代 表 取 締 役 岡 本 清 彦

干556 大阪市浪速区元町2丁目 12番30号 難 波KI ビル 電 話 大阪 (06) 646-0161(ft) 

株式会社伊藤建築設計事務所

代 表 取 締 役 社 長 鋤 納
申 ごム

d じd、 f ロ

名古屋市"1" 区錦二丁目 2*13号( 名古屋センタービル) 電話<052>222-8611

東京 東京都千代田区外神間三丁目 5番12号( 聖公会神田ピル) 電話<03>5294-6211

株式会社石本建築事務所

代 表 取 締 役 社 長 古 畠

取 締 役 大 阪 支 所 長 山 内

言成

恒 男

本 社 〒 102 東 京 郎 千 代 田 区 九 段 南 4 - 6 ー 12 屯 話03 (3262) 7  1  6  1  

大 阪 支 所 干 542 大阪市中央区尚之内 1- 20- 19 ( 臼ノk ピJ レ) 電 話06 (251) 7  5  0  7代

支 所 札 幌 ・名 古 度 ・九 州 事 務 所 東 北 ・横 浜 . P OR T L A ND

認 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

代 表 取 締 役 泉 沢 哲 史

〒556 大 阪 市 浪 速 区 日 本 橋 3 丁 目 1 番 目 号 TEL( 06) 631- 8721附



URABESEKKEI  

浦 辺 設 計株式会社

U R B A N  DES I GN &  ARCHI T E CT URE  F OR  BEAUTI F UL  E NV I R ONME NT  

代 表 取 締 役 松 村 慶 三

大 | 阪市北 区梅田 1丁目 12番目号 ・新阪 急ビル 干530 電 話 06 (341)  1680 

岡山事務所 岡山市磨屋町10-12・交通オアシスビル干700 電話 086(233)6010

ｾ＠ ｾｾｾｾｾｾｋ＼ｅｉ＠
株式会社昭和設計

代 表 取 締 役 会 長 林 唯 夫

代 表 取 締 役 社 長 岡 本 行 善

本 社 〒550 大阪市西区新町| ー 5 - 7  四 ッ 橋 ピ ル P hone 06ー532- 3  4  2  I  

園

額瀬戸本淳建築研究室

代表取締役 瀬 戸 本 j享

〒650 神戸市中央区北野町 2 丁目 7 - 1 - 1 2 0 T E L 0 7 8- 222- 1665(代)

株 式 会 社 創 美 設 雷十

代表取締役 中 原 英 雄

大阪市北区天神橋 3 丁目 2 番 10号/ T KHピル干 530 T E L.( OS) 881- 1778代表

ρ 一 号 凡 吾

会 社 ノ" )l: T ' 同 人 同

DAI KEN S E K K EI. INC.  

代 表 取 締 役 会 長 吉 田 周

代表取締役社長 笠 嶋 幹 男

大阪市西区京町堀 1丁目13番20号大建設計大阪ヒ・ル 電話06-449-6800制

札幌 ・仙台 ・東京 ・横浜 ・名古屋 ・長野 ・京都 ・神戸 ・広島 ・北九州 ・福岡

k  一 級 建 築 士 事 務 所

園短 I AO竹田設計
ー一一一 I  A  0  T  A K E D A  A R C H I T E C T S  A S S OC I A  T E S  

代 表 取 締 役 竹 田 秀 道

大阪事務所 干541 大阪市中央区博労町 1 丁目 8 番 8 号 堺 筋 IS ピル 8 F  f i  06 ( 260)  0726刊

東京事務所 〒150 東 京 都 渋 谷 区 神 宮 前 5 丁目 3 番 21 号 ZUKKI 2  F  f i  03 (5467)  3227附

高松事務所 〒760 香川県高松市塩上町 3 丁目 2 番 4 号中村第一ピル 5 F  f i  0878( 37) 7725刊
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ヌlレノてック

株 式 会 社 地 域 計 画 建 築 研 究 所

代表取締役会長三輪泰司

代表取締役社長金井寓造

本社・京都事務所・干600 京都市下京区四条通高倉大和銀行京都 ビル6F

PHONE.075-22ト5132附 FAX.075-256-1764  

大阪事務所・干540 大阪市中央区嫌見1丁目4書70号住ま生命OBPプラザピル15F

PHONE.06-942-5732附 FAX.06-94ト7478

名古屋事務所・干460 名古屋市中区丸の内3-18-30 ツボウチピル2F

PHONE.052-962-1224 FAX.052・962- 1225

東 京 事 務 所・干160 東 京 都 新 宿 区 新 宿 2-5- 16 霞 ピル401号

PHONE.03・3226-9130附 FAX.03-3226- 9560

九 州 事 務 所・干810 福岡市中央区天神1丁目 15番 1号 日 之 出 ピ ル6F

PHONE.092-731・7671 FAX.092-731-7673  

=;IIr= 株式会社
東 海 設 計

代表取締役社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古屋 市 中 区 栄2丁目 6番 1号( 白川ビル別館) 干460 TEL052- 202- 1241 ( 代表)

東 京事務 所 東京都中央区築地4丁目 7番4号( 築地ファーストビル) 干 104 TEL03- 3248- 0474( 代表)

束西建築サービス株式会社

取締役社長 山 口 幸 治

本 社 〒541 大 阪 市 中 央 区 高 麗 橋 4 丁目 7 番 6 号 電 話 06- 202- 3626刊

支 社 干103 東京都中央区日本橋馬喰町 2 丁目 l 番 1 号 電 話 03- 3663- 1765刊

( 住友銀行浅草橋ピル 4 階)

広島出張所 干730 広 島 県 広 島 市 中 区 三 川 町 2 番 6 号 電 話 082- 245- 4801附

( くれしん広島ビ J レ4 階)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

東 畑 謙

市 川 宏

実Ilbu H : j 1 必携大阪市中央区伏見町 4 丁目 4 番 10 号 電 話 ( 06 )  202- 0391  

東 京 事 務 所 東京都千代田区永田町 2丁目 4 番3号( 永田町ピル) 電話( 03 )  3581- 1251  

名古屋事務所 名古屋市中区錦 1丁目 13番26号( 三井生命伏見ピル) 電話( 052 )  223- 3931  

九 州 事 務 所 福岡市博多区博多駅前2-2- 1( 福岡セ ンターピル) 電話( 092 )  472- 8737 

建築・土木の設計監理

白 建 設 計

代 表 取 締 役 会 長 薬 袋 公 明

代 表 取 締 役 社 長 牧 英 二

541 大 阪 市 中 央 区 高 麗 橋 4 丁 目 6 - 2  電 話 (06) 203- 236 1  

112 東 京 都 文 京 区 後 楽 2 丁 目 1 - 3  電 話 (03) 38 13- 3361 

460 名 古 屋 市 中 区 栄 4 丁 目 15 - 32 電 話 (052) 26ト 6131

東 北 ( 仙 台 ) ・神 奈 川 ( 横 浜 ) ・北 陸 ( 富 山 ) ・ 神 戸 ・ 広 島 ・九 州 ( 福岡)

シンガポ ール ・ソウル ・クアラルンプール

大 阪

東 京

名 古 屋

支 所 ・そ の 他

株式会社日積サーベイ

会 長

社 長

生

加

島

藤

春

也

道

哲

本 社 干540 大阪市中央区谷町 3 - 1  - 9  (M G大手前ピ/ レ) T E L (06) 944- 2755代表

S  S  D  干540 大阪市中央区大手通 2 - 1  - 6  ( MG大手通ピ l レ) T E L (06) 944- 9348代表

側 東 京 日 積 干110 東京都台東区台東 4 - 1 4 - 8 ( シモジン・パークピル) T E L ( 03) 3836- 1271代表

日積設計監理欄 干550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10 - 8  ( 福岡ピル) TEL( 06)  444- 2  7  0  6  
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ｾ＠
株式会社安井建築設計事務所

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

佐 野

柄 座

正

正 信

本 社 大 阪 市 中 央 区 島III J 2 丁目 4 番 7 号 電話 06(943)1371(大代)
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新年のご挨拶
平成 8 年元旦

建設業有志

。。 株式会社
あ め り

力、
屋

取締役会長

- ' 弘之a

野 慶 太 郎目リ

取締役社長

- - >. L-

野 イ!督目リ

干530 大 阪 市 北 区 中 之 島 四 丁 目 3 番 25号 電 話 (06) 444- 1  5  0  1  

～ｳ￤ｾｾｾ￘ｭ￡＠
株式会社浅沼組

取締役社長 浅 沼 健

本社 ・大 阪 本 庖 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 町 12番 6 号 電 話 06 (768)  5222 

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 5 番 地 電 話03 ( 5269)  3111 

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 南三丁目 3番44号 電 話052 (571)  5571 

支 庖 北 海 道 ・東北 ・横 浜 ・神戸 ・広島 ・九州、|

空間に新しいエナジー

安藤建設

取 締 役 社 長 長 津 光 支 庖 長 吉 村 昌 明

本 社 東 京 都 港 区 芝 浦 3 丁目 1 2 - 8 電 話 ( 03) 3457ー 0111聞

大 阪 支 庖 大阪市福島区福島 6 丁目 3 - 2 1  電 話 ( 06) 453ー 2190附

⑧ 大え木建設株式会私

取締役社長 大 之 木 晴 樹

支 社 長 大 之 木 雄 次 郎

本 社 呉 市 中 央 3 丁 目 12 番 4 号 電 話 0823(26)1511番

支 社 広 島 市 中 区 本 川 IIf J 3 丁 目 l 番 5 号 電 話 082(231)5244番

支 庖 東 京 都 港 区 麻 布 台 2 丁目2 番12号三食ビル 4 F 電話 03(3585)3655番

福 岡 市 城 南 区 神 松 寺 2 丁目 13 番 24 号 電 話 092(863)7171番

. A  

株式会社大林組• 取締役会長

取締役社長

大

津

林

室

芳

隆

郎

夫

OBAYASHI  

東京本社東京都千代田区神田司町2丁目 3番 地 電 話 03 (3292)1111番

本 庖 大 阪 市 中 央 区 北 浜 東 4 番 33 号 電 話 06 (946)  4578番

支 庖 札 幌 ・東北・横浜 ・北陸 ・名古屋 ・神戸 ・広島・四国 ・九州|
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組村奥株 式 会 社

g、
良日

大阪市阿倍野区松崎町 2 の 2 の2

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の 10

東 京 ・関 西

札 l悦・仙台・北関東・横浜・東関東・北陸・名古展・神戸 ・広島・四国・九州・福岡

太

電 話 大 阪 (06) 621- 1101(大代表)

電 話 東 京 (03)3404- 8111 (大代表)

正キナ奥取締役社長

本 社

東京本社

支 社

支 庖

明

雄

崎

島

宮

小

代 表 取 締 役 社 長

専 務 取 締 役

関 西 支 庖 長

ii 1鹿島

電 話 03(3404) 3311 ( 大代)

電 話 06 (536) 3311 (大代)

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2 一 7

大 阪 市 西 区 阿 波 座 1 - 3  - 15  

本 社

関西支庖

株式会社柄谷工務居

，、弘

、y

良R

尼 崎 市 玄 番 南 之町 4 番 地 電 話 大 阪 06 (  415)  2  8  0  0  (大 代)

大 阪 ・神 戸 営 業 所 西 宮 ・三 田 ・高齢、 ・西 播 磨

}I原谷柄取締役社長

社

庖

本

支

大阪支脂共立建設株式会社
令

夫家支藤力日専務取締役支庖長

T  E  L  06- 942ー 2491 (代表)

T  E  L  03- 3461 - 6141 ( 代表)

大 阪 市 中 央 区 内 本 町 2 - 2  - 5  

東 京 都 渋 谷 区 道 玄 坂 1 - 16 一 10

庖

ヰ土

支

本

組太阪支底谷株式念社熊⑨ 

太一郎

言尽

谷

崎

熊

山

取締役社長

常務取締役

大阪支庖長

電 話03(3260) 2111番( 大代表)

電 話06 (353) 2516番

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 2 番 1

大阪市都島区片岡T2 丁目 10番 5 号

本 社

大阪支庖

s コーゴコ建設

県原代表取締役

コ

ー

ナ

ン

建

訟

は

す

べ

て

に

お

け

る

質

的

N

0

.

ー

を

目

指

し

、

人

と

空

間

の

次

代

を

プ

ロ

デ

ュ

ー

ス

す

る

総

合

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

企

業

で

す

。

社 ・〒 532 大阪市淀川区十三本町2丁目4番28号 Phone : 06- 308- 1551( 大代表)
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。 公 戚 建 設

代表取締役社長 絹 )1 1  r台

本 社 〒600 京 都 市 下 京 区 五 条 通 西 洞 院 西 入 包075- 365- 8300

大 阪 支 庖 〒531 大 阪 市 北 区 豊 崎 2 丁目 4 番 3 号 f t 06- 375- 1121 

東 京 営 業 所 〒141 東京都品 ) 11 区上大崎3 - 3  - 9  - 215 f i 03- 3442- 1100 

名古屋営業所 干453 名 古 屋 市 中 村 区 若 宮 町 3 丁目 48 f i 052- 471- 1223 

白砂
株式会社 金 岡。 組

代表取締役
金

問

問 手リ 隆

本 社 干543 大阪市天王寺区四天王寺 1丁目 14番29号 T E L 大阪06 (779)  773H伶

F A X 大阪06 (779)  7133 

関 東 支 底 〒350-02 崎玉県鶴ヶ品市脚折町1 l 目40番12号 T E L t奇玉0492 (87 )  0301 

F A X  t奇王0492 (87 )  0300 

ム

ザ

m

佐田建設株式会社 大阪支底

取締役社長

常務取締役

大阪支底長

佐 田 武 夫

茂 木 康 永

本 社 干371 群馬県前橋市元総社町 T 丁目 T 番地の 7 電話 0272 (51)  1551 <代表〉

大阪支后 干540 大 阪 市 中 央 区 谷 町 2 T 目 9 番 3 号 電 話 06 ( 941)  1451 <代表〉

( 近鉄大手前ピル竹階〉

4

ウ
三 和 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長 森 本 晴 夫

本 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1 丁 目55 番 6 号 電 話 06( 301) 6636

支 庖 東 京 都 荒川|区東日暮里 4 丁目 10番 10号 電 話03( 3891) 8871

支 庖 京 都 市 右 京 区 西 院 高 田 町 31番 地 l 電話075( 311) 8897

営 業 所 神 戸 市 東 難 区 田 中 町 1 丁目 l 番 4 号 電 話078( 412) 4038

@  

S H mz  

清 水 建 設 株 式 会 社

常務取締役

大阪支底長
岸 本 光 弘

大 阪 支 庖 大 阪 市 中 央 区 本 町 3 - 5 - 7 電話 06 ( 263)  2800 

ra 積水ハウス株式会社
SEKISUI HOUSE 

代 釦 附 役M 奥 井 功

本 社 干531 大阪市北区大淀中1丁目 l 番88号( 梅田スカイヒツレ)

東京支社 〒151- 70 東京都渋谷区代々木2丁目 l 番l 号( 新宿マインズタワ ー)

f i 06 (440)3111 

f i 03( 5352)  3111 
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大 地 へ の 愛 人 間 へ の 愛

銭

社 長 銭

吉

岡

高

6 日 本 社大阪市西区西本町 2 丁目 2 番11号

曽予u なにわ筋ツインス ウエスト

fl ! LJ . .  大阪 (06)531- 6431 

主主 東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 一 番 町 31番地

東京 (03) 3265- 4611 

口 支社 ・支 庖 大 阪・東京・北海道・東北・北関東・千葉

機浜 ・北陸 ・名古屋 ・神戸 ・広島 ・四国

九州

4 ト
大 戚 建 設 株 式 社

本

川

兵

正

. .A.  

Z 玄

寂

美

T A  15 E  I  

本 社

大阪支庖

支 庖

取 締 役

社 長

常 務 取 締 役

大 阪 支 底 長

東京都新宿区西新宿1丁目 25番l号新宿センターピル TEL03(3348)1111大代表

大 阪 市 中 央 区 南 船 場 1 丁 目 14 番 10 号 T E L 06( 268) 8500 

東 京 ・名 古 屋 ・九州 ・札 幌 ・東 北 ・広島 ・横 浜 ・北 信 越 ・四 国 ・千 葉 ・関 東 ・神 戸

山

市

⑧ 大日本土木株式会社

専務取締役

大阪支庖長

木 下 昭

大阪支庖 〒530 大阪市北区堂島二丁目 2番2号近鉄堂島ピル 電話 06 (341)  5211 

東京本社 干162 東京都新宿区市ヶ谷田町 2 丁目 35番 地 電 話 03 ( 3268) 5511 

@  株会社式
竹 中 工 務 応

取締役社長 竹 中 統

T 541 大阪市中央区本町 4 丁目 1 - 13  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

... 

信 用 と 技 祢7 の

主失 建
τ E K K E N  

常務取締役大阪支庖長 東 田 敏 男

大阪支庖 T 5 4 1 大 阪 市 中 央 区 瓦 町 3 - 3  - 7  電 話 06 ( 201 ) 1881(代表)

本 社 T 1 0 1 東京都千代田区三崎町 2 - 5 - 3 電 話 03( 3262) 3411 (代表)

@ 戸田建設株式会社

代表取締役社長

常 務 取 締 役

大 阪 支 庖 長

田

J  11 

守

秀

戸

西

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 7 番 1 号 T E L東京03( 3562) 6111

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 丁 目 13 番 47号 T E L大阪06 ( 531) 6095 

支 底 東 京・千 葉 ・関 東・横 浜・北陸 ・キflfp.名 古 屋 ・キU見・東 北・広 島・四 国 ・丸ル|
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4、南海辰村建設株式会社

日召
クミ
H  

本

芝

藤

取締役社長

専 務 取 締 役

大 阪 本 庄 長
平日正

電話 06 (644)7823番

電話 06 (644)7823番

大 阪 市 浪 速 区 難 波 5 丁目 l 番 60 号

大 阪 市 浪 速 区 難 波 5 丁目 l 番 60 号

本 社

大阪本庖

治

勉

電 話03( 3502) 0232

電 話06 ( 942)  1131 

毎 日 ふ れ あ う 技 術

@  

良山

田

金

任

代 表 取 締 役 社 長

取 締 役 関 西 支 庖 長

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 - 2 0 - 1 0  

大阪市中央区釣鐘町 2 - 4 一 7

社

支 庖

本

関 西

日本建設株式会社

-

可

』

a

，

u

a
「

d

F

S

.. 

，a

F

T

 

・

司

d

岡

N

E

圃

v

』

圃

3

s

d
F
a

司

帥

測

:

i

 

a

，
F

』
・
N

K 血

大阪市中央区備後町 1丁目 6 番 15号 T E L  (06)  226-0630( 代表)

東京都文京区小石川 2 丁目 6 番22号 T E L  (03)3818-6081 ( 代表)

東京・大阪・札幌 ・仙台・名古屋・広島 ・福岡

土

口
山積

取締役社長

大阪本社

東京本社

支 庖

コーポレーション長谷工目嘘

平
特

斤

土

方

・
田

」与

にコ

取締役社長

06 (203) 1501 電 話大阪市中央区平野町 1 丁目 5 番 7 号

株式会社フジヲ大阪支庖
⑪ 

之

電 話06( 348) 4510 

電 話03( 3402) 1911

- - f +・

民

大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 1 番 16号

東京都渋谷区千駄ヶ谷4丁目 6番15号

東西

常務取締役

支 庖 長

大阪支庖

本 社

不 動 建 設 株 式 会 社CD 
市 舌 正 信

大阪市中央区平野町4丁目 2番 16号 電話 0 6 ( 2 0 1 ) 9 2 0 3 番

東 京 都 台 東 区 台 東 1丁目 2 番 l 号 電話 o 3  (  3 8 3 7  )  6  0  0  9 番

北海道・東北・千葉 ・横浜 ・名古屋 ・神戸 ・広島 ・四国 ・南四国 ・九州| ・北九州

取締役社長

大阪本社

東京本社

支 庖
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ψ  
株式会社

藤 木 工 務 百

F UJ Ii I  

取締役社長 藤 木 鍛 三

本 社 〒 550 大 阪 市 西 区 新 町 2- 4- 2 fi  06- 539- 8310 聞

東 京 本 社 〒 160 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 23- 4 fi 03- 3357- 160J 刊

本 支 后 大 阪 ・東 京 ・倉 敷 ・京 都 ・四 国 ・福 岡

4香炉豊岡建設株式会社

代 表 取 締 役 松 丸 哲 也

本 社 愚 530 大阪市北区天満橋 2 丁目 3番 1号 f t06 (353) 1001(ft)

支 庖 東 京 ・東北 FAX06 (353)  1091・1092

営業所 北 上 ・新 井 ・福 井 ・京 都 ・舞 鶴 ・加古川 ・益田 ・福 岡

3 ・
Ｎ ｾ ｴｳ …＠

取締役社長

株式会社松村組

福 田耕
イ'/p

本社・大阪本庄 大阪市北区東天満 1丁目 10番20号 電 話 大代表 大阪(353) 1131 

東京本庖東京都千代田区内幸町1丁目 1番2号 電 話 大 代 表 東 京 (3502)1211

支 庖 名 古 屋 ・札幌・ 東 北・ 広 島 ・九州・神 戸 ・京都

。 株 式 会 社
道 田工 務 脂

本 庖/ 〒651 神戸市中央区御幸通6丁目 l 番20号 TEL (078) 252-22日 F AX  (078) 252-3927 

( 三宮山田東急ビl レ)

本 社/ 干666 川 西 市 中 央 町 18 番 21 号 TEL(0727) 57-9777附 F A X (0727) 58-2360 

⑮ 
望 月 建 設 株 式

之》

社ｾミ

代表取締役社長 亡三豆月
月 太 郎

本 社 大 阪 市 北区中l崎西 2 丁目 3 番 12号 電話大阪 (375) 2345(代表)

。
株式会社 森 組

取締役社長
PオF木ミこ

幸 彦

本 社 大阪市中央区道修町 4 丁目 5番17号 電 話 2 0 1 - 2 7 6 1

大阪本庖 大阪市中央区道修町 4 丁目 5番17号 電 話 2 0 1 - 2 7 6 2

支 庖 東京・東北・横浜・北陸・名古屋 ・奈良 ・神戸・中国 ・四国 ・九州

営 業 所 滋賀 ・京都・和歌山 ・紀泉 ・西宮 ・松山 ・熊本
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務 届

築

工

建

太

エ

屋

井

寄数

ー 』

女
株式会社

保存と

開発に

取 り 組 む ・ ・・

良日

東京都練馬区東大泉3-22- 11-401

T E L ・F AX ( 03) 3925一0798

太

東京事務所

洋井安

本 社 干617 京都府向日市上植野町御塔道42

T E L  (075)933一0012附 F A X (075) 933- 4931  

代表取締役

社
応、

五式株

さル

民建岡山
ｾ＠

Y  JJ rTlI.I 0  KIJ  

ム

口

、

川

J

・

週岡山代表取締役

T E L  0  6  - 9  4  1  - 2  5  9  0  大 阪 市 中 央 区 船 越 町 2 丁目 2 番 l 号

庖務工回米株式含社
@  

男

明

良

高

田

田

米

米

代表取締役会長

代表取締役社長

大阪市天王寺区逢阪1丁目 l 番7号 T E L 大 阪 (06)771-7771代表

F A X 大阪 (06)771- 5077代表

〒543社本

より が み け ん せ つ 』

寄神建設株式会社

取 締 役 社 長 寄 神 茂 之

〒 652 神 戸 市 兵 庫 区 七 宮 町 2ー 1- 1 n 078- 681- 3121 

干 103 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 1- 6ー 12 n 03- 3668- 1871 

干 231 横 浜 市 中 区 翁 町 1- 6- 4 ( 新 翁 ピ ル ) n 045- 681ー

干 45“6 名 古 屍 市 熱 回 区 森 後 町 8一2幻7 宮 0ω52一6ω81一8邸66臼1  

干 55臼3 大阪市福島区領島7一6一7穴( 山陽ピノルレ8 F ' 9 F町) 宮 0ω6一4佑51一9111

〒6白52 干神t申ド 戸 市 兵 庫 区 七 宮 町 2一 1一 l 宜含萱07沌8一6ω81一3幻12幻3  

干 672 姫路市飾E賂翌区須賀294 ( 姫路ポ一トセ ンタ一ピJルレ川) n o仰79幻2- 3お5一

干 773 広 島 市 西 区 観 音 本 町 l ー 1- 20 ( 辻ピル 202) n 082- 233- 3458 

干 812 福岡市博多駅前ト15- 20( 日本団体生命ピル9F) 包 092- 482- 4300

千葉 ・繍須賀 ・新潟 ・福井 ・浪路 ・岡山・四国 ・北九州 ・熊本

< @>  

本 社

東 京 支 庖

横 浜 支 唐

名 古 屋 支 唐

大 阪 支 底

神 戸 支 J吉

姫 路 支 庖

広 島 支 庖

九 州 支 唐

営 換 所
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新年のご挨拶
平成 8 年元E

団体・報道・建材・設備工事有志

図 財臥大阪建築防災センター

理 事 長 小 西 岬

〒 540 大 阪 市 中 央 区 農 人 橋 2 - 1  -10  ( 大阪建築会館5F) 電話 06(943)7253

書 社団法人日本建築協会京都支部

支 部 長
井 手 正 己

〒604 京都市中京区押小路通柳馬場東入建設会館別館 電話075(211)  2857・2877

社団法人日本建築協会中国支部

支 部 長
平 本 俊 秋

干730 広島市 中区国泰寺 11f T! 丁目 8-4日興ビル内 T EL  082(244)  2111 

書 社団法人日本建築協会束海支部

支 部 長 森 口 雅 文

干460 名古屋市中区栄 4丁目 3- 26(昭和ビル 5階) 電話052(261)1451

書 社団法人日本建築協会和歌山支部

支 部 長 小 池 康 雄

干640 和歌 山市 ト半町38番地 建築士会館内 電 話0734(23)2562
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合
社団法人

日本建築材料協会

会 長 柴 田 藤 祐

〒550 大阪市西区京IHJ 堀 1丁目 8番 3号 電 話06(443) 0345

議 Y

制@告h

建 築 学 科 建 築 設 備 科

専 修 学 校 創立明治28年

ANNIVERSARY 

大阪工業技術専門学校• 
平成 7年度で創立100周年 /

干530 大阪市北区天満 1-9-27 ｾＰＶＨＳＵＲＩＰＰＹＱ＠

一
泊
一

「 一 ー も っ と も 信 頼 さ れ 、 読 ま れ て い る 情 報 紙 一 「

株式

会社 建

= ル

員又 日 幸良 社

代 表 取 締 役 社 主 重 村 登 龍

本 社 @>550 大阪市西区江之子島 1- 7- 3 TEL 06(444)2405-9 

別 館 @>550 大阪市西区江之子島 1- 6- 2 TEL 06(444)6431-4 

額日刊建設通信新聞社関西支社

賢 司

等

兼 平

霜 崎

干540 大 阪 市 中 央 区 内 本 町 1 - 3  - 5  

内本町山森 ・住友生命ビル

本 社 ・干101 東京都千代田区神田錦町 3- 13- 7  

取締役副社長

関 西 支 社 長

電 話 06(944) 9191代表

F A X  06 (944) 9197 

電 話 03(3259) 8711代表

大 阪 府 耳 JI頂
芝斗

主主

( 大阪府 08建 設 技術 研 究 会 )

会 長 山 地英 雄( オオパ) 副 会 長 牧 田 顕 治 ( 羽沢建設) 名 手 宏 彦 ( ミサワホーム)

幹 事 両 因 究 明池組) 林 貞 夫 ( 鰍建設) 兵 本 宣 弘 ( 東急建設) 上野 勇 ( 栗本建設) 辻 田 幸 治 ( 矢崎総業)

野村昌史( 松村組) 康畑 哲 ( 不動建設) 恒 吉 正 樹( 西国工業) 八 木 常美( 大都工業)

会計幹事 石 橋 輝 雄( 大鉄工業) 豊 田 忠 男 ( 大末建設) 監事 辻 信( 背木建設) 森 岡 瀞 ( 日本コムシス)

会合場 所側日本建築協会 ｾ 06- 348- 0635 F AX  06- 348- 0634 

会員の親睦と講演

社 団 法 人 日 本建 築協 会

建 築

入会歓迎. グ

ク
-

フフ

仕 表 佐 野 正

事務局 日本建築協会

干530 大阪市北区梅田 1- 1-3-2100 大阪駅前第 3 ビル21階

電 3古 (06) 348- 0 6  3  5  F A X  (06) 348一 0 6 3 4  
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。e

LIII 
U ME H I K O  

i量誕繭株式会本土

代表取締役社長 依 藤 孝 行

干534 大 阪 市 都 島 区 中 野 町2丁目 10番11号 T E L ( 06)  351- 5428肘)

F A X(06)351- 5299 

イ ゲ タ 鋼 板 株 式 会 社

代表取締役社長 竹 内 久 掬

本 社 大 阪 府 堺 市 出 島 西 町 2 番 地 T EL0722- 47- 0111fft)

営業部( 大阪) 大阪府大阪市西区新町 1丁目 10番 9号 T E L  06- 536- 1114刊

営業部( 東京) 東 京 都 港 区 浜 松 町 2 丁目 6 番 2 号 TEL03- 5470 - 2090刊

株 式 会 社 梅 彦

代表取締役 野 為 之 助

本 社 大 阪 市 北 区 中 崎 西 3 丁目 1番 2 号 電 話 06 (377)  3  5  0  0大代

F AX06 (377) 3  5  0  1大代

場 茨 木 市 盟 川 3 丁目 1 番 6 号 電 話0726 (43) 5  1  8  5代

T OF  ( フッ素樹指積層被覆鋼板) 、 CO M ( 耐 酸 被 覆 鋼 板 ) 製 造 及 び 責 任 施 工

金 属 製 屋 根 、 外 装 工 事 業

• ω JIS 表示許可工場

町聞大畠匝，用化掌工業株式塞柱

、， 代表取締役社長 貞 利 政 和

z ・ 『

冒 司

処主〉

本社/ 大| 仮本庖 大阪市旭区太子橋1- 15-22 T E L  06- 954-6521 

支 庖 、 営 業 所 東 京 ・名古屋 ・新居浜 ・四日市 ・岡山 ・広島 ・宇部 ・福岡

工 場 新 居 浜 ・寝屋川

建 築 用 板 硝 子 販 売 施 工

キムラ硝子建材株式会社

代 表 取 締 役 木 村 雅 秀

干540 大阪市中央区内平野町3丁目 2番 11号 電 話 06(941) 4  1  8  l (内

結露防止に車効のある 湿度を調節する断熱建材

院 ｦＵ ＿ｓｾＮ 開
ホコンクリー卜建物の水準向上に。

神戸不燃板工業株式会社

〒673-05 兵庫県三木市志染町三津田 T E L  (0794) 87- 312H仰
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⑧ 

人と文化のふれあいをつくる

三 精 輸 送 機 株 式 会 社

代表取締役 本 多 孟

本 社 : 大阪府吹田市江坂 町1丁目 13-18 〒564 f t  06 (385)  562. 1  (，問

東 京 支 庖 : 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ谷 5 の29 の11 f t  03 (3356)  5651  刊

福 知 山 工場 : 福 知 山 市 長 田 野 町 2 丁目 45 番 地 f t 0773 (27) 1211 刊

営 業 所 : 札幌 ・青森 ・秋田 ・仙台 ・名古屋 ・金沢 ・広島 ・九州・沖縄

T AJ l mAV 聴音色祉 ＹＺ［ｾ

東京営業本部 干101 東京都千代田区岩本町3-11-13 電話.(03) 5821-7731  FAX  (03) 3862-5908  

大阪 営業 所 干550 大阪市西区京町姻 1 - 10- 5 屯話 (06) 441-5951  FAX (06)  444-2596 

マ 田 島 ル ー フ ィ ン グ 株 式 会 社

⑮ 東西アスフアルト事業協同組合

東 京 : 干101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 - 13 電話 (03)5821一7711

大 阪 : 干550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 10 - 5 電話 (06) 443- 0431  

:DIC 同 ］ｴ 芝ｾ吉ｾ歪重苦官吾写雪河

建設資材

販売促進プロジェク卜

主務者締堂 土 屋 隆 夫

干 541 大阪市中央区久太郎 3 丁目 5 一 19

T  E  L  (06) 2  5  2  - 6  1  6  1  

TOY- -Shutter 
東洋シャッター株式会社

取締役社長 岡 田 敏

本 社 〒540 大阪市中央区南新町1-2-10 (T  S ピJレ) 電話(06) 943- 6571附

東京本社 干106 東京都港区六本木6-3(第一地所麻布ビル) 電話(03)3497- 2911附

造園土木 設計施工

‘" 

株式会社 西
--------

E

E

E

，

 

、tf::

スE
園

〒573 大 阪 府 枚 方 市 北 中 振 3 丁 目 27 番 17 号

T E L  0 7 2 0 - 3 3 - 8 9 9 8 代
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お
練 式

会 社
西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長 伴 昭 秀

本 社 大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 06 )458- 3 6 2 8

却古・営業庁 福岡 ・京 都 ・神戸 ・天 理 ・川西

ND 

…φ
闇

f h  

モヲ

日 本 電 植 株 式 会 社

代表取締役社長 松 村 信 人

本 社 干530 大阪市北区天満1丁目 19番4号センチュリーパーク東天満3・4F  T EL  06-352-7502刊

印刷工場 干530 大阪市北区天満1丁目 10番8号 T E L 06-357-1908 

マ ル エ ス 印 企 ル ー フ ィ ン グ 企 シ ン グ ル 企 メ ル タ ン 21 ( ト ー チ 工 法 )

日新工業線式会社大阪支庖

大阪支店長 佐 々 木 通 博

本 社 営 業 所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 23 - 4  H 東京 ( 3882)2424 (代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12番 22号 宮大阪 ( 533)3191大代表

出 張 所 名 古 屋 ・広島 ・福岡 ・札幌 ・山形 ・工場 / 東京 ・埼玉 ・山形

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

支 部 長 友 長 幸 男

大阪市西区新町 1 丁目 12番 2 2号 日新工業株式会社大阪支居内

電話 ( 533) 3  1  9  1  大代表

三好式ガラス防煙垂壁WM式ツリコ』

図製造発売元株式会社 - a! }

本 社/ 干730 広島市中区紙屋町2丁目 2-38 ft 082-248-0344 FAX082- 247-3479 

関西/ 干646 奈 良 県 磯 城 郡 田 原 本 町 新 町 ft 07443-3-4431 FAX077476- 4907 

囚

三繍i ' IL三こ勺ムエ卿彼氏8 社代理庖日j i . 1じSt x a緯 it ・忌代理底

g 山到日二ヨL. : t J l i l f軍 軍 覚 書 紅 代 理J吉 i1i 聞羽I' 量級武奮 it i吃想定

隻 和 工 業 抹 式 曾 泣 代 理 底 近 . 草 稿 鎌 式 会 社 代 理 広

信銀ユニ・切ト a l'C A t t 代 理 信 住 友 ゴ ム ヱ 禦 株 式 会 社 代 理 底

ム ツ 三 産 業 様 式 苔 紅

代表取締役 偉 馬 正 明

⑮ 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 丁 目 17番 15号 電 話 (06) 大 代 表 441 - 0  3  7  8 番

出 張 所 : 東 京 ・ 京 都 ・ 北 九 州
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252=オン

代表取締役 立 野 純

本 社 大 阪 市 西 区 南 堀 江2- 13- 22 干 550 電 話 06( 532) 3731( 代)

東 京 支 庖 東 京 都 江 東 区 白 河2 - 9 - 5 〒 135 電 話03( 3630) 281 1( 代)

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋市中川 区 舟 戸 町3- 20 干 454 電 話052( 363) 5221 ( 代)



「建築と社会」 誌

大 正 6年 3 月に誕生した 日本建築協会 形!I'III こ変正、特 集 t 作 品作風頁を二本 0635.  F A X  06- 348- 0634) ま で。

( 当時 ・関西建築協会) の、欄刻誌は 柱に、シ リーズものの頁を織 り込み、 販売価 格 は 1200円 ( 造銃Jト 消 費 税合 ) 。

特集一覧 ・ 1975- 1995 大正 Ｖ 年 Ｙ 月に「関西建築も ｾ Ｑ Ｑ 淵億 ｊ その時々の社会を反映したテー7 を選 なお、 「建 築と社会 ｊ 宮 ｼ斤 ｉｊ 号 叶 ｉ ｾ 和 Ｓ Ｐ

t 題して創刊された。大正 8年に「 日 んで掲載してきた。 年 12月号 まで会 87:巻の復刻版が、 1991

本必: 築協会雑誌J、さらに 1年 後 に は 取り上げてきた特集テーマは下記のと 年 10月から l順次発行 (不二出版) ・配

「処築と社会J ! : 改題し、今 日に至っ おりで、パック ナンノ f ー 購入希望は、 本さ れている の で 、 梢:1111ま日 本姐i策協

てい る。昭和42年からは体裁 を A 4変 円本建築協 会事務局 ( TEL 06-348- 会事務局へお問い合わせ願 いたい。

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 I I  12 

1975 • p  C 板 を ・ 建築 ｴ プレ ・ 生活排水 ・ 人 ｉｾｉ 環境
Vol. 56 ・図書館 ・東海の糊築 ・インテリ 7 ・ 使用し ｴｾ ・ 社会 ・ ・都市のi湖 ストレスト 処 辺 施 設 1:. L τ の ・騒音対策 t ・第 22 @/ ・集合住宅の

、 建 築 ・法. 1: . 施設 コン n 一 防音材料 青年技術者 ・ 設備 ・

工業化住宅 卜|弾道 のあり方ターミナル・

1976 

・証 ヨ '7← 注 ・m住 体 の ・設 備 か ら

Vol. 57 今 ・建聾基礎構 ・床 工 法 t ・建 築 防 災 ・工場姥築の ・鉄骨構造の ， ・結露防止対策 ・第 23 回

建築ヂザイノ 占厄 ・医療施ぷ・ ・市街地整備・ ハ ー ト t みた建築の

のI:IIM.¥'!:- 材 料 . 1: .法・ ぷ自信 ・ ジョイント t 断熱材料・ 青年技術者・

の 動 向 ・ :1 7 ト・ l問 題 点

1977 . デザインの ・兵庫1 ¥1 - ・H本建築貯 ・2 ン川ートの ・埋立地山川 ・H 本 住 宅 ・ミニ乱開尭

…  ?吟2ず才f l均分 ;ぷ;品恐叫; .《:;諮2F幻7 ;払品;ぷr . l立z.F戸ρ規制制需伽1川 叩 . . ! ! ( 川I

1978 

・7 ザインの ・医l t ! 施設- ・組合方式 1: ・C A  D ー

VoI . 5 9  ・外 壁 塗 装 ・電波F章容1: . - ｾＧＢ，ＢＮ［ＺＭＧＭＺ＠ ・新しい耐震 3  ・第25回

動向一新|日の ・*・ 病院主I ! 築 t よ る 集 合 ・住宅設世ii - 設 3t 1:. ・ 一 般 a ・ ・ ピ ル 環 境

材料・ 建築・ 設守i ー 可 青 年 技 術 者 ・

コントラスト h湘システム 住宅 ｾｉＧ 同 "  コンピュ ータ

1979 

V o I ω ・転 換 期 の ・大 阪 南 港 ・商 業 空 HU ・コンクトト ・日 側 面ll. - v 崎 聾 t ・農 村 施 設 ・建物の終局 ・庄 内 の ・80 年 代 の ・第26回 ・処 設 業 の

再開発・ ポートタウノ のひびわれ 間報システム の変貌・ 強度の検討・ まちづ( り・ インテy 7 ・ 青年技補者・ 労務事情・

1980 ・80 年 代 の ・今 後 の ・最近の輯行控聾 ・車百回青年祉捕者 ・これからの建

都市 t 建聾ー 省エネルギー ・ 安 ＩＱＧ 建築 ・ 住宅の ・ 建築行政 ｴ ・ 必近の ・ 都市景観 ｴ ・ 島内体育 ・ 水ぎわの ・ 今後の外葺 ・ 転櫨仁 ｉｾ "? 築設計 t 新耐

t ちづ{ りの の 趨 勢 設計事務所 耐 久 性 ・ 法規・ 防水工法・ 7 メニティ・ 施設の設備・ まちづ〈り 吹付仕上紛・

I 史t 展望・ ・建 築 金 物 ・ 作 品 集 ・ 集合住宅・ 1建設計法・

1f t  ・中国 ゆ 文 げ ー トピア ・台所まわり ・ ;;t - y ング ・災 引 法 ・朝日行住宅- -F??i h -F品113T3 . 1111仕切壁の ・第 28 回 ・隙 害 者 の

・ 革連能論・ - ｾ ｴ 爪の の 引 画 t 一安全な環境 住ま い手 ために 畠市監歯を中心 t 暮らしやすい

都市計画・ 官1・ 設備. 材の知識・ をめざして・ からの尭主1・ ・; t V よ7LF 性能評価・ 青年技術者・ 環境 t 設備

ば セ . 新たな商業 ・古 山 ギ ー -ttt;; ・近後の地盤 ・? 払14 ・大 阪 付 合 ・ホーノレ蹴 ・大 ス パ ン ・昭 和 設 計 ・pf;13?i ・3年安術号 ・風 土 空 気

空u日の展開. 1: /制日制l ・ 1:. J血質・ (第一却1) . I:. ff ・ 構 造・ 作 ロ 集 ・ ・トエム・材ル ・地方の庁舎 t 人1m.

設備 ｾｉＧ plil ・ への誘い・ 問 日 航 ピ ル 建 築 ・

1 9 8 3 . |剥 丙 の ・マイコンの ・計画仁 お11 る・大 阪 駅 t .... +.U:i::t!'tJ:: ・東海の将来 ・オフィス ・・ 7ν ストレスト ・革担由青年I t 耐昔

VoI 制 服 文 化 を 建 築 へ の ・232L? ・望 み 4; は 以 タ ー ミ 仲 ・狩 品 t 文 化 を インテリア 蹄コン川 竹 中 門 ・?223
考える 利 用 山 内ン ピノレ 考 λ る の 変 革 ート摘草 ホール・

ロ セ ・川への閏? ・l刻 西 の ・ピ ル ヱ ・建設産業 t ・住 環 境 t ・れ qf t A ・糊 設 備 の ・J，. r り t ・硝 化社A ・lil31固青年附 ・光 応 用

;Z九九3 超高層ビル tiilii 空 ロ 川 開 尭 法 制 度 -it 初 f ポ イ ン ト れを H; ! (  Ｍ Ｇｾ生活笠品 川 の締工法 ・ Ｕｩｌ ー ノレ ば ム t

1985 _._.. _  _  __ .  . 自由措式への量 ・情 報 ft を ・ホ ー ルー ・建物の占情一 ・建築 t 水の . 接合一人体 t ・村野藤吾の

VoI ∞ . 大 附 語 . ・?ZT2 .A225溜 め ( . O建築 ぞ れ 円 み 最 近 の ・出 品 . 語 学 研 究 ・Ff rT 建 築 山 二 ・尚 喜J -LZJ
考 え る 都 市 事 情 だ す 文 化 外 壁 材 料 学 闘 都 市 ・日建設計作田「る東海

1986 ・これか らの ・届娘ーその ・1?fJLtγ ・インテリジェ ・強 築 防 災 ・鵬ーその創造 ・4 ンテ Y 7 ・

VoI . 6 7  ム ントピルの ・自治体営繕 t 法 ・21 I!!: 紀 の 的仕掛 ＱＱ の躍を ・ ｃ ａｄ Ｍ ・ オ Ｗｾ ス空間 ・ 第 ＳＳ 回 イタステン

;;121? 25イン t . ; i Y 2 2AE t 公共建築 ・営 問 ? 住居 t 設備 .3U山 E崎 川 棚 の構成 青 年 問 ; ニジ 7;

1987 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 瓦百 五 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 高 石 百Z E - - - -

V o I ω ・入 浴 物 認 ・腐 食 ・例立 70周年 ・蹴 動 す る 保 管 施 設 ・室 内 の ・ 駅 ・行政建築家 ・シティホテル ・宝 爆 の 措点 ・第 34 回

記念号 .!l ti 毎へ ・大 阪 府 立 仕 上 床 の 可 能 性 の 設 備 街 づ 〈 り ・昭 和 設 計 青 年 技 術 者

体 育 会 館 作品ｾ

な ぎ . ホテノレ物語 ・? ? 護 ・1k?:: .酬 の 外 装 ・都 心 居 住 ・11Y悦 ・21 世紀への . 制 緩 ・超高層住宅 ・?111? -Lb211附 レ ピ

・文化 t 伝統ー ・車畑控聾司i高所 9 7 ν pユ・ 開1
1
I1 を考 λ る

東樺からの報告作品 E t ちなみ ・ ・大阪府営繕 ・800号記念・

m Z777E函同語可刀両二三万耳石: 戸両iE ZT記記 弓開 戸 可 孟 ;
輸 送 設 備 t 法 まちづ〈り t 設備 l ア ー ト ・ユーザー参加青年技術者パピリオン

卯間年記念 t 伝統技術・ ・工法 撞聾置計部作品阜のハ ワジング

Jf T. 商 川 住 宅 ・ー ワ ノ ・1fA;fa .Mーノレ感 ・; ょμ; ・周際 iE 1: ・151ヌ ; ・;Aidid ・22主 主 ? 刊 号V11 ・3年Z術2-SF36331

のデザイン・ 川 サ ン ス . 佐賀川全曲 現在 t 未来 線の博覧全 14J 以f めずし τ一編 ザーの -pt 営f ・1J 品 ? i EAて;

1991 7 五 百 石m.τ7τ-，，- 工F Z τ z - 一 一 一 一 京 市 - EEET万 一 一 一 一 五 五 五 お 石 雨 万 万 百 i af f f H Ｎ ｡ 冨百 Ｊ ｾ π 有万

VoI . 72 竺止三2盟盟笠旦竺竺企竺1盟盟型挫?型唖盤土土ど竺塑塑単幽温盤盤;LE謹盟記笠盟血

ばm努.ち;2ii訂出紘: 討結蛇: 討日?C区日;i♂:1:;j 誌説i弘; .づ?ム:f.! 簿鱗摩襲聯! 持手著すi仁.1i汀??3γ .1宮!1;i}詰樹;品詰i詰! .  :3!拙器if.i長?記 .  ;器3!持持今#; :守!;5Fβ詳戸J11浮持?i2鰐;z!雪; .  ;治話謂2諮! .  ?詑rr2rr?力M川fたJ

1993 . 車却匝青年抗繭E ・環 境 一 ・映闘の rjr の ・建聾の再生一 ・国際的パート ・車40圃青年技師者

4 ・車坦喧軍事曹所 ・大阪府営繕 ・東海の英術館 ・市民劇織の 限りある自然 ・1ft! di  の インテリ 7 構造技術の ナーシフプの ・稿 祉 の ・都 市 型 ・環境一人仁

制立回開年 ・ 博 物 館 聾 古 設 備 t 建聾 t の スカイライン ・11' 、はんなプ? 役割11- ｾ ＺＺＺＮ， Ｏｖ Ｎｬ＠ i ちづ( り 住 宅 再 考 やさい‘ 空間例

記 章 作品畢 かか b り ずφ 住まホール ・大阪市営繕可能性 遣をめずし τ

『 ＹＹＴ ｆ τ石 ｅ ｕ ｅｅＷＷ 石 苓ヨ ｅ ｉ ｅｅｆ 工 而 ｆ エ干一一一ｾ '" .  fi ｾ＠ r. 1  1: j; ・ττ 石 ' 0) .  *  1: . 五五 百 扇 面 百 両 EすてI 五 百 五

VoI . 75  新時 ft ｾ Ｍ ｾＧＺ Ｇ Ｚ｟Ｂ Ｇ ｟Ｂ＠ ｾ［［ＮＮＺ＠ .. ［ｾ＠ ＺＺｾ［ＭＭ］ＭＢ Ｇ ＧＧＧ＠ ｾ Ｇ Ｚ［ＧＮ￳ＮＮｴＡ ・ いま、医僚 看板 シミュレーション建聾の中の英

・広島町街草川 リレーション 式年遷宮1 : Jレギ ーシス つ: 全H 施設は 11 る居 E 斗 ・竹中工務応 ・日本 建 築 ・柵 、 臨 臨 ・集合住宅団地 技 術 者

7ジ7腔控k 全 t 貌 神 宮 界 隈 テム {下回 への組合、 の 集 合 住 宅 総 合 試 験 所 事 務 所 リニュー7 ノレ ・関西国際空港

1995 

・光がつ〈る ・飛' " '  J! i!l ・ トイレから ・私 の 空 /i H ・新しい 「判i ・建築構造1:. _  ｾ＠ ，_  ｾ＠ ， ， ・ 買ｾ 421nJ' i' /年

Vo/ .  76 Ｍ ｾ［［＠ ｾ＠ ;;.. ':1.  ';1 ・ff ー騒音から ・按令 ・ユニバーサル ・ライアライ J

風 告 の 竹 操 削 船 :232t 24都 市 ・ トイレ空/i ll ・コスモタワー デザイン t は おー lf 築j の .t273 t 建築設備 .22Am

- 印は欠号
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企画: 日本建築協玄

画画圃

空調設備の (衛生設備の

トラフル50 トラフル50

… 建築に携わる人へのヒント

知り たくて も知るすべがなか ったこ と，書きた くても公には書けなか った

さま ざまなト ラブルの事例・原因 ・対策から， その解説・ヒントま で一一

最新の設備や技術ゆえに起こるトラブルから いつも失敗をしながら明確な解決策が出きれな

かったトラブルまで，現場サイドの技術や知識に裏付 けられた，実際に起こった事例 とその対

策の数 4 . トップレベルの技術者たちの知識と勇気を結集してまとめた 空調設備や衛生設備

で失敗しないための方法や技術をすべて盛り込んだ，画期的 なトラブル解消のトラの巻である .

四六・ 224頁・定価1800円 建 築 設 備 トラブル研究会著

・内容概略

l  熱特性にまつわるトラブル

2  梁と天井裏スペースにまつわるトラブ Jレ

3  シャフトまわりのトラブル

4  ガラリまわりのトラプ J レ

5  屋上・屋外設置機器まわりのトラブル

6  ｾ翻機械室まわりのトラブ ｊ レ

7  居室内の トラブル

四六 ・224頁・定価1800円 建築設備トラ ブル研究会著

・内容概略

l  地中 ・床にまつわるトラブ Jレ

2  シャフト ・墜 ・使所にまつわるトラブ Jレ

3  浴室 ・外壁にまつわるトラブ Jレ

地下 ・屋上にまつわるトラブ Jレ

腐食にまつわるトラブル

給水 ・給湯にまつわるトラブ Jレ

7  排水にまつわるトラブJレ

ー→ー ・・・一日一一門叫{ 入

〈目録進呈〉

なにを見れば，どニへ行けば，求める 情報にもっとも早〈アクセスできるのか? 30年を超える情報エキスパートとして

の蓄積 をもとに，学術調査から ビジネスまで効率的な情報収集 とその活用のためのノウハウを公開. 索引項目 4700.

建

築

都

市

住

宅

土

木

Ｑ 人を鎖す ＯＲ 償問・組織令活用する ＯＳ 図曾・錐誌・新聞令活用する ＯＴ 図 ， ｉ ｾ ・錐 ［ 誌 ・ 報 告 ｗ がどこにあるか令指 ｡ す ＯＵ 灰色

文献を娘す/ 6 図f号館・資料室・情報サービス・データベース僚側 ・WJ 6T 挫す/7 脅応・古彼応を利用する /8 建築作品・土木

施設H 虫す/9 企業・資材製品情報T 彼す/10 研究l昆裂と文献目録を活用する/ l l 稼典・} 目指: l l i ・百科事典主P活用する /12 図際・

海外情報令娘す ＯＱＳ イ ベ ント情報や秘す ＯＱＴ 統計 ｈ 由す ＯＱＵ 地峻情報や土地デー タ 争調 べ る Ｏ ＱＶ 過去の文献 ・ ｾ ｊｾ 項を披す ＯＱＷ

その他の情報を彼す ・調べる /18 商像情報を鍛す/19 データベースる活用する 120 きら に情報を捜すための文献紹介

建築・都市・住宅・土木

町一情報アクセスブック

菊岡倶也編著

企画/ 日本建築協会

日本建築学会図曾委員会委員

8 5 判 / 256頁

定価 3914円 ( 本体3800円)

干 600 学芸出版社

京 都市下京区木津屋橋通商洞院東入

(Tel) 075- 343- 日811( Fax)075- 343- 0810

入門・ 碩
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訴

審

ぷ

道

路

島

必

生

日

1 建築積 算とは

E 建築積算の基礎知機

3 建築積 算作業の準 備と手順

4 建築 数量積算基準の要点

5 土 木・地費量・緬体の建築 数量卿出

{ 目次〉

B  仕上げ関係の建築数量 算出

7 内訳明細・の作成

B 仮餓工事の積算と要点

自 建築積算と施工監理・建築殴備

10 積算とコンビュータ

企画/ 日本建築協会

建築技術選書 〈特装版〉

8 5 判 / 200頁

定価 3502円 ( 本体3400円)

積 算 の 基 礎 知 識 ， そ の 作 業 の 準 備 と

手 11頃 ， 積 算 基 準 の 要 点 ， 建 築 数 量 算

出，コ ン ビ ュ ー タ シ ス テ ム の 利 用 な

ど ， 建 築 積 算 基 準 の 大 幅 改 正 や 近 年

の技術進歩といった要素を盛込み，

積 算 技 術 の す べ て 令 解 b易く解説.

学芸出版社

〒600京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

(Tel)075-343-0811(Fax) 目75-343- 0810
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

東 京都港 区 浜 松田Tl - 25- 7 電話 03(3432)  5711 

大阪市淀川 区加島ト58- 59 電話 06( 302) 2270

北海道/ 東 北/ 北関東/ 横浜/ 名古 屋 / 中国/ 九州

本社 ・本 底

大 阪 支 社

支 庖

ガス叡備のき宣言十・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 庖

大晃設備株式会社
。
本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 III 06- 466- 2268 

大飯営業所

枚方営難所 枚 方 市 甲 斐 聞 東 町 9 - 3  *0720- 49 - 2128  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ〉械式会社

本車・大量本祉 〒550 大阪市西区江戸楓 1丁目 9番25号 電話 (06)441-8231

東 京 本 社 〒 102 東京都千代田区富士見2丁目15番10号 電話(03)3261-8231 

支 社 名古屋 ・稲岡

宣 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 蝶 所 帯広 ・函館 ・背蘇 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・盛岡 ・沖 ・郡山 ・

福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那靭

出 張 所 h剖11 ・術品 ・川崎 ・訟江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 宝 庫 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番地 電話(0492)58ー1511

3525西原衛生工業所大阪庖

大 阪市 北区中津 6 丁目 8 番 4 号 電 拡 大 阪 (458) 3628番

支底 ・ 営勢ｾ 庁福岡 ・ 京 都 ・ 天理 ・ ＩＱＱ 西 ・ 神 戸

⑧ 

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締 役大阪支庖長 三 田村 嘉也

大 阪 支 l苫 大阪市中央区北浜2- 2- 21 電話06( 202) 3071 ( 代表)

本社・東京本腐 東京都千代田区有楽町1 - 4- ] 電話03( 3502) 6111 (大代)

支 庖 名古屋 ・九州 ・北海道 ・中国 ・東北 ・北陸 ・神戸 ・四国

J宅 業 設 備

ノ'J( 処 f型施 設

環 境 胞 J2

空気淵手11設備

給 iJ Fノ'j( ，:11: (i 荷

電 気 設 備

給 ・ 排 水 ・ 衛生 ・消 火 ・空 調 設備

O K U J U  

[ ! ]爵E g a題壱長三島むお鼓錦拶窃還

「大規模天井無足場工法j

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

三建設備工業株案審社
φ  

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 干530

TEL (06)312- 4131  FAX(06)312-7998 

東京九州 備，長。名古屋仙台 宮崎京都

内外蓑創作パネル・システム天井・間仕切

問主社オクジュー

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 紅 梅 田T 3 番 5 号 電話 (3 52) 1  1  3  1刊

本 社 東京都 中 央区 日本才融廊糊T 2 - 22 電話 (3667) 343 l ( 大代)

支 社 名 古 屋 . ｩ ｾ 市・札幌・ 広 島・福岡 ・ 金沢 ・ 新潟 ・ 横 浜

式会祉a現 蛾

⑧益事言明こ恥

tr 孝藤
代表取締役社長 依

〒534 大阪市都 鳥区 中野町2丁 目10番11号 T E L (06)351 - 542鮒也

F A X(06)351 - 5299 

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

晃 空 調

大阪市中央区域且 2H ll 需61-r)ッイノ21MID9ワー 電話 06-949- 1371

東京都新宿区西新宿新宿住友ビノレ 電話03- 3344- 7911

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13番 20 号 電話 06- 363- 1371

仙台 ・横浜 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・広島 ・福岡

札幌・茨域 ・大宮・千葉 ・山製・静岡 ・筒井・滋賀・和歌山 ・松江・長崎 ・i中純

「i 森 ・秋山 ・盛岡 ・川崎 ・鉱山 ・鳥取 ・間山 ・市松 ・下l地

熊本 ・宮崎 ・鹿児向

- ・・

-- 骨
格式会社

。
本 社

Ｊｊｩｩｾ本 Ｑ 占

大阪本府

支 応

営 業 所

出 張 所

105 

メンテナンス部

東 京 支 底

大阪市中央区瓦屋町2丁目11番16号( オートセ ンターピル1 ・2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 7 6 8 - 5  0  3  1 代 表

電 話 大 阪 ( 0 6) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東京都文京区小石川 1丁目12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

郵 便 番 号112 電 話 (0 3) 5 6 8 9- 2  3  5  1 代 表

伺9 よりよき環境へ繍で挑む一一一

守 株 式 会 社 精 研

ネ土
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本 社〒 ＵＳＰ 大 阪 ｲｊ ｩｾ ｴｬ ｾＺ ＧｉＧ 之 ｲＮｾ 三 ｬ￮ 1  2  - 4  (担111 ピル) -; 11，1[;06 (385)  1361<<0 

大阪営業所 干564 欧 111 rJ i 雫 本 間f 3 r I J 34 - 6-; 11活06 (385) 1  36 1  <<tI 

京都営業所 〒615 ，;(  ffll rJ i  ;( i  ，;(  1><: 附 J江 械 必 野 町 21 -;11訊075(311) 1  185附

神戸営業所 干650 ｾｉＧ ，［＠ di ，'， 央|メ:.ia 花田f59 ( 神戸側 n ピル) -; 11 "' ;078 (333) 7756((1:) 

てtILJ (¥:.，J<取締役

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビノレ 5惰)

電 話 0 6 ( 3 6 1 )  3 6 7  1 ( 代 )

東 京都中央区日本橋茅場開T 2 丁目 1 7 番 3 号

f包 括 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

均年 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀

ヰ土本

広支

営 業 所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

大阪市中央区高腹橋4丁目3番 7号 電 話 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸 ノ内 ・新宿・神奈 川・東関東・中部・九州|

会 社

常務取締役支社長

人と都市の快適な環境をつくります

- 空鯛・鎗排水・衛生股備

空置圃和

z・E 菅

水担理

コージ z エトレー γ ョン

クリーンルーム

・プラ ン ト

プラ μ ト肘畠

γ ステムエンジニアリ ν グ

y 凶 型 地 埼 玉

令 住 友 電 設 株 式 会 社 2522Z12223探 鉱!;12mJ21;!!

- 情報通信股備

情岨通情ネ ッ トワーク

情岨島理

通 僧システム

並 進システム

・電力総量段備

畳変電

架空過配電

地中退配電

官. 横目盤肘・施工・監理

・電気位備

畳宜電・幹圃

勘カ ・輔劃轟置

電障、融通. インターホ ン

防犯、防虫

中失監視嗣圃

γ ステふ計量

電気段備・昔十義和l御段傭・空関股備・クリー ンルー ム往信・プラン ト設備

給排水衛生段備・エネルギー集中覧視システム ・E宣骨十施工

三宝電機航式会社

取締役社 民 必 納 秀 一

岬

眠

，

V

阿

川

町

一

''A

W

革 担干知大阪市1医翌荻. . : 1-&-8ぽピJレ) TEl oo(3制)10171・FAX ＰＰＨＳ 制 ＩＵｾ

型車亘社刊国東京橿曙E脂質ー16<ニュー新蝿ピ1ω TEL悶( 担制)0131田 FAX 閃( 捌)0268

畠百u 后 干4田昌吉富市l ts童相13-11-14 TEL目立{ 矧)5131.FAX051(914)75l5 

神戸 i H! i干69 神戸市置E岩盤科目1- H( 工ピスピル) TEL078(881)591-FAXO珂( 朋)6161

層研究所有田大飯府締官三宝旬七:T3国 TE LOn1(I 7)8<<)8- FAX0n1(1l J 1似

大阪市西区西本町 l の13の33

TEL. 06- 532- 0461 ( 代表)

FAX.06-535- 5 181 

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

ｾ Ｑ＠本

⑪匁 P榊 業 通 告

F F明? 円

、、、 l

学校建築のトータルアドバイザー

天理営業所

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

T E L 06(792)  5858 F AX 06(792)  2810 

あ ア

勺 ・T 叩

ゆ こ. 会

る ーー 隙 フ

い . - 市 ァ

栓i n  ，a ft ソ

恨 ζ - i量 ク

工 .JjL 区 ス

ヰt 証 書五五

の 唱布、 主 六 六

11式277

;; 会言誌

社長言

情報処理/ 編集・企画/ 印則・製本

Ｍ｟ｉｾ＠

日本電植株式会社
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Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

総式会主t 工 又 王 ム ピ 一

線 式 会 主 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 。東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支底 大阪市中央区北浜3-2-23( {君愛ピル)

T E  L06-202-3294 

-・11

11

特殊壁装材製造販売 和室に最適

四--J!::17)(株)副 O! J : J ! J C:

場

一

一

一

工

第

第

。.t1__ ｜｜ｩｾＧＭ 鴨代の断熱用シｾ人

』易手〓
ＢＢｊｾ
み

目立バイチ11ーシートP

目 豆 電 線 株 式 曾 祉 制 問 叩 区 肌2T目1醤2号{干代田ピル)

デン力C S Aファミリー製品

-安二J DCSA < 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・雪ニ ｊｄＢｾ ，ヨニ ｊ ＼ グラウト用無 収 縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二 ｊｄ 守 Ｓ ーデ・ＧｉＧｊｾ Ｈ意義一 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に

・安二J DES<土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・寄与DEI DDD<
製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL 本社 ・京都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

A

Q

玄式株浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

業産

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

東 郷 化 成 株 式 会

E L 滋賀 ・守山 ( 0775 ) 8 3 - 2 3 8 1  

TEL  大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式株産物j羊光 ネ土

2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6)  
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テトカッバー防水
奥山化工業械式さ社

本 社東京都中央区銀座8- 4- 9 奥山ピル TEL03( 3571) 2703附 FAX03( 3571 ) 0264 

大阪事務所 TEL06(391) 1081 - 2FAX 06(391)2109 名古屋出彊所 TELOI2(81 1)3660

| カッパー防水帯 コーパータイトオクロン防水格 I

欄浜嘗聾所 TEL041(320)4832 FAX041ω20)4761 厚 木 出 揮 所 TEL加62(21) 1761 向 X0462(2幻1341

資斜唱Eご筒耳障下さい。

均玉富里所 TEL048(774)2制 5 ま 雄 出 彊 所 TEL0292(28)  0878 FAX0292 (28)  2614  

τ ｅｾ ｙ ［ｽ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 1O( TSビJ レ)

T E L  ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1  (1- t)  

・東京/ 横浜/ 盛岡/ 仙台/ 水戸/ 鯛/ 岡崎/ 名古屋/ 富山/ 大濠/ 京都/ 神戸/ 広島/ 高訟/ 福岡/ 他全国主要事柿

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 Tl I J I !J 9J 乱暴9J l

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種 ・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ( ETC-F)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル ユ ニ ラ イ ト ( U N  L)  

波紋規絡 S小波 .s大i皮 . Vi 皮 ・ボ ックス波 . wジャ ンボ波 ・V デッ キ

S Vジャン ポi皮 ・ボル トレスルーフ BL .  Jt: の(也

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニターベンチレータームーパーエキゾスター( 強制l)

ボーロイド( 断熱材) D.G.  ※ カタロ グをご約求 卜色 、。

市 ' J I !J 9J l J 9J l 掠式会祖

本 社 干335 埼玉県蕨市塚越 5 - 12- 2  T E L  ( 0 48)  442- 3111 

東 日 本 支 社 干335 埼玉県蕨市塚越 5 - 12ー 2 T E L ( 048)  442- 3115  

西 日 本 支 社 干660 兵庫県尼崎市長洲中通 3 - 24- 35 T E L  ( 0 6)  487- 212 1  

関西国際空港エネルギーセンター景観壁工事
支 庖 関東、東北、大阪、名古屋、広島、 九州

工 場 熊 谷 ・東 条 ・姫 路

108  
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- 目次

序 論 建 築 設 計 の た め の 設 備

第 l 章 建築基本計画に必要な設備基礎知識

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ ごみ処理設備

第 E 章 事務所ビルの設備基礎知識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 空気調和設 備 /

電気設備/ 昇降機設備

第 3章 商 業 ビ ル の 設 備 基 礎 知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 空気調和設備/

電気設備/ 昇降機設備/ 貸方基準

第 4章 集 合 住 宅 の 設 備 基 礎 知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 電気設備/ 昇降

後設備/ 電気エネルギ 設備/ ガスエネルギー

設備

第 5章 意匠設計者による設備の打ち合わせ

現地調査/ 官庁打ち合わせ事項/ 建築主打ち合

わせ事項/ 法規チ工ツクリスト

第 B章 事 務 所 ピ ル の 設 計 例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ モデルピル設備概要

第 7章 商 業 ピ ル の 設 計 例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ ごみ処理設備/ モデルピル設備概

要

第 8 章 建 築 と 設 備 の 嬢 点

外壁，屋根/ ドアガラリ ー/ 機械室/ 屋上. 屋

外/ 天井/ 0 8 . P8 / E PS / フロアダクト/

設備更新/ 騒音・振動の防止/ 住宅用メータ

ボックス/ 各種機器の納まり/ 配管スペース

|Ir椅楠叫一一一…害酌U一…立引刷川一(ω伽 附 紛 嗣 制 日 跡 本 … 関 … 回……わ枇川川一一た削け吟j片牒4糟鴇

社会1状犬;況兄を封古織量り込み、最軒幸新庁の技樹f術狩梢情報を盛り込もむ、べ〈新たに讐き起こしたものでで-、統筆には、東畑建築事務所、日建設

計、安井建築設計事務所、大阪ガス、関西電力の設備設詐者が当たり、編集委員会て惟鼓を重ねましfニー

第一線て活躍する制緩信ド者が、実務において、建築と設備のかかわりあう場て雷:面した問題を掘り起こしその解決

起き択肢て示した本書は、意匠諒博のみならず、初歩の設備諒暗にも矧回の開ヰになるものと思います。

京書のお求めは、 全国の古E で! !

位) 日本建撲協会( 干53閥 抗 市1区梅田1-1-3

-2100TEL06- 348-0635、FAX06- 348-0634)  

では 、笥月価格仲送斜実費) で筋 涜しますの

で、本会までご注文下さい。
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BlllflHI .治

ビ、ルファインは、温度センサーの働きで、可動ガラリが開閉し、快適

なビル環境を維持する省エネビル外装改修システム。春夏秋冬の

気温にあわせ、内壁と新壁との空気の流れを調節し、ビル全体の

省エネルギー化を実現します。また、電信電話や光ファイバ一、電

力幹線等の新設や増設に対応。インテリジェン卜ビル化にも適応し

た次代のリファインシステムで‘す。 • 
. カーテンウオール・扉用ハンドル

- ドア圃シャッター

東洋シャッター株式会社

大 阪 市 中 央 区 南 新 町 1- 2- 10 T S ビル fi 06 (943) 6571 

東京都港区六本木6-3-18 第一地所麻布ビル 宮03 (3479) 2911

本 社 干 540

東京本社 干 106

、

.  

雑誌 03379ー|


